
任意点

端点

垂直点

線上点

水平垂直点

交点

線分中心点

円中心点

直線と円の交点

円交点

接線

交点（直線・円）

交点・端点

線削除

キャンセル

ブロック削除

改頁

SNE

SNP

SNL

SNILL

SNM

SNC

SNILC

SNI

SNN

DELA

DEL

CANCEL

SNH

LINE

PLINE

SNF

PAGE

SNICC

SNT

M1,J6

M2,J7

M3,J8

M5,J5

M6,J83

M7,J93

M8,J122

M9,J123

M10,J121

M11,J178

M12,J179

J61

J11

J16

M4,J9

J1

J3

J2

M0,J10

アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

●メニューシート １

線分

折れ線

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

43

43

43

43

44

43

42

42

CLassic-CAD

Ⅰ

CLassic-CAD コマンド一覧表
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CLassic-CAD

Ⅰ

アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

現画面表示（青）

全図面（赤）

メッシュピッチの指定

メッシュの表示 GRID

GRIDP

EXTENTS

REDRAW

MM,J102

J103

J24

J22

●メニューシート ２

45

45

45

45

全レイヤ表示

レイヤロック

非表示レイヤ２

非表示レイヤ１

全レイヤ非表示

LALLON

LOFFKEY

LOFF

LALLOFF

LLOCK

J18

J180

J86

J20

J4

46

46

46

47

46

前画面（黒）

拡大

ズームアップ

パンニング

ズームダウン

表示レイヤ２

表示レイヤ１

PREVIOUS

ZOOMW

ZOOMIN

ZOOMOUT

LONKEY

LON

PAN

J27

J25

J76

J77

J85

J19

J31

45

45

45

45

46

46

46

-2-



アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

半径指定円２

３点指定円１

中心指定円１

円弧１

１／４円弧１

３点指定円２

中心指定円２

円弧２

１／４円弧２

線分延長カット

線分中抜き

単線化

連続延長カット

連続中抜き

半径指定円１

線分連結

新・中抜き

ARC3

ARC

CIRCLE3P

ARC3P

ARCP

CUT

BREAK

UNIFY

CUTM

BREAKM

CIRCLEP

CIRLECP

CIRCLE3

CIRCLE

CIRCLEC

JOIN

BREAK2

J15

J12

J129

J130

J127

J51

J59

J26

J113

J181

J128

J84

J131

J14

J13

J32

●メニューシート ３

48

48

49

49

50

50

51

51

52

52

53

53

53

54

55

55

56

CLassic-CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

書き込みレイヤ番号

属性変更

属性指定

緑

水色

黄色

実践

青

赤

紫

一点鎖線

二点鎖線

作図原点

作図スケール

点線

破線

ASET

ACHANGE

AACTIVE

C4

C5

C6

T1

C1

C2

C3

UNIT

T4

T5

ORIGIN

T3

T2

J63

J79

J35

J48

J49

J50

J53

J45

J46

J47

J34

J55

J56

J126

J33

J54

●メニューシート ４

レイヤ状態保存 LSTORE J125

57

57

57

58

63

62

62

63

62

62

62

62

62

62

62

62

62

CLassic-CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

ヘルプ機能

ファンクションキー

データの橋渡し機能

データ整理

用紙作成

ファイル管理

プロッタ・プリンタ出力

作図情報表示１

作図情報表示２

環境設定

全消去

仕事終了

入力装置追加

INFO

HELP

MOVEPOP

FKEY

DXF

DIST

PACK

PAPERFORM

FILE

PLOT , PRINT

SNINFO

SETENV

ZAP

END

DIGITIZE

（スナップアイコン）

（作図情報シート）

ポップアップメニューの

距離・面積・角度の測定

（デジタイズ）

移動

J17

J69

J94

J107

J100

J114

J101

J67

J37

J38

J28

J96

J39

J40

J30

●メニューシート ５

64

65

65

65

66

68

68

68

69

69

72

74

75

82

82

CLassic-CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

文字サイズ変更

ジャンプ

コピー＆ペースト

クリップボードペースト

クリップボードコピー

コード文字の線分化

コード型文字２

コード型文字１

TMODIFY

TEXTK , KANJI

JUMP

PASTE

ECP

EPT

TEXTL , ANK

T2LINE

（筆文字）

（ペン文字）

J108

J98

J78

J119

J201

J202

J36

J133

●メニューシート ６

83

83

84

85

88

89

90

91

CLassic-CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

ボックス１

ダブル線

矢印

ハッチング

ボックス２

内外法線

引き出し線

丸面取り

開き扉

引き違い戸

階段

角面取り

雲型定規

BOX

WALL

ARROW

HATCH

SHIFTP

ANGLEP

CHAMFERC

RECT

DOOR

DOORSL

STEP

CHAMFERL

CURVE

J60

J58

J89

J104

J118

J115

J65

J82

J120

J117

J105

J81

J68

●メニューシート ７

96

96

96

97

97

97

98

99

100

92

92

94

95

CLassic-CAD

Ⅰ

（スプライン曲線）
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

平行複写

ミラー

ブロック複写１

ブロック複写２

等分割

図形拡大縮小

パラメトリック１

パラメトリック２

パーツ

回転

寸法文字作成編集

ブロック移動１

ブロック移動２

線分編集

MOVE

MOVEXY

MIRROR

COPY

COPYXY

DIVIDE

SCALE

STRETCH

STRETCHXY

PARTS

PARALLEL

ROTATE

DIMST

PINCETTE

J70

J72

J66

J73

J75

J29

J95

J92

J80

J90

J42

J91

J251

J106

●メニューシート ８

101

101

101

102

102

102

103

104

105

105

106

107

107

108

CLassic-CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

OPTION 

SETUNDO

オプションコマンド管理

アンドゥＯＮ／ＯＦＦ設定

（ヒコーキコマンド）

アンドゥ実行 UNDO

ＧＯＴＯ　第１６ページ

ＧＯＴＯ　第１５ページ

ＧＯＴＯ　第１４ページ

ＧＯＴＯ　第１３ページ

ＧＯＴＯ　第１２ページ

ＧＯＴＯ　第１１ページ

ＧＯＴＯ　第１０ページ

ＧＯＴＯ　第９ページ

ＧＯＴＯ　第８ページ

ＧＯＴＯ　第１ページ

ＧＯＴＯ　第２ページ

ＧＯＴＯ　第３ページ

ＧＯＴＯ　第４ページ

ＧＯＴＯ　第５ページ

ＧＯＴＯ　第６ページ

ＧＯＴＯ　第７ページ

J134

J112

J111,J203

J135

J150

J136

J137

J138

J139

J140

J141

J142

J143

J144

J145

J146

J147

J148

J149

●メニューシート １ ６

109

110

110

110

CLassic-CAD
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アイコン ページコマンド名

Ｈ形鋼材断面 HKOU

コマンドの場所

DO_04.DLL

キー・コマンド

Ｈ形鋼継ぎ手

ハイパーリンク

重複する線の削除

オブジェクトの確認

ＡＮＫ＜＝＞漢字変換

縮尺・精度の変更

いっきに色変換

エンボス表現

新・引き出し線

色でレイヤ一括変更

HTUGITE

HIPERLINK

DELRAP

CHKOBJ

ANKKANJI

CHSCALE

EMBOSS

CHCOLP

HIKIDASI

LAY2COL

STRCT_H2.DLL

●追加コマンド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ＣＯＭ内 ）

113

114

115

116

116

116

117

117

118

118

119

CLassic-CAD

Ⅰ

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

宛名シール印刷 ATENA

●追加コマンド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ＣＯＭ内 ）

イメージの作成

PAGEING

イメージの貼り付け BMP

イメージの常駐指定 BMPJOUTYUU

ファイル書き出し

ページ作成

PAGEH

FINDTEXT

PAGEINDEX

同じ図形検索

文字列検索

FINDOBJ

割り込み改ページ

目次の作成

サブメニューの

コマンドアイコンの

SAVESUB

SAVEICON

ファイル書き出し

120

121

124

125

130

131

132

133

133

134

134

CLassic-CAD

Ⅰ

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

MAKEBMP
BMAKE
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

文字列変換

合計計算

文字列集計

文字列編集

文字列書換

文章の整形

CHGT

SUM

COUNT

MOJIEDI

MOJIHEN

BUNEDI

寸法線

半径の一律変更

精度変更

円柱・地盤

仕上げ線

建具作図

通り芯の作成

UTL_SMT1

JIBAN

SIAGE

TATEGUI

DIM

LAY1

UTL_ARCS

TOORISIN

●追加コマンド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ＣＯＭ内 ）

属性管理

135

136

138

137

138

139

139

140

141

141

142

142

143

143

CLassic-CAD

Ⅰ

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

新・面取り

塗りつぶし（ＢＯＵ）

新・連続カット

増加変数

図形均等配置

MENTORI

CUTA

INCRE

FIGDIV

●追加コマンド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ＣＯＭ内 ）

144

144

145

149

150

CLassic-CAD

Ⅰ

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3PAINT
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

連続印刷

●追加コマンド （ Ｏ Ｔ ＡＭＥ Ｓ Ｈ Ｉ 内 ）

PRINT.DLL
RENZOKU_

PRINT.DLL
RENZOKU_

さざなみ線作成 RIPPLE RIPPLE.DLL

スラブ配筋 SURABU SURABU.DLL

連続ファイル変換 FILECONVERT

RENZOKUPRINT

畳の部屋

枠の作成 WAKU

NOBASHI

MIRU

TATAMI TATAMI.DLL

TATAMI.DLL

TATAMI.DLL

TATAMI.DLL

図面ファイルを見る

引き連れて平行移動

151

153

152

154

155

155

155

155

CLassic-CAD
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ＩＮＤＥＸ

いろんな名称

ポップアップメニュー

色や線種を決める

線を引く

円を描く

文字を書く

描いた線を消す

用紙枠を描く

印刷する

図面を登録する

図面を呼び出す

チョット

　最初から １ ０ ０以上ある全部のコマンドを覚えるのは大変な事です。

「 とにかく これだけ 」 とい う コマンドを厳選しました。

メニューの大きさを変える

線の太さを変えて印刷

グループを活用する

レイヤを活用する

図形を回転させる

図形を複写する

図形を移動する

図形をまとめて削除する

線を伸ばす・縮める

平行線を引く1 6

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 5

2 6

1 7

2 4

2 3

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

Ⅰ

これだけ覚えよう！

CLassic-CAD
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聞きなれない名称

マウスカーソル

●その他

デスクトップ ： 画面全体を机の上と見たてている 。

ウインドウ

タイトルバー
メニューバー

画面

●スナップする

ラバーバンド

ド ラ ッギング

ク リ ッ ク

マウス

： 図形を表示しながら移動させるさま 。

「引き回し 」みたいな様子。

： マウスのボタンを位置を動かさずに

押して離す事。

： キーボードの横に置いてある 、

ケーブルの付いた持ち易そうなもの。

　図面を正確に書くために、すでに書かれた図形の、端や中心や交点を参照する事。

目検討で書いてしま う と後で困り ます。次の４つをまず覚えてください。

他に

これは、ヘアーカーソル

クロスカーソル （ 十字カーソル ）

指カーソル、 Ｙ Ｅ Ｓ ・ Ｎ Ｏカーソル

です。

などがあ り ます。

フ リースナップ ： スナップしない
モード 。但し 、 メ ッシュポイン ト
にはスナップします。

：線の両端、円の
上下左右と中心、文字の原点に
スナップします。

：ベース点から指定され
た線分へ、垂線を下ろした所に
スナップします。

：端点、交点のどちらか近い全点

垂線の足

端点スナップ

方にスナップします。

各部の名称

いろんな名称
CLassic-CAD

これだけ覚えよう！

できない名称もあ り ます。 まずは 「 こんな呼び方をするんだな 」 と思って、覚えて ください。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤで使う名称には一般的なものもあ り ますが、なんと もイ メージ

Ⅰ

スナップシート

サブメニュー

ポップアップメニュー

アイコン

この絵の一枚
一枚を「アイコン」

と呼びます。

情報シート
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ポップアップメニュー
POPUP

このポップアップメニューは、画面上でマウス右をク リ ッ クする と 、

どうやって動かす？

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤでまず目に付くのが、絵の詰まったＢＯＸです。

操作に邪魔な時は、 ［ Ｔ Ａ Ｂ ］ キー を押して ください。上下に逃げます。

左上の改ページのアイコンをク リ ッ クする と 、次のページが出てきます。

ページは標準で１ ８ページ、表示Ｏ Ｆ Ｆのページがあるので、普通は１ ０ページ分を

く る く るまわせます。マウス左で先に進み、右で戻り ます。

このマウスの左が 「前進 」 ・ 「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 など肯定的な意味を表し 、

右が 「後退 」 ・ 「 ＮＯ 」 などの否定的な意味を表すのは、全体共通です。

［ Ｔ Ａ Ｂ ］ で上下

マウス右で引き寄せる

頭の回転が停止するのを防止できる？

マウスを動かしながら 、あっちこっちにポップアップメニューを動かしている と 、

手の動きを最小にして、疲れを防ぎます。

Ｄ ＲＡ系のポップアップメニューは絵を使ったアイコン メニューで視覚認識性に優れ、

ページを変える

表示を制御する

これがＤＲＡファミリーの共通点

全レイヤ非表示

全レイヤ表示

ひとつ前の表示

再表示

全画面表示

ズーム

改ページアイコン

指定レイヤ非表示

ズームダウン
ズームアップ ・ パン ・

マウスの位置に移動してきます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは 「 Ｄ ＲＡ－ＣＡＤ ２ Ｖ ２ 」 の操作系を忠実に再現しています。
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色と線種
Color&Style こ こで指定した色などの属性はアクティブ属性と

呼びます。個別には、

アクティブレイヤ、アクティブグループ

アクティブカラー、

良いでし ょ う 。 この場合ペン幅を 「 ０ 」 に設定します。 （設定方法は後で ）

７番ペンは伝統的にＶ ２で印刷しない色と して使われていたので、同じよ うに使うのが

８～１ ０は、 ［ Ｄ Ｒ Ａ－ＣＡＤα ］ で使えます。

１～７は、 ［ Ｄ Ｒ Ａ－ＣＡＤ ２ Ｖ ２ ］ のＭＰ Ｐファ イルで使えます。

色は番号で管理されています。使える番号は１～１ ５の１ ５種類。

「デスク ト ップ 」 上でマウスを右ク リ ッ ク し 、 メニューから 「 プロパティ 」 を選ぶと変更できます。

実際には識別が困難なので、使う色は自然と決まってしまいます。

色は理論的には１ ６ ０ ０万色の中から選んで１ ５種類使えますが、

の色の設定をＨ ｉ ｇ ｈ Ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ にして下さい。

連動します。印刷時の線の色の初期値は黒になっています。

色がペン番号と連動するよ うに、線の幅や文字のスタイル 「 フォン ト名称 」 も番号と

いつでもＯＫ 。 （ 一部コマンドではコマンドに入る前に変更する必要があ り ます。 ）

色は ［ Ｃ ］ に続けて １～１ ５の数字を入れて 「 リ ターン 」 して入力する 。

線種は ［ Ｔ ］ に続けて １～８の数字を入れて 「 リ ターン 」する 。

色はこ こで選択

線種はこ こで選択

Ｃ １
Ｃ ２
Ｃ ３
Ｃ ４
Ｃ ５
Ｃ ６
Ｃ ７
Ｃ ８

青
赤
紫
緑
水色
黄色
白
灰

Ｔ １ 実線
Ｔ ２ 破線
Ｔ ３ 点線
Ｔ ４ 一点鎖線
Ｔ ５ 二点鎖線
Ｔ ６ 三点鎖線
Ｔ ７ 短い長破線
Ｔ ８ 長い長破線

これ以外の色は、

キーボードから

等と入力

細かい設定の色を使う と きにはＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ

Ｔ６，Ｔ８等と入力

キーボードから

これ以外の線種は、

色を色々変える

色が印刷の線幅や文字スタイルを決定

いつ指定する？

●情報シートで指定する

●キーボードから指示する

キーボードからの指定コード

色の指定

Ｃ７，Ｃ１５

●アイコンから指定する
線種の指定

色は全部で１５種類

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

１ １～１ ５はＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ専用になり ます。

Ⅰ

等です。
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線を引く
Line

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

次の 「 Ａ Ｒ Ｃ 」 ページを参照してください。

この計算機能は、全てのコマンドの入力に使えます。

４ ０ ０ ０＊３ と入力すれば、計算して １ ２ ０ ０ ０ｍｍの線を引いてくれます。

このキーボードで線を引く利点は、 も うひとつ、計算ができる点です。

　同じよ うに縦線なら

これで、長さ ４ ０ ０ ０ｍｍの横線が引けます。

　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤはベースポイン ト という 、見えませんが、いつも基点と して参照する

ポイン ト を持っています。 このポイン トは最初の点や最後の点を決めた時に、その点に移り ます。

　 このポイン トが重要なのは、 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤには、キー入力で位置を決められる機能が

あって、 これが、 このベースポイン トからのオフセッ トで機能するからなのです。

次にキーボードから 、

　例えば、長さ ４ ０ ０ ０ｍｍ

４ ０ ０ ０

の線を引きたいと します。 まず、始点をマウスで決めます。

と打ち込んで、キーボードの右矢印 ［ → ］ キーを押します。

を押してください。［ ↑ ］ キー

削除のしかた

計算もできて超便利

キーボードから長さを入力

ラバーバンド と呼んでいるゴムのよ うな線がマウス と一緒に動き出します。

次に終点を選んでク リ ッ クする と線がひけます。 ラバーバンドは

押せば消えます。つま り 、最初の状態に戻るわけです。

適当な長さで、縦横の線を引く場合は、

［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ キーを

［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ キーを押しながら 、マウスを使います。

ラバーバンド

［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ キーを押しながら引く

［ＳＨＩＦＴ］と一緒に縦線・横線

［ＥＳＣ］キーで最初から

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは普通の状態で線を引く事ができます。線を引くのにコマンドを実行する

必要はあ り ません。画面のどこかをク リ ッ クする と 、線の始点が決ま り ます。

線を引くコマンドがない

Ⅰ-19-



中心指定、開始位置と

終了位置を 、図面上で
指定

円周３点指定の円弧
円 円弧

　円の書き方は方法がたく さんあって、チ ョ ッ ト迷う と思います。

とにかく選んで実行してみてください。

　アイコンには同じ絵柄で線が白と赤の２種類あ り ます。白が本当の円で

赤は線分の連続で作る擬似円です。

　大別する と 「 円 」 と 「 円弧 」 、 さ らに 「 中心を指定するもの 」 と 「 しないもの 」 に

大別されます。円は一周しますが、円弧は円の一部です。

これは、線の修正にも使えます。

のに使います。

ひとつひとつ消す

範囲を指定した り 、
グループ単位で消

すのに使います。

また、割り込み可能ですから 、円を書いている最中でも使えます。

割り付けてあ り ますから 、キーを押すだけで使えます。

　 これは、全ての図形に使えます。水色の消しゴムは、キーボードの ［ Ｄ Ｅ Ｌ ］ キーに

中抜き

半径決め打ち

中心指定、

円周３点指定の円

中心指定、
円周１点指定の円

延長とカ ッ ト

円を描く
Arc

描き方は５通り

白いのが本当の円

削除するには（詳しくは後述）

修正するには

赤は擬似円

通称 ： 赤消しゴム

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！
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文字を書く
CLassic-CAD

これだけ覚えよう！

TEXT
J98

文字のタイプは２種類
　データ と して扱える文字には、英数字だけの ［ ＡＮＫ ］ タイプと 、

日本特有の ［漢字 ］ タイプの２種類があ り ます。

ひとつの文字列で混在させる事はできません。

ペンが［ＡＮＫ］だけど
　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤではどちらのコマンドを選んでも ［ ＡＮＫ ］ と ［ 漢字 ］ を書き込めます。

文字サイズを 、それぞれ独立して記録できるだけの違いです。

文字のサイズを指定する

印刷時のサイズで指定できます。

書き込む必要があ り ます。印刷サイズボタンを押しておけば、

文字にしたい場合、縮尺が　

　文字の大きさを 、実寸で指定する場合。例えば、印刷時に　

１／１ ０ ０の図面であれば、 　３ ０ ０ｍｍのサイズの文字を

３ｍｍの大きさの

「ペン 」 で数値を 、 「 筆 」 で漢字をいれる方法は意外に便利です。

なってしまいました。サイズは別々に記録できるので、従来通り

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤではサブメニューで文字タイプを選べるので、同じコマンドに

Ｖ ２の場合ＡＮＫ文字と漢字文字を書く コマンドは別々でしたが、

漢字だけの文字列英数字だけの文字列

通称 ： ペン文字 通称 ： 筆文字

“ ０ ” にしたいなら “ × ” にする

印刷サイズで指定できます。

文字サイズを ８種類記録できる 、 メモ リ スイ ッチ。

書くだけじゃなく 、文字列の編集もできる 。

J36
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描いた線を消す
Delete

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

　 この 「青消しゴム 」 はプリ ミ テ ィブをひとつずつ削除するコマンドです。

図形を構成する一番下位レベルの要素です。

これらを 「 プ リ ミ ティブ 」 とか 「 図形要素 」 とか呼びます。

「拡張図形 」 の５種類あ り ます。

　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのデータは、 「 線 」 「 円 ・ 円弧 」 「 ＡＮＫ文字 」 「漢字文字 」

消しゴムのよ うに一部分をゴシゴシとは消せません。

　アイコンは 「 消しゴム 」 でも 、機能的には 「削除 」 です。

　 どの位傍なら消せるかという と 、画面のド ッ ト数で３ ２ ド ッ トの距離です。

　カーソルを消したい図形要素の傍に持っていってマウス左で消します。

最後に消した線が戻ってきます。

　 もし間違って消してしまったら 、マウス右をク リ ッ ク します。

　終了の方法は２つあ り ます。

　ひとつは、近くに図形の無い場所で左ク リ ッ ク して、消すのを失敗させる方法です。

　 も うひとつは、消したくないものをわざと消して、直後に右ク リ ッ クで元に戻し 、

続けて右ク リ ッ ク しコマンドを終了させる方法です。

消しゴムとは違います。

いらない線を消す

消し終わったら

間違って消したら

Ⅰ-22-



用紙枠を描く
J67

　必ず必要な作業ではあ り ませんが、図面を書き出す前に用紙枠を

設定する と 、便利な事がたく さんあ り ます。

　○印刷のスケールが設定できる 。

　○印刷の原点が指定できる 。

　○用紙に入る作図ができるのでイ メージを作りやすい。

設定する

印刷の縮尺

定型用紙の指定 自由サイズの場合は

この数値を書き換える

なんで？

印刷時の縮尺をこ こで

変更させます。

指定した縮尺に

縦横の指定

印刷原点を用紙左上に

設定します。

用紙の範囲の大きさの

線を引きます。

　 レイヤ ・ 色 ・ 線種は

アクティブ属性を参照

します。

　グループは常に新規

になり ます。
他のコマンド と連動させます。

作図原点 ・ 印刷原点を

バリバリ図面を書く人に勧めます

俗に言う 「 テンプレート 」 機能の手作業版です。

最初に呼び出した直後に、名前を変えて保存して、図面を書き出すと便利です。

　普段使う用紙枠は、色や文字の設定をして、ファ イルに保存して

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！
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印刷する
J38

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

　印刷する紙の左上に印刷原点を設定します。 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤはこの他に、

出力機器の印刷可能範囲の左上に印刷原点を取る方法と 、

図面の中心に印刷原点を取る方法があ り ます。適時使い分けしてください。

縮尺の欄に 「 １ ０ ０分の１ 」 なら １ ０ ０ を書きいれます。

「 ２ ０ ０分の１ 」 なら ２ ０ ０ を書き込みます。

ドライバーってなんだ？

機器別にハード メーカーから提供されています。

　印刷機器と 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ をつなぐ 、パイプ役のプログラムで、

その機器のド ライバーがインス トールされているこ とを確かめてください。

　あなたのマシンにプリ ンタかプロッ タが接続されていてＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ に、

このボタンで印刷する。 文字の字体を変える。

線の太さを変える。

印刷の縮尺を決める

※印刷する前に必ず必要なこと

印刷原点を決める

※

用紙

Ｖ ２で指定していた原点
プロッ タがよ く使った原点位置

指定した原点位置によって、印刷の原点方式を変えてください。

Ⅰ

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ原点
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図面を登録する
J37

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

メニューバーの 「 ファイル 」 を押してプルダウンメニューから

名前を付けて保存 」 を選びます。後は保存したい場所を選んで、

名前を書いて 「 ＯＫ 」 すれば、保存できます。拡張子は 「ＭＰＷ 」

がいいでし ょ う 。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのスタイルはＶ ２ を継承していて、チ ョ ッ ト変わっています。

「呼び出し 」 と 「 登録 」 を最後に決める と ころが、

また 「 小さなファ イル管理 」 と 「 大きなファイル管理 」 があって、

最初は戸惑うかもしれませんが、慣れる と便利なコマンドです。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 風の指定が

できます。

ド ライブを指定します。 ディ レク ト リ （ フォルダ ） を １ ２個記録できます。

「大きなファ イル管理 」へ

ディ レク ト リ を選びます。

一つ上のディレク ト リに
戻り ます。

行きます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ風

ＤＲＡ風

ＤＲＡ風「小さなファイル管理」

ファイルを選択します。

ファイルが選択されている と 、
＜大＞を押さない限り 、

「大きなファ イル管理 」 に
行きません。

ファイルの種類を選びます。

を表示できます。

図面のプレビューが
できます。

「任意 」 で任意のファイル
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図面を呼び出す

メニューバーの 「 ファイル 」 を押してプルダウンメニューから 「 開く 」 を

選びます。後は呼び出したい場所を選んで、名前を選んで 「 ＯＫ 」

すれば、保存できます。

拡張子は 「 ＭＰ Ｐ 」 「 ＭＰＷ 」 「 Ｄ Ｘ Ｆ 」 どれでもＯＫです。

ファイルを選択します。 「 呼出 」 「 登録 」 をするファイルになり ます。

現在作業中のファ イルの位置が示されます。

図面のプレビューができます。

J37

Ｗｉｎｄｏｗｓ風

ＤＲＡ風「大きなファイル管理」

図面に 「線の色や文字のスタイルなどの情報 」 を書き込んで、 「 登録 」 します。

呼び出した図面の 「線の色や文字のスタイルなどの情報 」 を使います。

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！
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平行線を引く
J42

15

15

①基準線を選ぶ

②方向を決める

③複写する元図形を選ぶ

②方向を決める

①基準線を選ぶ

③出来上がり

　図面の中に頻繁に現れるのが、平行線。それも距離のわかって

いる場合がほとんどです。だから最初に覚えてほしいコマンドです。

　基準線のを指して、方向を示すだけで、その線から指定した

距離だけはなれた所に、平行な線を作成できます。

　 「 サブメニュー 」 の 「基準線の指定 」 は、 「 しない 」 で使います。

作られる線はアクティブな色と線種で作られます。

建築図面には平行な線が多い

基準線と平行な線を作成する

CLassic-CAD

指定した線とは違う方向に

平行複写する場合に使います。
私は使った事があ り ません。

普通は 「 複写 」 で使います。
指定した線そのもが平行に移動します。

（ 指定された距離だけ

離れて作られていきます ）

距離の指定

作成する線の数

ここが指定距離になる 。

ここが指定距離になる 。普通の使い方

④出来上がり

これだけ覚えよう！
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J51

　鉛筆で書く図面では、下書きの線は後で消し易いよ うにする とか、

　 ＣＡＤのデータは消しても消し後は残らないし 、実線を
線は一気に引く とか、いろいろな工夫が必要です。

破線締め切り直前まで、プランをひねるこ とができるので
設計に余裕が生まれるはずです。 （締め切りを前倒ししたら同じですが ）

「 この線 」 の 「 こ こから 」 「 こっち側 」 をカッ トする 。

ＣＡＤの清書は手直しだけ

口調で覚える

「 こっち側 」 をカ ッ ト

「 この線 」 の

④出来上がり

「 こ こから 」

③カッ トの方向を指定

①カッ トする線を選ぶ

②カッ トするの位置を指定

④

③

①

②

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ

線を伸ばす・縮める
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J61

図形をまとめて削除する

　指示した線分 ・ 円 ・ コード型文字を １つずつ、 またはまとめて削除する 。

手順
　①アイコンを ヒ ッ ト します。

　②サブメニューを設定します。

　③コマンドを実行します。

　④対象要素を指示します。

　⑤コマンドを解除します。

　 （ なにもないと ころで左ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。 ）

間違って消したら
④の後に右ク リ ッ クする と 、直前に消去した要素が復活します。

　 （ グループ番号、 レイヤ番号を指定して消去したものは復活出来ません。

　アンド ゥ実行 （ ＵＮＤＯ ） で復活して下さい。 ）

ブロッ ク削除

（ Ｄ Ｅ Ｌ Ａ ）

　 Ｌ ｉ ｎ ｅ

　 Ａ ｒ ｅ ａ 　

　 Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

　 Ｃ Ｌ ｉ ｎ ｅ

　 Ｃ Ａ ｒ ｅ ａ ： ク ロスエ リ ア （ 基準範囲 ） と交差する全ての要素を削除します。

： ク ロスライン （ 基準線 ） と交差する全ての要素を削除します。

：指定した線分と同グループ番号の要素を全て削除します。

：指定した範囲を削除します。

：指定した線分を削除します。

機能

赤消しゴム

CLassic-CAD

これで消す方法を指定する

これだけ覚えよう！

Ⅰ

　 Ｇ ： 指定したグループ番号の要素を全て削除します。

　 Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ： 指定した線分と同レイヤ番号の要素を全て削除します。

　 Ｌ ： 指定したレイヤ番号の要素を全て削除します。

　切取 ： Ⅰ－６ ０ページをご参照下さい。
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図形を移動する
J70

　図形を選ぶ方法には３つの基本的な選びかたがあ り ます。

　一つは 「 最小図形 」 単位で選ぶ方法、次に 「指定範囲 」 に

入っている図形を全て選ぶ方法です。

　 も う一つは、同じ 「 グループ番号 」 を持っている図形を全て選ぶ方法です。

　その時その時の状況に合わせて使い分けします。

　選択した後に、移動の基準点を指定します。 この基準点は、適当に指示する

場合もあれば、厳密に指示しなければならない場合があ り ます。

　例えば１ ０ ｍｍ右に移動させたい場合なら 、適当に指定しても 、

その後でキーボードから 「 １ ０ 」 と右矢印 「 → 」 を入力すればよいので、大丈夫です。

　次に 「移動先 」 を指示します。 「移動先 」 は 「 移動基点 」 の 「 移動先 」 であって、

「図形の中心 」 の 「移動先 」 ではあ り ません。

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

図形を選ぶ方法

移動の手順

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

： 指示した線分と同一グループを

一括移動します。

一括移動します。

：指示した線分と同一レイヤーを

回転 ： 回転させながら移動します。

ド ラ ッグ ： ド ラ ッギングさせながら

移動します。

：指定した線分を移動します。Ｌ ｉ ｎ ｅ

Ａ ｒ ｅ ａ

移動します。

：指示した範囲内の図形を

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！
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図形を複写する

　基本操作は 「 移動 」 コマンド と同じです。違う点は、

レイヤとグループ属性を変えられる点と 、拡大縮小ができる点です。

： そのままコピーする場合、

設定は全て “

： １回のみレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

” にしておきまし ょ う 。×

： 連続してレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

J73

基本は移動と同じ

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！
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図形を回転させる
J91

　回転させる方法には。

　①角度を直接指定する方法。

　②図面の２点を選んで角度を決める方法。

　③図面の２本の線を選んで角度を決める方法。

　④適当に回転させながら決める方法。

（実は２点を選ぶ方法にド ラ ッグが付いただけ ）

　の、 ４通りがあ り ます。

角度 ： 指定した角度で回転します。

図面から点で指定

： 図面から ２点を指定して回転します。

図面から線で指定

： 図面上の線分と平行になるよ うに

回転させながら

： ド ラ ッギングしながら回転します。

回転します。

図面から線で指定 ・ の場合

図面から点で指定 ・ の場合

４つの方法

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ-32-



レイヤを活用する
Layer

　 レイヤは図形が個々に持っている番号で、同じレイヤ番号の

図形を 、表示したり隠したりできます。壁とか家具とか、

分野の違う ものを分類しておくのが基本です。

　図形を生成するコマンドの多くは、自動的にレイヤの更新をしてくれません、

アクティブレイヤを参照するコマンドが多いので、図形を作る前に、

アクティブレイヤを新し く しておく と良いでし ょ う 。

後から 、 レイヤを統合した り 、番号を変えるのは、比較的簡単です。

　同じレイヤの図形を 、分類し直すのは、面倒です。

　キーボードで、 ［ Ｌ＊ ］ リ ターンと打てば、アクティブレイヤは、

その図面に無い、新しい番号に変わり ます。

ファンクシ ョ ンキー ［ Ｆ ・ ９ ］ に割り振られています。

分類が決まっていれば、 ［ Ｌ ７ ５ ］ のよ うに、直接指定します。

情報シートの ［ Ｌ＊ ］ ボタンを押しても指定できます。

レイヤは学年

レイヤを分けて描く

どうやって指定する

どこで指定する

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ

　ハッキ リいって、 レイヤ分けされていない図面は、 ２度と使う気にな り ません。

　いつでもＯＫ 。 （一部コマンドではコマンドに入る前に変更する必要があ り ます。 ）

いつ指定する

どうしてレイヤを分けるのか

レイヤを新し くする レイヤ番号を直接入力する
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グループを活用する
Group

　グループは図形が個々に持っている番号で、同じ番号の図形を

移動などで指定して、

図面を学校とすれば、学生が線や円といった図形要素、

まとめて動かすのに便利なものです。

学年がレイヤで、部活動がグループに相当します。

　図形を生成するコマンドの多くは、自動的にグループの更新をしてくれますが、

アクティブグループを参照するコマンド も多いので、図形を作る前に、

アクティブグループを新し く しておく と良いでし ょ う 。

　ちょ くちょ く押す癖をつけておく と 、後々便利です。

　情報シートの ［ Ｇ＊ ］ ボタンを押しても指定できます。

ファンクシ ョ ンキー ［ Ｆ ・ １ ０ ］ に割り振られています。

その図面に無い新しい番号に変わり ます。

　キーボードで ［ Ｇ＊ ］ リ ターンと打てば、アクティブグループは、

　いつでもＯＫ 。 （一部コマンドではコマンドに入る前に変更する必要があ り ます。 ）

グループはｘｘ部

グループを分けて描く

どこで指定する

どうやって指定する

いつ指定する

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ

グループを新し くする グループ番号を直接入力する
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J96 J38

線の太さを変えて印刷

　線の幅は、線の色と対応しています。 この２つのコマンドの

「 線の設定 」 ページを開いて、太さを変えて ください。

この欄に

印刷機器の最小単位がわからないと きは、

する と記入欄が切り替わり ます。

印刷する と きは、 こ こをＯＮに

太さを 「 ミ リ単位 」 で指定して

図面にメリハリをつける

ミリで指定したい

CLassic-CAD

の倍数 」 を入れます。

この欄に 「 印刷機器の最小太さ

数値を減らします。

数値を増やし 、 「 右ク リ ッ ク 」 で

この上下ボタンは 「 左ク リ ッ ク 」 で

「 ミ リ単位 」 で太さを入力します。

これだけ覚えよう！
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メニューの大きさを変える

J96

CLassic-CAD
これだけ覚えよう！

　 メニューサイズや色などを自由に設定できるよ うになっています。

設定した状態は、ファイルに保存して持って行けば、 どこでも再現できます。

自分風の画面

文字の背景を塗りつぶすボールド （ 太い文字 ） 指定

文字の高さ 文字の色

いつでも 「 自分風 」 の画面で

そのファ イルを持ち歩けば、

記録しておきまし ょ う 。

画面設定を変えたら 、

作業できます。

作業図面の

バッ クの色

絵が若干汚くな り

整数倍でないと 、

にな り ます。

サイズが１ ６ ド ッ ト

１倍でアイコンの

ます。

文字のフォン ト名称

文字の背景の色

サブメニューの
ハイライ ト カラー

ベースの色影の色

ゼロボタンなど

指カーソルの大きさ

貼り付けた 「 ＢＭＰ 」 ファ イル

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤの塗りつぶし

方式による塗りつぶし 。

Ｖ ２ と方式が異なり ます。

のこ と
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●ファンクシ ョ ンキーの機能

●特殊キーの機能

（ 例 ：赤消しゴムを実行したい場合…J61 または、DELA です。 ）

※コマン ド ラインは、キーボード入力した時、画面左下に表示される入力文字のこ とです。

キーの種類

ESC

TAB

HOMEHOME
CLR

Ｑ

ENTER

SHIFT

機　能

レイヤのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 　反転表示

ズームアップ （ コード ・ Ｊ １ ７ ５ ）

ズームダウン （ コード ・ Ｊ １ ７ ６ ）

パンニング

コマン ド ライン （ ※ ） 入力文字のク リア

ポップアップメニューの移動

図面表示の中止

コマン ド ラインの決定

前コマン ド ラインの再設定

線分のラバーバンドを切る

押しながら線を描く と 、水平垂直モードになる

押しながら
パンニングモードが切り替わる

SHIFT

ｆ・１０ｆ・９ｆ・８ｆ・７ｆ・６ｆ．５ｆ・４ｆ・３ｆ・２ｆ・１

Ｇ＊Ｌ＊

UP
PAGEROLL

DOWN

ROLL
UP

PAGE
DOWN

でパンニングすると 、

CLassic-CAD
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＋　数字キー （ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， ９ ）

＋　数字キー （ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， ９ ）

Ｓ

Ａ

■画面範囲のメモリー （ ＳキーとＡキーの便利な使い方 ）

※Ｓキー （ Ａキー ） を押したまま 、数字キーを押して下さい。

１～９ まで記憶させるこ とが出来ます。

で画面範囲の記憶が出来ます。

で記憶済みの画面範囲が呼び出せます。

コード名／コマンド名／機　能

Ｑ／レイヤのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 　反転表示

●Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ標準割付

【 標準割付 】

＋

＋

ＣＴＲＬ Ｚ

ＡＣＴＲＬ

Ｊ ２ ０ ２／ク リ ップボードペース ト

Ｊ １ １ １ ・ Ｊ ２ ０ ３／アンド ゥ実行／元に戻す

Ｊ ２ ０ ４／リ ド ゥ実行／作業のやり直し

Ｊ ２ ０ １／ク リ ップボード コピー

＋ ＶＣＴＲＬ

＋ＣＴＲＬ Ｃ

＋ＣＴＲＬ Ｑ

●便利な機能 【 標準割付 】

Ｊ ２ ７ ・ Ｊ ２ ６ ０／前画面表示

Ｊ ２ ６ ４／拡張ポップアップのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ

Ｊ ２ ６ ６／拡張ポップアップのサイズ拡張

Ｊ ２ ６ １／次画面表示

Ｊ ２ ６ ２／ポップアップメニューの表示 ・ 非表示

Ｊ ２ ６ ７／拡張ポップアップのサイズ縮小

Ｊ ２ ５ ８／上書き保存

Ｊ ２ ５ ７／マウス範囲限定のＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ／
マウスを画面の範囲から出ないようにする

＋

＋

＋

ＢＳ

ＩＮＳ

ｖｆ・４

ＣＴＲＬ ＊

ＣＴＲＬ ＋

ＣＴＲＬ －

＋

＋ ＷＣＴＲＬ

ＣＴＲＬ Ｓ

Ｊ ２ ５ ９ 　 　名前を変えて保存

Ｊ ２ ５ ５ 　 　ペイン ト表示／Ｖ ２のペイン トデータを画面に表示 （ 印刷不可 ）

Ｊ ２ ０ ８ 　 　パンニングモード反転

Ｊ ２ ０ ７ 　 　全レイヤをロッ クレイヤに設定

（ 環境設定のその他設定のパンニング設定 ）

Ｊ ２ ０ ５ 　 　 ロッ クレイヤの反転

●その他のＪ コマンド
Ｊ ２ ０ ６ 　 　全ロッ クレイヤの解除

Ｊ １ ９ ９ 　 　ユーザー情報入力

＋ＣＴＲＬ Ｄ Ｊ ２ ５ ６／塗り潰しの表示 ・ 非表示

＋ＣＴＲＬ Ｅ Ｊ ２ ８ １／印刷予想図／図面上でのプレビュー

CLassic-CAD
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■メニューバーの機能

●ファイル （ Ｆ ）

名前を付けて保存 （ Ａ ）

上書き保存 （ Ｓ ）

開 く （ Ｏ ）

新規作成 （ Ｎ ）

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存機能。現ファイルに名前を付けて保存。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存機能。現ファイルを上書き保存。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存機能。既存ファ イルを開く 。

全消去と同機能。新規ファ イルの作成。

●

●

環境設定の文字設定でフォン ト を選択する と きは、 ＡＮＫフォン ト と

漢字フォン ト 、 どちら も共通に選ぶこ とが出来ますが、 フォン トによっては

ＡＮＫしか書けないものもあ り ます。気を付けて選択しまし ょ う 。

文字入力後に、バッ クが真っ黒になるこ とを防ぐには、漢字 （文字 ）入力バーを

ステータスバー、 または、 メニューバー上に移動しておく と良いでし ょ う 。

●編集 （ Ｅ ）

●表示 （ Ｖ ）

●ヘルプ （ Ｈ ）

ポップ固定／解除

ステータスバー （ Ｓ ）

ツールバー （ Ｔ ）

スナップ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ

ポップアップメニュー

貼り付け （ Ｐ ）

コピー （ Ｃ ）

やり直し （ Ａ ）

元に戻す （ Ｕ ）

アプリケーシ ョ ンの終了

プリンタの設定 （ Ｒ ）

印刷 （ Ｐ ）

ユーザ情報

Ctrl+Z
Ctrl+A
Ctrl+C
Ctrl+V

J 2 7 4 ポップアップメニューの継続的表示 ・ 非表示切替。

ク リ ップボードペース ト と同機能。

ク リ ップボード コピーと同機能。

アンド ゥ実行と同機能。

リ ド ゥ実行。アンド ゥで元に戻した作業のやり直し 。

仕事終了と同機能。

プリ ンターの設定が出来ます。

プレビュー画面を終了する時は、閉じる （ Ｃ ） をク リ ッ ク 。

なるべく プロッ タ－出力コマンドをご使用下さい。

J 2 7 5 ポップアップメニューを同位置に固定する機能。

ステータスバー （ Ｓ ） 表示 ・非表示切替。

ツールバー （ Ｔ ） の表示 ・ 非表示切替。

J 2 8 作図情報表示２ と同機能。 （表示 ・非表示切替 ）

J 1 9 9 ユーザー情報シート 。各自で登録して下さい。

（株 ） 構造システムについての情報。Ｋ Ｏ Ｚ Ｏ ， Ｓ Ｙ Ｓ Ｔ ＥＭ （ Ａ ）

●右ダブルク リ ッ ク

■その他の機能

■その他の補足＆注意

ラバーバンドをカッ ト します。

［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ キーの代わりに、使ってみまし ょ う 。

情報シート J 1 7 作図情報表示１ と同機能。 （表示 ・非表示切替 ）

環境設定 J 9 6 と同機能。環境設定コマンド

印刷プレビュー （ Ｖ ）

CLassic-CAD
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【 機能 】 　 メニューシートのページをめ く ります。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １

【 機能 】 　連続して線分を描く 。 　 　

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２

【 機能 】 　 １本づつ線分を描く 。 　 　

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３

【 機能 】 　線分と線分の交点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ５ ， Ｊ ５

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ３ ， Ｊ ８

【 機能 】 　指示した線分上の任意の点にスナップする 。

【 機能 】 　指定点から水平、または垂直に伸びる線を描く 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ４ ， Ｊ ９

【 機能 】 　指示した線分の中心点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ６ ， Ｊ ８ ３

【 機能 】 　指示した線分に対して垂直に下ろした点に

スナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ２ ， Ｊ ７

【 機能 】 　線分、または円弧の端点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ１ ， Ｊ ６

【 機能 】 　任意の点またはメ ッシュにスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ０ ， Ｊ １ ０

【 機能 】 　指示した円、または円弧の中心点に

スナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ７ ， Ｊ ９ ３

【 機能 】 　線分と円の交点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ８ ， Ｊ １ ２ ２

【 機能 】 　円と円の交点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ９ ， Ｊ １ ２ ３

円交点

（ Ｓ Ｎ Ｉ Ｃ Ｃ ）

直線と円の交点

（ Ｓ Ｎ Ｉ Ｌ Ｃ ）

線分中心点
（ Ｓ ＮＭ ）

交点 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｌ Ｌ ）

水平垂直点
（ Ｓ Ｎ Ｈ ）

線上点 （ Ｓ Ｎ Ｌ ）

垂直点 （ Ｓ Ｎ Ｐ ）

端点 （ Ｓ Ｎ Ｅ ）

任意点 （ Ｓ Ｎ Ｆ ）

折れ線

（ Ｐ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ）

線分 （ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ）

改頁 （ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ ）

円中心点
（ Ｓ Ｎ Ｃ ）

左ク リ ッ ク→次の頁に進む。右ク リ ッ ク→前の頁に戻る 。【操作方法 】

CLassic-CAD
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【 機能 】 　円に接する点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ１ ０ ， Ｊ １ ２ １

【 機能 】 　全ての組み合わせによる交点にスナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ１ １ ， Ｊ １ ７ ８

【 機能 】 　全ての組み合わせによる交点と端点に

スナップする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　Ｍ１ ２ ， Ｊ １ ７ ９

【 機能 】 　最後に指示した指定点、又は線分を取り消す。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ６

折れ線 （ Ｐ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ） キャンセル

【 機能 】 　線分 ・ 円 ・ コード型文字を １つずつ削除する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ １

十字カーソルで消去する対象を ヒ ッ ト します。

直前に削除した線分が復活します。

左ク リ ッ クする と操作完了＋コマン ド解除です。

削除する線分を間違えた場合は右ク リ ッ クします。

接線 （ Ｓ Ｎ Ｔ ）

交点 （ 直線 ・ 円 ）
（ Ｓ Ｎ Ｉ ）

交点 ・ 端点
（ Ｓ Ｎ Ｎ ）

キャンセル
（ Ｃ Ａ Ｎ Ｃ Ｅ Ｌ ）

線削除 （ Ｄ Ｅ Ｌ ）

【 操作方法 】 で連続線を描いている場合、 を

ヒ ッ トする と 、その直前の線分を取り消すこ とが出来ます。

【操作方法 】 何も描かれていない部分で

【訂正方法 】

水色消しゴム

■
参考コマンド ： 赤消しゴム

※選択範囲指定ボタン

□

中

外

残□

○

▲

Ｇ

Ｌ

層

色

線

Ｌ ｙ （ Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ）

Ｇ ｐ （ Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ）

Ａ ａ （ Ａ ｒ ｅ ａ ）

Ｌ ｎ （ Ｌ ｉ ｎ ｅ ）

Ｃ Ｌ （ Ｃ Ｌ ｉ ｎ ｅ ）

Ｃ Ａ （ Ｃ Ａ ｒ ｅ ａ ）

￥ と打ち込んで下さい。

選択した図面 （ 図形 ） の 選択範囲を確認したい場合は、キーボードで

￥３

図形確認 （ Ｙ／Ｎ ） と 、聞いてく るよ うになり ます。

【解除方法 】

【注意 】 この設定は、選択範囲指定ボタンのある 、全てのコマンドに影響します。

と打ち込んで下さい。選択した範囲が白く表示され、

と打ち込むと 、選択した中身だけ白く表示されます。

￥１ と打ち込むと選択枠だけ白く表示され、

￥２

【 設定方法 】

選択範囲の確認
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【 機能 】 　指示した線分 ・ 円 ・ コード型文字を１つずつ、

またはまとめて削除する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ６ １

ブロッ ク削除

アンド ゥ実行 （ Ｕ Ｎ ＤＯ ）

【 訂正方法 】③の後に右ク リ ッ クする と 、直前に削除した要素が復活します。

（ グループ番号、 レイヤ番号を指定して削除したものは復活出来ません。

で復活して下さい。 ）

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 指定した線分と同グループ番号

の要素を全て削除します。

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指定した線分を削除します。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 指定した範囲を削除します。

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

要素を全て削除します。

：指定した線分と同レイヤ番号の

全ての要素を削除します。

Ｃ Ａ ｒ ｅ ａ ： ク ロスエ リ ア （ 基準範囲 ） と交差

する全ての要素を削除します。

Ｃ Ｌ ｉ ｎ ｅ ： ク ロスライン （ 基準線 ） と交差する

Ｇ ： 指定したグループ番号の要素を全て削除します。

：指定したレイヤ番号の要素を全て削除します。Ｌ

【 サブメニュー 】

赤消しゴム

（ 他のボタンと複合して使用出来ます。 ）

上記の指定方法をもっと絞り込んで指定するボタン

： 切り取りながら消去するモードです。

□ ： ２点で指定されたボッ クス形で消去します。

：中心位置と円周位置で指定した円形で消去します。○

▲ ： 円、 または円弧、あるいはグループ化された

四角形 （多角形 ） を選び、それを基準に消去範囲を決めます。

切取

： 指定範囲の中を消去します。中

外 ： 指定範囲の外を消去します。

残□ ： 切り取った残りの図形に、□や○の形を書き入れます。

【手順 】 ①　サブメニューを設定します。

②　 コマンドを実行します。

③　処理対象を指示します。

④　 コマンドを解除します。

（何もないと ころで左ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。 ）

層

色

線

： 絞り込みするレイヤだけ消去します。

：絞り込みするカラーだけ消去します。

：絞り込みする線種だけ消去します。

（ Ｄ Ｅ Ｌ Ａ ）
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【 機能 】 　 メ ッシュを表示、または非表示にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　ＭＭ， Ｊ １ ０ ２

任意点 （ Ｓ Ｎ Ｆ ）

環境設定 その他の設定

環境設定 その他の設定

メ ッシュの表示
（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｄ ）

メ ッシュピッチの指定
（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｄ Ｐ ）

【 機能 】 　 メ ッシュピッチ （ Ｘ ・ Ｙの最小距離、

原点位置 ） の指定。

前画面 （ 黒 ）
（ Ｐ Ｒ Ｅ Ｖ Ｉ Ｏ Ｕ Ｓ ）

【 機能 】 　ひとつ前の画面を表示する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ７

ズームアップ
（ Ｚ ＯＯＭ Ｉ Ｎ ）

拡大 （ Ｚ ＯＯＭＷ ）

パンニング
（ Ｐ Ａ Ｎ ）

【 機能 】 　指定した位置を画面の中心に移動する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ １

【 機能 】 　指定した範囲を画面いっぱいに拡大する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ５

【 機能 】 　画面のまん中を中心に、一定の比率で

画面を拡大する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ６

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ３

【 特徴 】 は、近くのメ ッシュポイン トにスナップします。

の設定は、ズーム比率 の にあ り ます。

（ ＲＯ Ｌ Ｌ 　 Ｕ Ｐキーでズームアップする時も反映されます。 ）

※十字カーソルでパンニングしたい位置をク リ ッ ク します。

の にあるパン比率 ・ パン距離の設定は、

これには反映されません。 （矢印キーでパンニングする と きの設定です。 ）

※

【 サブメニュー 】

ピッチ ｘ

　 　 　 ｙ

： メ ッシュの表示色を設定します。

メ ッシュ原点指定 ： メ ッシュ原点を設定します。

： Ｙ軸のピッチを設定します。

色

： Ｘ軸のピッチを設定します。

全図面 （ 赤 ）
（ Ｅ Ｘ Ｔ Ｅ Ｎ Ｔ Ｓ ）

【 機能 】 　全体画面を表示します。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ４

現画面再表示 （ 青 ）
（ Ｒ Ｅ Ｄ Ｒ ＡＷ ）

【 機能 】 　修正 ・ 訂正を行った後の残像で汚れた

表示画面を再表示。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ２

メモリーボタン

： １～７番まで設定を記憶させておく こ とが

出来ます。 （ ０番はアクティブ設定を表示 ）

CLassic-CAD

Ⅰ-45-



【 機能 】 　表示するレイヤをキーボードから指定する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ８ ５

表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］

［ － ］

［ ， ］

表示レイヤ１
（ Ｌ Ｏ Ｎ ）

【 機能 】 　表示するレイヤを画面から指定する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ９

（ Ｌ Ａ Ｌ Ｌ Ｏ Ｎ ）
全レイヤ表示 【 機能 】 　全てのレイヤを表示する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ８

ズームダウン
（ Ｚ ＯＯＭＯＵ Ｔ ）

表示レイヤ２
（ Ｌ Ｏ Ｎ Ｋ Ｅ Ｙ ）

【 機能 】 　画面のまん中を中心に、一定の比率で

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ７

画面を縮小する 。

（ Ｌ Ｌ Ｏ Ｃ Ｋ ）
レイヤロッ ク 【 機能 】 　 レイヤをロッ クする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ８ ０

（ ＲＯ Ｌ Ｌ 　 ＤＯＷＮキーでズームダウンする時も反映されます。 ）

【 手順 】①

－ｎ 　 　…この場合、 ｎ番のレイヤは非表示の指定とな り ます。

と メ ッセージが表示されます。

ｎ－ｍ 　…ｎ番からｍ番までのレイヤを指示します。

， 　で区切れば、複数のレイヤを指示できます。

②　キーボードから表示するレイヤを指示します。

入力例 ：－１ １ ２ ， ３ ０－４ ０ ， ５ ０

（ この場合１ １ ２番は非表示、 ３ ０～４ ０番は表示、 ５ ０番も表示とな り ます ）

③　 コマンドを解除します。 （ 何も入力しないで、 キーを押します。 ）

【 手順 】①　画面から表示するレイヤの要素を指示します。

②　 コマンドを解除します。 （ なにもないと ころで左ク リ ッ ク 。 ）

（ 十字カーソルで該当する線分を ヒ ッ ト します。 ）

環境設定 その他の設定※ズーム比率の設定は、 の にあ り ます。

【 機能 】 　非表示にするレイヤを画面から指定する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ０

非表示レイヤ１
（ Ｌ Ｏ Ｆ Ｆ ）

表示レイヤ２【 手順 】 の手順をご参照下さい。 （ ＋，－を逆に考えます。 ）

【 機能 】 　非表示にするレイヤをキーボードから指定。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ８ ６

非表示レイヤ２
（ Ｌ Ｏ Ｆ Ｆ Ｋ Ｅ Ｙ ）

※ロッ クレイヤの色設定は、 環境設定 画面デザインの にあ り ます。

ＯＮ

解除

反転

： 全レイヤをロ ッ ク します。

：全レイヤのロッ クを解除します。

： ロ ッ クレイヤを反転します。

①　サブメニューの外で左ク リ ッ ク します。

②　 ロ ッ クするレイヤを指示します。

（十字カーソルで該当する線分を ヒ ッ ト ）

③　 も う一度指示する と 、解除されます。

【手順 】
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全レイヤ非表示
（ Ｌ Ａ Ｌ Ｌ Ｏ Ｆ Ｆ ）

【 機能 】 　全てのレイヤを非表示にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４
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【 機能 】 　半径を指定して円を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ８ ４

半径指定円１
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ Ｃ ）

中心点

中心点

円の配置

偏心

Ｘ＝０
Ｙ＝０

Ｘ＝－半径
Ｙ＝０

Ｘ＝０
Ｙ＝半径

半径指定円２
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ Ｃ Ｐ ）

【 機能 】 　半径を指定して多角形疑似円 ・ 楕円を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ３ １

②一辺長

①角度

円の配置

中心点

中心点

③分割数

縦倍率

横軸９ ０ ゜

中心点

偏心Ｙ ： Ｙ軸の円の偏心距離を設定します。

： Ｘ軸の円の偏心距離を設定します。偏心Ｘ

： 円の半径を設定します。

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

半径

偏心Ｘ

偏心Ｙ

角度

縦倍率

分割数

１辺長

③ ： 全周画数を設定して円を作図

② ： 一辺の長さを設定して円を作図

： Ｘ軸の円の偏心距離を設定します。

： Ｙ軸の円の偏心距離を設定します。

：円の半径を設定します。

① ： 中心角度を設定して円を作図

：楕円にする と きの縦倍率を設定します。

回転角 ： 楕円にする と きの横軸の回転角度

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

を設定します。

半径

←書き込み原点
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３点指定円１
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ ３ ）

【 機能 】 　円周上の３点を指定して円を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ４

” 半径固定 ” の場合 （ 数値入力 ）

第１点

第１点

第２点

第２点

” 直径指示 ” の場合
円周開始位置 （ 第１点 ）円周終了位置 （ 第２点 ）円周開始位置 （ 第１点 ）

円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）円周開始位置 （ 第１点 ）

第１点

” ３点指定 ” の場合

第２点

最終点

円周開始位置 （ 第１点 ） 円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）

中心指定円１
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ ）

【 機能 】 　円の中心と円周上の点を指定して円を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ３

中心半径中心

中心 第２点

３点指定 ： ３点を通過する円を描きます。

半径固定 ： 半径を優先して円を描きます。

直径指示 ： 初めの２点を直径と して円を描きます。

半径 ： 半径固定モードの時に有効です。

【補足 】円の切れ目は、指示した位置にかかわらず、円の右側になり ます。

【補足 】円の切れ目は、指示した位置にかかわらず、円の右側になり ます。
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円弧１
（ Ａ Ｒ Ｃ ３ ）

【 機能 】 　円周上の３点を指定して円弧を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ５

１／４円弧１
（ Ａ Ｒ Ｃ ）

【 機能 】 　中心を指定して円弧を描く 。
【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ２

” ３点指定 ” の場合

第１点

” 半径固定 ” の場合 （ 数値入力 ）

” 半円 ” の場合

中心

中心

開始角

開始角

終了角

第２点

円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）円周開始位置 （ 第１点 ）

第１点

円周開始位置 （ 第１点 ） 円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）

第２点第１点

円周開始位置 （ 第１点 ） 円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）

第２点

最終点

３点指定

半径固定 ： 設定した半径を優先して円弧を描きます。

： ３点を通過する円弧を描きます。

半円 ： ２点を通過する半円を描きます。

半径 ： 半径固定モードの時に有効です。

【補足 】終了点をどのよ う な位置に取ろ う と 、中心と開始角を結んだ距離を半径とする

円弧を描きます。終了角のほぼ延長線上まで、円弧が描かれます。

CLassic-CAD

Ⅰ-50-



３点指定円２
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ ３ Ｐ ）

【 機能 】 　円周上の３点を指定して多角形疑似円 ・

楕円を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ２ ９

（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ Ｐ ）
中心指定円２ 【 機能 】 　円の中心と円周上の点を指定して疑似円 ・

楕円を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ２ ８

①角度
中心点

②一辺長

③分割数

縦倍率

横軸９ ０ ゜

３点指定

半径固定

直径指示

半径

角度

： ３点を通過する円を描きます。

① ： 中心角度を設定して疑似円を作図します。

② ： 一辺の長さを設定して疑似円を作図します。１辺長

分割数

縦倍率

回転角 ： 疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を

：疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

③ ： 全周画数を設定して疑似円を作図します。

：半径固定モードの時に有効です。

：初めの２点を直径と して円を描きます。

：半径を優先して円を描きます。

設定します。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を でつかむこ とは出来ません。円中心点

角度

１辺長

分割数

縦倍率

回転角

① ： 中心角度を設定して疑似円を作図します。

② ： 一辺の長さを設定して疑似円を作図します。

③ ： 全周画数を設定して疑似円を作図します。

：疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を設定

：疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

【手順 】 ３点指定円１

と同じです。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

【手順 】中心指定円１ と同じです。
します。
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円弧２
（ Ａ Ｒ Ｃ ３ Ｐ ）

【 機能 】 　円周上の３点を指定して多角形疑似円弧 ・

楕円弧を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ３ ０

１／４円弧２
（ Ａ Ｒ Ｃ Ｐ ）

③分割数

縦倍率

横軸９ ０ ゜②一辺長

①角度
中心点

【 機能 】 　中心を指定して１／４多角形疑似円弧 ・

楕円弧を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ２ ７

３点指定 ： ３点を通過する疑似円弧を描く 。

半径固定 ： 半径を優先して疑似円弧を描く

半円 ： 初めの２点を直径と して疑似半円弧を描く 。

半径 ： 半径固定モードの時に有効です。

角度 ① ： 中心角度を設定して疑似円弧を作図します。

１辺長 ② ： 一辺の長さを設定して疑似円弧を

分割数 ③ ： 全周画数を設定して疑似円弧を作図します。

縦倍率 ： 疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

回転角 ： 疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を設定

作図します。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

角度 ① ： 中心角度を設定して疑似円弧を作図します。

１辺長 ② ： 一辺の長さを設定して疑似円弧を

分割数 ③ ： 全周画数を設定して疑似円弧を作図します。

作図します。

縦倍率 ： 疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

回転角 ： 疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を設定

します。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

【手順 】円弧１ と同じです。

【手順 】 １／４円弧１

と同じです。
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線分延長カッ ト
（ Ｃ Ｕ Ｔ ）

【 機能 】 　線分または円 ・ 円弧をカ ッ ト ・ 延長する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ １

” 線分カ ッ ト ” の場合

” 円 ・ 円弧カ ッ ト ” の場合

延長カッ ト位置

カッ ト位置 カッ ト方向

” 線分延長 ” の場合

延長カッ ト位置 延長カッ ト方向 延長カッ ト ラ イン

延長カッ ト ラ イン延長カッ ト方向

延長される

延長カッ ト ラ イン

カッ ト される

線分中抜き
（ Ｂ Ｒ Ｅ Ａ Ｋ ）

【 機能 】 　一本の線分の間を抜く 。

または円 ・ 円弧の中抜きをする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ９

単線化
（ Ｕ Ｎ Ｉ Ｆ Ｙ ）

【 機能 】 　 ２本の線分を１本の線分に編集する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ６

” 線分中抜き ” の場合
どこから どこまで

中抜きされる

中抜き

線分一本化どの線と どの線を一本に 線分一本化どの線と

【 補足 】円の切れ目は、円の右側になり ます。

円のカッ トの場合は、円の切れ目からカッ ト されます。

【補足 】中抜きの両端点を同一位置に指定する と 、その位置から ２本の線分に分かれます。

【補足 】線の属性は、先に選択した方の属性になり ます。
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連続延長カッ ト
（ Ｃ Ｕ ＴＭ ）

【 機能 】 　数本の線分を同一線上まで連続的に

延長またはカッ トする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ３

連続カッ ト方向 ク ロスラ イン終点

” Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ モード ” で “ 基準線指定する ” 場合

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指示した線分を処理します。

Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ： ラバーバンドに交差する線分を全て処理します。

Ａ ｕ ｔ ｏ ： 基準線に交差する線分を全て処理します。

確認する

確認する

基準線指定する

基準線指定する

カ ッ ト線残す

カッ ト線残す

： カッ ト した線分を残します。

：基準線を自動的に選択します。

：基準線を画面から指定します。

： カッ ト した線分を消します。

：確認せずに自動的に処理します。

：処理する前に確認します。

【補足 】

便利な機能ですので、使い道を研究してみまし ょ う 。

何通り も操作方法があ り ますので、一番あった方法を選んで実行して下さい。

CLassic-CAD

Ⅰ-54-



連続中抜き
（ Ｂ Ｒ Ｅ Ａ ＫＭ ）

【 機能 】 　数本の線分を連続的に中抜きする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ８ １

” Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ モード ” で “ 基準線指定する ” 場合
連続中抜き基準線 （ ２ ） ク ロスラ イン終点

線分連結
（ Ｊ Ｏ Ｉ Ｎ ）

【 機能 】 　 ２本の線分を連結する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ２

線分連結　 どの線と どの線を結ぶ 線分連結　 どの線と

【 補足 】 「 自動選択 」 の場合は、対象要素に交差している線分を自動的に基準線と

みなします。

また 「 Ａ ｕ ｔ ｏ 」 の場合は、基準線から離れている線は対象外になり ます。

の場合は、 “基準線を指定する ” のみ有効です。「 Ａ ｕ ｔ ｏ 」

【 補足 】連結しても 、線の属性は変わり ません。

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指示した線分を処理します。

Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ： ラバーバンドに交差する線分を全て処理します。

Ａ ｕ ｔ ｏ ： 基準線に交差する線分を全て処理します。

確認する ： 処理する前に確認します。

確認する ： 確認せずに自動的に処理します。

基準線指定する

基準線指定する

カ ッ ト線残す

カッ ト線残す ： カッ ト した線分を消します。

： カッ ト した線分を残します。

：基準線を自動的に選択します。

：基準線を画面から指定します。
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新中抜き
（ Ｂ Ｒ Ｅ Ａ Ｋ ２ ）

【 機能 】 　円を使った中抜きや、 こまか く指定した

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

中抜きが出来ます。

自動

中抜き

外抜き

消す

残す

： 基準線を自動的に選択します。

： カッ ト した線分を残します。

： カッ ト した線分を消します。

：基準線を画面から指定します。

： Ｌ ｉ ｎ ｅ のみ有効。簡単に中抜きできます。

：処理する前に確認します。マニュアル

自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定

自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定

作図例１

作図例２
自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定

【補足 】

※上のように設定した場合

円と線が混在している図の中抜きも出来ます。
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属性変更
（ Ａ Ｃ Ｈ Ａ Ｎ Ｇ Ｅ ） 変更します。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ９

Ａ ｒ ｅ ａ

Ｌ ｉ ｎ ｅ

： 指示した範囲を処理します。

：指示した線分を処理します。

④　 コマンドを解除します。

③　処理対象を指示します。

②　 コマンドを実行します。

【手順 】

①　サブメニューを設定します。

【 機能 】 　既に描いてある図形要素および文字の属性を

CLassic-CAD
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Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

全て処理します。

：指示した線分と同一グループ番号の要素を

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

全て処理します。

：指示した線分と同一レイヤ番号の要素を

図面参照 ： 属性を画面上の要素から参照します。

アクテ ィ ブで変更 ： アクティブ属性に変更します。

次にこの設定を使用する ： 現設定継続

ペイン ト ： ペイン ト マーカー番号の設定

線 ： 線種を設定します。 （実線，破線，点線，

一点鎖線，二点差線， ・ ・ ・ 他 ）

色 ： 色を設定します。 （ 水，黄，青， ・ ・ ・ 他 ）

グループ ： グループ番号を設定します。

レイヤ ： レイヤ番号を設定します。

切替ボタン ミニボタン

属性指定
（ Ａ Ａ Ｃ Ｔ Ｉ Ｖ Ｅ ）

アクテ ィ ブプリ ミ テ ィ ブ指定

【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の属性 （ レイヤ番号

・ グループ番号 ・ 色 ・ 線種 ） を画面から指定する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ５

※ 等の や については等の

別ページ （ Ⅰ－５ ９ ） で詳し く紹介しています。

※　別名

すでに図面で使用している属性に、現在の属性を合わせたいと き便利です。

書き込みレイヤ番号
（ Ａ Ｓ Ｅ Ｔ ）

【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の属性

（ レイヤ番号 ・ グループ ・ 番号 ・ 色 ・ 線種 ）

をキーボードから指定する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ３

作図情報表示１

アクテ ィ ブ属性 ： これから使用する属性の事

レイヤ ： レイヤ番号を設定します。

グループ ： グループ番号を設定します。

色 ： 色を設定します。 （ 水，黄，青，赤 ・ ・ ・ 他 ）

： 線種を設定します。 （実線，破線，点線，線

※ に、 これに近い簡易の機能があ り ます。

一点鎖線，二点差線， ・ ・ ・ 他 ）
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レイヤ状態保存 【 機能 】 レイヤのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆの状態を記録します。

【 割込 】 不可 【 コード 】 Ｊ １ ２ ５

０から ７の８種類の記録が出来ます。

全てのレイヤをＯＮまたはＯ Ｆ Ｆにします。

（ Ｌ Ｓ Ｔ Ｏ Ｒ Ｅ ）

ボタンの押されているレイヤ （ またはロッ クレイヤ ） がＯＮの状態です。
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■

黄まる ・ ・ ・ Ｏ Ｎ （ 有効 ）

まる ・ ・ ・ ・ ・ Ｏ Ｎ （ 有効 ）

二重丸 ・ ・ ・ 連続設定

ばつ ・ ・ ・ ・ ・ Ｏ Ｆ Ｆ （ 無効 ）

例 ：

とんがり ・ ・ ・ 個別グループ連続設定

例 ：

属性を変更する度に、未使用の若い番号に自動変更

されます。 （ レイヤとグループのみ ）

レイヤ １～８ ，グループ１～３ を使用済みの場合

グループ１～３ ０ を使用済みの場合

レイヤ ５ グループ１

レイヤ ８ グループ３

レイヤ ９ グループ４

レイヤ ９ グループ４

レイヤ １ ０ グループ５

レイヤ １ ０ グループ５

レイヤ １ １ グループ６

レイヤ １ １ グループ６

グループ３ ７

グループ３ ８

グループ３ ９

グループ３ ４

グループ３ ５

グループ３ ６

グループ３ １

グループ３ ２

グループ３ ３

グループ５

グループ７

グループ９

指示した範囲内のグループ別に、未使用の一番若い番号

に連続的に設定されます。 （ グループのみ設定可能 ）

■参照ボタン

スラッシュ…参照ボタン
円の半径を図面上の円から参照する と きに使うボタンです。
数値入力欄で “ ／ ” を手入力する と 、何でも参照出来ます。

上下 ・ ・ ・ 数値変更ボタン

１ ピッチ ０ ． １ ピ ッチ

１ ５ ピ ッチ １ ピッチ

項目名をク リ ッ ク １ ピッチ

１ ０ ピ ッチ

※注

ゼロ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 数値ク リアボタン

プラスマイナス ・ ・ ・ 正負ボタン

イコール ・ ・ ・ イコールボタン

“ 項目名 ” 「 レイヤ 」 「 グループ 」 「 色 」 「 幅 」 「 移動 ｘ 」 「 倍率 ｘ 」 「 角度 」 …

■ミニボタン

はな ・ ・ ・ 自動選択ボタン

右ク リ ッ ク

左ク リ ッ ク＝数値を増加します。

＝数値を減少します。

拡大倍率の場合は で増加，減少します。 （※項目名では、 ）

回転角度の場合は で増加，減少します。 （※項目名では、 ）

（ ※ する と で変更するこ とが出来ます ）

距離，高さ ，幅， レイヤ，グループ等の数値を で増加，減少します。

数値を ０ （ または１ ） にする 。

数値はそのままで、正負を変更する 。

先に入力した数値に合わせる 。
（ 「 移動ｘ 」 「 　 ｙ 」 や、 「文字高さ 」 「 　幅 」 等で有効 ）

は、

等の項目名を指しています。

未使用の一番若い番号を自動選択
（ レイヤとグループのみ ）

切替ボタン
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参考コマンド ： ク リ ップボード コピー

□…………

○…………

▲…………

中…………

外…………

残□………

ク リ ップ□ 切り取ったク リ ップボードのデータに、□や○を書き入れます。

切り取った残りの図形に、□や○の形を書き入れます。

２点で指定されたボッ クス形で抜きます。

中心位置と円周位置で指定した円形で抜きます。

円、 または円弧、あるいはグループ化された四角形の図形を

選ぶこ とで選択出来ます。

指定範囲の中を選択します。

指定範囲の外を選択します。

【 注意 】 コピーと切り取り を間違えない

よ うに選択しまし ょ う 。

■メモリーボタン

参考コマンド ： 平行複写

０～７ まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせておく こ とが

できる便利な機能です。

参考コマンド ： 赤消しゴム

Ａ ａ と色をチェ ッ ク して実行。

範囲指定をした後、絞り込みカラー

（水色の線，文字 ） を選択。

例 ： 指定エリア内の水色を選択

※下の３つは、絞り込み用のボタンです。

層 ： レイヤ

色 ： カラー

線 ： 線種

Ｇ

Ｌ

： 指定したグループ番号で選択

：指定したレイヤ番号で選択

Ｌ ｙ （ Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ） ： レイヤで選択

Ｇ ｐ （ Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ） ： グループで選択

Ａ ａ （ Ａ ｒ ｅ ａ ） ： エ リ アで選択

Ｌ ｎ （ Ｌ ｉ ｎ ｅ ） ： ラ インで選択

Ｃ Ｌ （ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ Ｌ ｉ ｎ ｅ ） ： ク ロスラインで選択

Ｃ Ａ （ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ Ａ ｒ ｅ ａ ） ： ク ロスエ リ アで選択

■

■切り取りモード

絞り込み選択
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■

入力後，電卓からマウスをはずして，マウス左右ボタンで

［ Ｙ Ｅ Ｓ ］ ［ ＣＡＮＣ Ｅ Ｌ ］ は普通のサブメニューと同じです。

また，計算終了後または演算子 「 ＋－＊／ 」 が入力に含まれていない状態で

［＝ ］ を押すと ，確定します。

最初は何も数値が表示されていません。

この状態で ［＝ ］ ボタンを押すと ，元の数値を呼び出すこ とができます。

計算順位は常に左からで， ［＊／ ］ の優先演算はできません。

電卓のサイズはサブメニューのサイズと連動します。

色や形は， ［ Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ ］ のなかの ［ Ｄ ＥＮＴ ＡＫＵ ．ＭＰＷ ］ で

定義してあ り ますから ，自由に好みの形に変える事ができます。

但し以下の点に注意してください。

１～１ ９ ０のレイヤを自由に使ってデザインをお楽しみください。

電卓が機能しなくな り ます。

属性 「 レイヤ 」 と 「 グループ 」 は絶対に変更しないでください。

この二つのレイヤと １ ９ １以上レイヤの図形は，変形は自由ですが，

レイヤ １ ９ ９はボタンの機能を決定する図形です。

レイヤ ２ ０ ０は電卓全体の大きさを決める図形です。

参考コマンド ： 図形移動Ｘ Ｙ

右ク リ ッ ク！

サブメニューの数値入力の欄をマウス右でク リ ッ クする と ，

下のよ うな電卓が出てきます。

使い方は普通の電卓と同じですが，計算は ［ ＝ ］ ボタンを押すまで行いません。

電卓機能
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青 （ Ｃ １ ）
【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の色を青にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ５

赤 （ Ｃ ２ ）
【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の色を赤にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ６

紫 （ Ｃ ３ ）
【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の色を紫にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ７

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ０

【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の色を黄色にする

【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の色を緑にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ８
緑 （ Ｃ ４ ）

水色 （ Ｃ ５ ）
【 機能 】 　 これから描く線分 ・ 円 ・ 文字の色を水色にする

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ９

黄色 （ Ｃ ６ ）

実践 （ Ｔ １ ）
【 機能 】 　 これから描く線の種類を実線にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ３

破線 （ Ｔ ２ ）
【 機能 】 　 これから描く線の種類を破線にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ４

点線 （ Ｔ ３ ）
【 機能 】 　 これから描く線の種類を点線にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ５

一点鎖線 （ Ｔ ４ ）
【 機能 】 　 これから描く線の種類を一点鎖線にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ６

二点鎖線 （ Ｔ ５ ）
【 機能 】 　 これから描く線の種類を二点鎖線にする 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ２ ６

作図情報シート※ に、色 ・ 線種を選択できる機能があ り ます。
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作図原点
（ ＯＲ Ｉ Ｇ Ｉ Ｎ ）

【 機能 】 　図面の原点を設定する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ３

（ Ｕ Ｎ Ｉ Ｔ ）
作図スケール 【 機能 】 　画面上の図形と実物との寸法関係を

設定する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ４

作図情報シート

作図原点を規定位置に戻す ： 作図原点のリセッ ト 。

作図原点表示 （ 指定 ） ： 作図原点を設定します。

プロッ タ原点表示 （ 指定 ）

ペース ト原点指示 （ 指定 ）： ペース ト原点を設定します。

： プロ ッ タ原点を設定します。

Ｏ Ｆ Ｆ ： 原点を図面に表示しない。

プロッ ター出力 で印刷関連の設定時に変更可能です。

精度

作図スケール

作図範囲

図面から指定 ： 画面の２点間の距離によ り精度を

：最大作図範囲を設定します。

：精度を設定します。

設定します。

（作図スケールと作図範囲は連動しています。 ）

【 参考 】デフォルト （ システム既定値 ） ＝０ ． ０ ０ １

【 補足 】作図スケール （ 精度 ） は、作図する一番最初に設定します。

※ で、精度を確認出来ます。

※精度を上げる と 、作図出来る範囲が狭くな り ます。

０ ． ０ ０ ０ １＝１／１ ０ ０ ０ ０ 　 （ ４ ０ ０ ｍ×４ ０ ０ ｍ ）

０ ． ０ ０ １＝１／１ ０ ０ ０ 　 （ ４㎞×４㎞ ）

【 補足 】 プロ ッ タ原点は、

【注意 】作図スケールは、作図した後にこのコマンドで変更しないよ うにして下さい。

途中で変更する と きは、 「 縮尺 ・ 精度の変更 」 コマンドをご使用下さい。

：原点を図面に表示する 。ＯＮ ： 原点を図面に表示する 。ＯＮ
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作図情報表示１
（ Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ ）

【 機能 】 　作図情報シートの表示 ・ 非表示

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ７

作図情報シート

【 アクテ ィ ブ属性表示＆セッ トシート 】

右ク リ ッ ク ・左ク リ ッ クでモード変更

【 モード切替ボタン 】

書き込みレイヤ番号 の簡易機能です。

アクテ ィ ブプリ ミ テ ィ ブ指定

現在の属性 （ レイヤ ・ グループ ・ 色 ・ 線種 ） と スナップモードを

設定出来ます。

既に図面にある線の属性に合わせる機能

【 ミニアクテ ィ ブシート 】

【 アクティブ属性表示＆セッ ト シート 】 の ミニ版

【 座標表示シート 】

最終指定点のＸＹ座標

現カーソル位置のＸ Ｙ座標

ラバーバンドの長さ

現図面のファ イル名

現図面の線分総本数

現図面の精度 （ 作図スケール ）

現図面の縮尺

【 データ表示シート 】

※この情報シートは、使いこなすと便利です。

【補足１ 】

シートサイズは、サブメニューの大きさ設定に影響されます。
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“ＣＬａｓｓｉｃ” をク リ ッ クする と 、シート を移動出来ます。

【補足２ 】 メニューバーの表示 （ Ｖ ） に “ 情報シート ” 欄があ り ます。

チェッ クする と表示、チェッ クを消すと非表示です。

（ サブメニューの設定は、 「環境設定 」 の 「 画面デザイン 」 内にあ り ます。 ）
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作図情報表示２
（ Ｓ Ｎ Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ ）

【 機能 】 　 スナップアイコンの表示 ・ 非表示

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ８

スナップアイコン 右ク リ ッ ク ・左ク リ ッ クで、モード変更

【補足１ 】

ヘルプ機能
（ Ｈ Ｅ Ｌ Ｐ ） 【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ９

【 機能 】 　画面左上にコマン ドの名称を表示する 。

ヘルプ機能を

右ク リ ッ ク したと き 、 コード名と コマンド名が画面左上に表示されます。

“ Ｏ Ｎ ”

ヘルプ機能を

ポップアップメニューの移動
（ ＭＯ Ｖ Ｅ Ｐ Ｏ Ｐ ）

ポップアップメニューを非表示に出来ます。

右ク リ ッ ク したと き 、 コマンドは通常通り実行されますが、

“ Ｏ Ｆ Ｆ ” にしておく と 、ポップアップメニュー上のアイコンを

にしておく と 、ポップアップメニュー上のアイコンを

【 機能 】 　画面上のポップアップメニューを移動する 。

【 割込 】 　可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ９ ４

ポップアップメニューを移動出来ます。

その場合、 ク リ ッ ク した位置に移動します。

コマンドを実行していないと き 、画面上で右ク リ ッ クする と 、

コマンドを実行中にポップアップメニューを移動させたい場合は、

【操作 】 ク リ ッ クする と 、 と訪ねてきます。ヘルプ機能　 ＯＮ＜－ 〔 Ｙ／Ｎ 〕 －＞Ｏ Ｆ Ｆ

左ク リ ッ クで “ Ｏ Ｎ ” “ Ｏ Ｆ Ｆ ” とな り ます。右ク リ ッ クで

【特徴 】

【 同類１ 】

【 同類２ 】

Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔキーを押しながら ク リ ッ クする と 、アイコンを移動出来ます。

アイコンサイズはポップアップメニューの大きさ設定に影響されます。

【補足２ 】 メニューバーの表示 （ Ｖ ） に “ スナップ Ｉ ＣＯＮ ”欄があ り ます。

チェッ クする と表示、チェッ クを消すと非表示です。
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Ｔ Ａ Ｂキーを押すと移動出来ます。

ただし 、数値や文字の入力中は移動出来ません。

その場合、十字カーソル （ 指カーソル ） に最も近い画面上下に移動します。

【補足 】 メニューバーの表示 （ Ｖ ） に “ ポップアップメニュー ” 欄があ り ます。

チェッ クする と表示、チェッ クを消すと非表示です。

-65-



フ ァンクシ ョ ンキー①
（ Ｆ Ｋ Ｅ Ｙ ）

【 フ ァンクシ ョ ンキー割付 】

： ファンクシ ョ ンキーの割り付け設定フ ァンクシ ョ ンキー割付

初期設定は左のよ うになっていますが、変更する

こ と もできます。

使いやすいよ うに設定しまし ょ う 。

【 キーボード割付 】

キーボード割付 ： 文字キーへの割り付けを行います。

： ク リ ッ クする と 、 ２ ５ページまでスクロールします。

直接 ： 直接キーボードから 、割り付けるキーを指示出来ます。

①　割り付けたいキーを押します。

②　キーボード コマンド名、又は、 コード名 （短縮コマンド名 ）

③　サブメニューの外で左ク リ ッ クする と登録終了です。

　 　 と 「 ＿ 」 （ アンダーバー ） を英数半角で入力します。

【項目一覧 】

１ １→１→ ６→ ｆ ・ ６ｆ ・ １

１ ２→２→ ７→ｆ ・ ２ ｆ ・ ７

１ ３→３→ ８→ｆ ・ ３ ｆ ・ ８

１ ４→４→ ９→ｆ ・ ４ ｆ ・ ９

１ ５→５→ ｆ ・ １ ０

ｖ ｆ ・ １

ｖ ｆ ・ ２

ｖ ｆ ・ ３

ｖ ｆ ・ ４

ｖ ｆ ・ ５

【 機能 】 　使用頻度の高いコマンドを

フ ァンクシ ョ ンキーや、キーに設定する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ７

（ ※こ こでの 「 ＿ 」 は、 コマンド実行の意味になり ます。 ）

ＯＮＯＮ

キーボード割付では

【登録方法 】

【削除方法 】

項目欄を

項目欄を

■キーボード割付でのタブー

【 標準割付 】や、 コードナンバーとバッティングする と 、使いにく くな り ます。

※ファンクシ ョ ンキー割付の記憶場所

「

左ク リ ッ クする と

右ク リ ッ クする と登録を

新規登録、又は登録変更出来ます。

削除出来ます。

：割付を有効にします。

１ ０→

「

ｆ ． ５

ＱＡＳＣＪ Ｉ Ｎ Ｓ に割り付けないで下さい。
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Ｄｒａ＿ｖ３．ｉｎｉ

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ」 → 「 STD_SYS」 内の 「 Ｄｒａ＿ｖ３．ｉｎｉ」 に記憶されます。

」 をコピーする と 、他のマシンと割付を同じに出来ます。
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フ ァンクシ ョ ンキー②
（ Ｆ Ｋ Ｅ Ｙ ）

【 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌキー割付 】

連動させた割り付けを行います。

Ｃ Ｔ Ｒ Ｌキー割付 ： （ コン ト ロールキー ） と文字キーを

直接 ： 直接キーボードから 、割り付けるキーを指示出来ます。

： ク リ ッ クする と 、 ２ ５ページまでスクロールします。

②　キーボード コマンド名、又は、 コード名 （短縮コマンド名 ）

①

③　サブメニューの外で左ク リ ッ クする と登録終了です。

（※こ こでの 「 ＿ 」 は、 コマンド実行の意味になり ます。 ）

　 　 と 「 ＿ 」 （ アンダーバー ） を英数半角で入力します。

キーボード割付は、ダイレク ト なので割り付けられないキーがあ り ますが、

■Ｃ Ｔ Ｒ Ｌキー割付の特色

※Ｃ Ｔ Ｒ Ｌキー割付基本 【 標準割付 】 例

ただし 、基本の 【 標準割付 】 は変更しないよ うおすすめします。

Ｃ Ｔ Ｒ Ｌキー割付は、

動作させるので、 ワンク ッシ ョ ンある分あま り規制があ り ません。

キーを押しながら割り付けたいキーを押します。

キーを押しながら 、割り付けたキーを押して

＋ ＡＣＴＲＬ ＋ＣＴＲＬ Ｄ

Ｊ２０４／やり直し

Ｇボタン割付

をＯＮにする と下のボタンが表れます。

ファンクシ ョ ンキーの割り付けと同じ要領で

設定し 、ご使用下さい。他のキー割付同様に、

連続的コマンド割付が可能です。

（例 ： Ｊ ２ ４＿ Ｊ ２ ５＿ ）

【 Ｇボタン （ ツールバー ） 割付 】

【 インテリマウス割付 】

インテリマウス割付

： メニューバーの表示 （ Ｖ ） でツールバー （ Ｔ ）

： インテ リマウスの真ん中のボタンに

【登録と削除 】 項目欄を左ク リ ッ クする と新規登録、又は登録変更出来ます。

項目欄を右ク リ ッ クする と登録を削除出来ます。

動作を割り付けるこ とが出来ます。

※普通のマウスの動作には関係あ り ません。

ＣＴＲＬ

ＣＴＲＬ

ＣＴＲＬ

Ｊ２５６／塗り潰しの表示・非表示

＋ＣＴＲＬ Ｚ

Ｊ２０３／元に戻す
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データ整理
（ Ｐ Ａ Ｃ Ｋ ）

【 機能 】 　図面データをチェ ッ ク し適正でないデータを

削除する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ １

距離 ・ 面積 ・ 角度の測定
（ Ｄ Ｉ Ｓ Ｔ ）

データの橋渡し機能
（ Ｄ Ｘ Ｆ ）

【 機能 】 　現画面のＤ Ｘ Ｆ フ ァイルを作成する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ０

バックアップ ： 同時にバッ クアップファイルを

（ のバックアップ と連動 ）

図面に記入 ： 図面に測定値を記入

※図面に記入は、寸法線に寸法値を記入する と き便利です。

文字サイズ ： 記入する文字サイズ指定

（距離のＬ ｉ ｎ ｅ 、 または、 Ｎ点を指定 ）

読み込み

書き込み

： Ｄ Ｘ Ｆファ イルを読み込みます。

： Ｄ Ｘ Ｆファ イルを作成します。

作成します。

フ ァイル管理

※ フ ァイル （ Ｆ ）

と同様に操作して下さい。

の 「 開 く 」 「 名前を付けて保存 」

※文字サイズは 文字コマンド と同じサブメニューが表示されます。

同様に設定して下さい。

少数下

カンマ

単位 ： 測定値の単位を選択 （切り替え ）

０取 ： 小数点以下桁の数値から ０ を取って表示

： カンマを付ける 。 ３桁ごとに “ ，” を付ける 。

：小数点以下桁の表示を設定 （ 数値入力，最大値は５ ０桁 ）

座標 ： 座標値の測定。

距離 ： ２点間の距離測定。

Ｎ点 ： 指示点間の連続距離測定。

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： １線分の長さ測定。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 囲った範囲内の線分の長さ測定。

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 同一グループ線分の長さ測定。

面積 ： 指示点に囲まれた面の面積測定。

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 同一グループ面の面積測定。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 囲った面の面積測定。

線線 ： ２線分間の角度測定。 （ ２ ク リ ッ ク ）

挟角 ： ２線分間の角度測定。 （ １ ク リ ッ ク ）

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： １線分の角度測定。

角度 ： 指示点間の角度測定。

半径 ： 円の半径の測定。

円周 ： 円周の長さ測定。
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【 機能 】 　指定した２点間の距離を測定する 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ４
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用紙作成
（ Ｐ Ａ Ｐ Ｅ Ｒ Ｆ ＯＲＭ ）

リス ト コピー ： ファ イル管理 （ 大 ） 表内の文字列のみ、 ク リ ップボードにコピーします。

※図面設定とは、 環境設定中の線の設定と文字設定のこ とです。

削除

バックアップ ： バッ クアップファ イルを作成。

図面設定埋込 ： 現図面の図面設定を図面自身に記憶させる 。

埋込設定使う ： 既に図面に埋め込んである

フ ァイル管理
（ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ ）

【 機能 】 　図面フ ァイルの呼び出し ・ 登録をする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ７

：原点連動 作図原点コマンド と連動した用紙枠を描きます。

縮尺連動

用紙枠を描きます。

線を書く ： ただ普通に用紙枠を書きます。

プロッ タ原点 ： 出力原点を設定します。

配置原点 ： 用紙枠を配置する原点を設定します。

終了 ： ファ イル管理の終了：図面ファイルの削除

登録 ： 現図面の登録 （ ファイル名を登録 ）

図面設定を使う 。

【注意 】配置する用紙枠よ り画面の作図範囲が小さいと用紙枠は表示されません。

スケールで用紙枠が入るよ うに、画面スケールを変更します。

フ ァイル管理 （ 小 ）

フ ァイル管理 （ 大 ）

呼出 ： 選択した図面の呼び出し 。

： プロッ ターコマン ドの印刷関係と連動した

優先 ： ファ イル管理 （ 大 ） を優先する 。

＜小＞ ： ファ イル管理 （ 小 ） へ切替

コ メン ト ： ファ イルにコ メン ト を付ける 。

●呼出時表示の設定…ファイル管理＜小＞と連動。

［ 最 ］ ［ 現 ］ ［ 図 ］ ［ ＭＰＷ ］

環境設定の画面デザインの中にもあ り ます。

ボタンは

Ｖ Ｉ ＥＷ ： 選択した図面のプレビュー

＊．＊ ： 自分の好きな拡張子を指定出来ます。

任意 ＊．＊： 任意 （

全て ： 全てのファ イルを表示します。

） の拡張子を表示します。

．ＭＰＷ ： ＭＰＷファ イルを表示します。

．ＭＰ Ｐ ： ＭＰ Ｐ ファ イルを表示します。

． ． 　： 一つ上のディレク ト リへ戻る 。

＜大＞ ： ファ イル管理 （ 大 ） へ切替

Ｄ ｒ ｉ ｖ ： ド ラ イブ指定をします。

参照 ： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 形式での指定が出来ます。

＜Ｍ＞ ： メモ リー＝ディレク ト リ を １ ２個記憶します。

CLassic-CAD
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【 機能 】 　画面上に入力寸法に応じた縮尺での

用紙枠が表示される 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ７
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フ
ァ
イ
ル
管
理
コ
マ
ン
ド

→←

［ 最 ］
［ 現 ］

［ 図 ］

呼び出す直前の現在のビューの位置を変えずに呼び出します。

その図面が登録されたときの表示範囲を再現します。
１階平面図と ２階平面図を交互に呼び出す場合に有効。

いったん終了して，後日，続きの作業をする と きなどに有効。
（登録終了を忘れずに ）

外で左ク リ ッ ク
すると出現！ 拡張子ボタン右側の表示 ・ 非表示

※このボタンについては下の枠内を参照！

「 拡張Ｄ Ｘ Ｆ 」 は最新Ｄ Ｘ Ｆバージ ョ ンまで対応した変換機能です。

【 呼び出し 】 　

【 書き出し 】 　相手方がＡ ｕ ｔ ｏ－ＣＡＤ以外の場合、 ＯＮにする と相手方が

「読み込み 」 に失敗するケースが多くなり ます。

通常はＯ Ｆ Ｆで使用。呼び出せない場合にＯＮにして下さい。

一つ上のフォルダへ

ド ライブ指定
現在開いているフォルダを

記憶させる機能

メモリー

新しいフォルダを作る

メ イクフォルダ

表示欄変更ボタン

表示欄を増やす場合は

左ク リ ッ ク

減らす場合は

右ク リ ッ ク
拡張Ｄ Ｘ Ｆです。

通常はＯ Ｆ Ｆ

にして下さい。

大きいシートへ

従来の状態。図面が全て見える範囲を計算して表示。最大表示。

※

ファイル管理コマンド

の画面デザインの中にも ［ 最 ］ ［ 現 ］ ［ 図 ］ ［ ＭＰＷ ］環境設定 ボタンがあ り ます。

「 ＭＰＷ 」 ボタンをＯＮ （ 押した状態 ） にする と ，呼び出したファ イルの

種類に関わらず，作業図面は 「 ＭＰＷ 」 になります。

「 ＭＰＷ 」 ボタンをＯ Ｆ Ｆ （ 持ち上がった状態 ） にする と ，

呼び出したフ ァイルの種類のまま 、作業する事ができます。
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対応ファイル拡張子一覧

フ ァイル管理コマン ド【 補足 】 以外でもファ イルの呼び出し ・ 保存は出来ます。

のフ ァイル （ Ｆ ） の 「 開 く 」 と 、 「 名前を付けて保存 」 です。メニューバー

全てのフ ァイル形式を

選べます。

※ 「 フ ァイルの種類 」 で

標準フ ァイル

標準フ ァイル

標準外部ファイル

標準外部ファイル

α 標準ファイル

標準フ ァイル

標準フ ァイル

標準フ ァイル

標準外部ファイル

その他のＣ Ａ Ｄの

その他のＣ Ａ Ｄの
標準外部ファイル

CLassic-CAD

CLassic-CAD

拡張ＤＸＦ

JWC

DWG

DXF

MPX

MPZ

MPW

MPP DRA-CAD V2

DRA-CAD

DRA-CAD for Windows

Auto CAD

Auto CAD

Auto CAD

JW-CAD

DRA-CAD for Windows

標準複合ファイル（Ｗｉｎｄｏｗｓ専用）

標準自前ファイル（汎用）

CLassic-CAD
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プロッ タ ・ プリンタ出力①
（ Ｐ Ｌ Ｏ Ｔ ， Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ ）

・ ジャンプコマンド ）

印刷実行 ： 出力開始ボタンです。 （ この後、印刷シートが表示されます。 ）

印刷関連 ： 出力時の設定をします。

線の設定 ： 環境設定コマンドの

線の設定と連動。

文字設定 ： 環境設定コマンドの

文字設定と連動。

連続印刷 ： ジャンプリ ス ト で管理している図面の連続印刷をします。あらかじめ、

］ マークを付けておきまし ょ う 。 （ジャンプリ ス トに ［

予想図 （ 横 ・ 縦 ） ： 図面出力の参考にして下さい。

９ ０度回転印刷 ： 出力原点を基点に、図面を ９ ０度回転させて出力する 。

円を線で ： 円を線の状態で出力します。

縮尺通り ： 下記の縮尺通り出力します。

倍率指定 ： 設定した用紙枠よ り 、小さいサイズの用紙に出力したいと き便利です。

または数値での倍率設定が可能です。

Ｂ ０サイズ→Ａ ９サイズまで選べます。 Ｆ Ｒ Ｅ Ｅサイズからも設定可能。

自動フ ィ ッ ト ： 出力予定用紙に合わせて全図面を出力します。

縮尺 ： 出力する時の縮尺設定 （ 用紙枠と連動 ）

出力予定用紙 ： 出力する用紙サイズを設定します。予想図で確認する と きにも有効です。

原点変更 ： 出力原点 （ プロ ッ タ原点 ） を変更します。

原点方式指定位置に合わせて用紙左上 ・ 左上内側 ・ 用紙中心の３つの中から

出力原点を選んで下さい。

※　出力で特に気を付けるのは、 「 縮尺 」 と 「 出力原点 」 です。

その点をチェ ックするため、必ずこのコマンドから出力させまし ょ う 。

CLassic-CAD
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【 機能 】 　 プリンターやプロッ ターに出力する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ８
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プロッ タ ・ プリンタ出力②
（ Ｐ Ｌ Ｏ Ｔ ， Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ ）

＋ ＤＣ Ｔ Ｒ Ｌ

フ ァイル名称印刷 ： 図面にファ イル名を印刷します。

名前印刷 ： 図面に名前を印刷します。名前はユーザー情報 （ Ｊ １ ９ ９ ） と連動しています。

日付印刷 ： 図面に日付を印刷します。

★左上～右下 ： それぞれの印刷する位置を指定出来ます。

： それぞれの文字サイズ （ 高さのみ ） の設定をします。サイズ★

使用フォン ト ： 日付，ファ イル名，名前のフォン ト を設定します。

ペン ［ ０ ］ フォン ト ： 「 文字設定 」 のペン番号０に設定したフォン ト を使う 。

既定値ゴシッ ク ： 従来のフォン ト ［ ゴシッ ク ］ を使う 。

塗り潰し印刷

【 標準割付 】

：塗り潰し領域の出力 ・ ＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ 　 （

縁取りをする ： 塗り潰し部分のまわり を縁取り して出力します。

イ メージ印刷 ： ＢＭＰ イ メージ貼付の出力 ・ ＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ 　 （ 環境設定と連動 ）

モノ クロプリンタ ： 白黒 （ モノ ク ロ ）出力機の時だけ有効な設定です。

【補足 】設定を実行する と きは、サブメニューの外で左ク リ ッ ク して下さい。

キャンセルの場合は右ク リ ッ クです。

【注意 】ペン ・ プロ ッ タの場合は、 「線の設定 」 で表示色と出力色を同じにして下さい。

色でペン番号が決ま り ます。

※　 プリンタやプロッ タのド ライバがマシンにインス トールされていて 、

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ上で出力可能であれば、どのプリンタやプロッ タでも

ほぼ出力可能です。

※ペン・プロッターの場合の設定

フ ァイル （ Ｆ ） →
印刷プレビュー （ Ｖ ）

の で、

また、

を

と同じにして下さい。

で、

と

設定をして下さい。

の

ペン番号が決ま り ます。

や

ペン ・ プロ ッ ターは、印刷色で

色 （ 印刷色 ）

プロッ タ側のド ライバ

ペン番号

表示色

「 環境設定 」 「 プロッ タ出力 」

印刷色「 線の設定 」

＊この予想図以外のプレビュー

環境設定と連動 ）

CLassic-CAD

Ⅰ

Ｊ ２ ８ １／印刷予想図 （ 画面上 ）
＋ＣＴＲＬ Ｅ
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デジタイズ

ウ ィンド ウズにインス トールしてください。

タブレッ トが使えます。 ［ ウ ィ ンタブ ］ という規格のタブレッ トに対応しました。

通常１→０→０→０→３の手順で操作する と一周できます。

続けて ０→０→０→３ と操作する と効率的です。

線を途切れ途切れに書く場合は１→０→１→０の順になる と思います。

ボタン １

ラインを開始します。

［ Ｆ Ｒ Ｅ Ｅ ］ モードで開始点を決めます。

ボタン ２

ラインを継続して作成します。

［ アキシスロ ッ ク ］ （ 水平垂直 ） モードで

作図します。

ボタン ３

［ 端点 ］ モードで作図します。

ボタン ０

［ Ｆ Ｒ Ｅ Ｅ ］ モードで作図します。

ラインを継続して作成します。

始めに基準点の入力をします。以降、 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは基準線同士が一致する

タブレッ ト メーカーから 、 この仕様のド ラ イバを出していますので，手元の

よ うに座表計算して、 タブレッ トの位置を取り込みます。

ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、

ラインを作成して、いったん切り ます。

ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、

ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、

① ②

コンピュータ画面

③

④

タブレッ ト板

画面上の基準線

タブレッ ト上の基準線

【 機能 】 　 タブレッ ト を使って地図や図面を

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ０

デジタイズします。（ Ｄ Ｉ Ｇ Ｉ Ｔ Ｉ Ｚ Ｅ ）

CLassic-CAD
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環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

① 【 機能 】 　画面デザイン ・ 線 ・ 文字 ・ パンニング比率等

の環境設定 （ 出力環境の設定も含む ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ９ ６

画面デザインシート

＋ ＤＣ Ｔ Ｒ Ｌ

【 注意 】色の設定を全て同じ色にしないで下さい。字色とバッ クが同色になる と 、

どのコマンドを指示したのかわからなくなってしまいます。

【補足 】設定を実行する と きは、サブメニューの外で左ク リ ッ ク して下さい。

キャンセルの場合は右ク リ ッ クです。

設定データを残しておきまし ょ う 。呼出ボタンで設定データを呼び出せます。

現在の画面デザイン設定をも う一度設定し直すのは大変です。

【画面設定について 】

記録ボタンで

※画面設定に名前を付けて記録 （ 例 ： ＧＡＭＥＮ １ ． ｇ ｍ ｎ ）

記録 ： 現在の画面デザイン設定 （画面設定／ＧＭＮ ） を記録する 。

呼出 ： 記録しておいた画面デザイン設定 （ 画面設定／ＧＭＮ ） を呼び出す。

システム既定値に戻す ： 出荷時の画面デザイン設定に戻す

：表示画面のデザイン設定

メ ッセージ

コマン ド ： 左下に表示される

コ メン トの文字設定

：左上に表示される

コマンドの文字設定

サブメニュー ： サブメニューシート

の文字設定

左から 、文字の大きさ ・ 文字の太さ

文字バッ ク色 ・ フォン トスタイル

・ 文字の色 ・ 文字バック塗る ・

： サブメニューシートの

字色 ： サブメニューで選択した

： サブメニューで選択した

色設定

ボタンの色設定

ボタンの字色設定

選択色

と 、それぞれ設定出来ます。

イ メージ表示

塗り潰し表示 ： 塗り潰し領域の表示 （

： ＢＭＰ イ メージ貼付の表示　 （ プロッ ターと連動 ）

ミニボタン幅 ： ミ ニボタン幅のサイズ設定 （ 小 ・大 ）

Ｗ ｉ ｎ カーソル表示 ： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 風カーソルの表示

指倍率 ： 指カーソルのサイズ設定

画面 ： 表示画面の背景色の設定

ロックレイヤ ： ロ ッ クレイヤにした時の色設定

ポップアップ ： ポップアップメニューのサイズ設定

【標準割付 】

（※注 ：塗り潰しは、 Ｖ ２のペイン ト とは違います。 ）

縮尺表示 ： タイ トルバーのファイル名の横に縮尺を表示します。

呼出時表示 ： 次のページを参照。

プロッ ターと連動 ）

CLassic-CAD
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画
面

情報シート

④ポップアップ

①メ ッセージ ス
ナ
ッ
プ
ア
イ
コ
ン

（
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
同
サ
イ
ズ
）

（ サブメニューと同サイズ ）

⑤指カーソル

画面デザインについて

④

【 補足 】 名前を付けて保存しておく と 、後で現在の画面設定を呼び出せます。

例 ： 「 記録 」 ボタン→ 「 ＧＡＭＥＮ－０ １ ． ｇ ｍ ｎ 」 → 「保存 （ Ｓ ） 」

②コマン ド

現 ： 現在のビューの位置を変えずに呼び出す。

：図面が全て見える範囲で最大表示で呼び出す。最

図 ： 図面が登録されたと きの表示範囲で呼び出す。

ＭＰＷ ： 立ち上げた図面が全て 「 ＭＰＷ 」 になる 。

⑦呼出時表示の設定… ファイル管理コマン ド と連動。

⑥ミニボタン

③サブメニュー

⑥

⑤

③
②
①

⑦

環
境
コ
マ
ン
ド
（
画
面
デ
ザ
イ
ン
）

デフォルトに
戻すボタン

画面デザインを

サブメニューの
地色を決める

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ＿ＣＡＤ 」 の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内に保存します。

CLassic-CAD
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図に設定を埋込 ： 現図面の図面設定を

埋込設定を使う ： 既に図面に埋め込んである

環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

②

線の設定シート

システム色 ： 出荷時の既定色に戻す。

【補足 】設定を実行する と きは、サブメニューの外で左ク リ ッ ク して下さい。

キャンセルの場合は右ク リ ッ クです。

（例 ： Ｓ Ｅ Ｔ １ ． ｚ ｍ ｎ ）

記録 ： 現在の線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を記録する 。

呼出 ： 記録しておいた線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を呼び出す。

システム値に戻す ： 出荷時の線の設定と文字設定に戻す

新作記録 ： 現在の状態を新規作成時の図面属性とする 。

新作呼出 ： 新規作成時の図面属性の呼び出し 。

図面自身に記憶させる 。

図面設定を使う 。

ラインスタイル設定 ： 破線 ・点線等のピッチを ミ リ単位で設定します。

一色で表示 ： 右の一色で全線分を表示

設定色表示 ： ２行目の設定色で表示

設定幅表示 ： １行目で設定した線幅で画面に表示

単線で表示 ： 線幅を全て １ ド ッ トで画面に表示

詳細表示 ： ラインスタイル設定のピッチを使って画面に表示

簡易表示 ： ラ インスタイルをＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ のシステムにまかせて画面に表示

：一気に左側の色を上の行の色に揃える 。

（表示色と印刷色を一気に揃えたいと きに有効な機能です。 ）

： 一気に右側の色を左の色に揃える 。 （印刷色が１色になり ます。 ）

（ Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準の色設定が出来ます。 ）

印刷色 ： 出力時の色設定。紙に印刷される色の設定です。

：一気に右側の色を左の色に揃える 。 （表示色が１色になり ます。 ）

表示色 ： 表示画面上の色設定 （ Ｃ １～Ｃ １ ５ ） 。見かけの色設定です。

：出力時の線の設定

※線の設定と文字設定に名前を付けて記録

※この２つはなるべく ＯＮ

にしてご使用下さい。

ド ッ ト幅 ： 印刷機器の最小ド ッ ト を

ミ リ幅 ： ミ リ単位で線の幅を設定。

１行目 ： ペンの幅を設定する 。

基準に設定する 。

数値に揃える 。

※ペンの幅設定について

数値を “ ” にする と 、その色は０

” にする と 、その色は－１“

出力されません。

非表示とな り ます。

：一気に右側の数値を左の

CLassic-CAD
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線の設定について

例：二点鎖線の場合

ＡＡ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

Ａ ライン １本目の長さを設定。 （ 印刷サイズで設定します。 ）

ラ イン １本目と ２本目の間隔を設定。 （ ２本目と ３本目の間隔も同じ値。 ）

ラ イン ２本目の長さを設定。

Ｂ

Ｃ

【 補足 】名前を付けて保存しておく と 、後で現在の図面設定を呼び出せます。

例 ： 「 記録 」 ボタン→ 「 Ｐ Ｌ ＡＮ－０ １ ． ｚ ｍ ｎ 」 → 「 保存 （ Ｓ ） 」

※ラインスタイル７ ， ８については、 もっ と細かく設定出来ます。

※ 「 ｚ ｍ ｎ ファイル 」 は、 「線の設定 」 「 文字設定 」 共通の記録ファ イルです。

Ｂ ＣＡ⑤

表示色を
デフォルトに
戻すボタン

②
③
④

①白抜き線幅

②埋込設定を使う ：

③図に設定を埋込 ：

④新作呼出 ：

⑤ラインスタイル名 ：

新作記録 ：

図面に埋め込まれている 「 線の設定 」 「文字設定 」 を使用する 。

今現在の 「 線の設定 」 「文字設定 」 を登録時に図面に埋め込む。

「新作記録 」 で記録した設定を呼び出す。

今現在の 「 線の設定 」 「文字の設定 」 を 「 新規作成 」 時にも使用する 。

現在、直線以外のラインスタイルが８種類あ り ます。

①白抜き線幅 ：

指定した色の線の下を指定した幅で

白く抜きます。 また、 「白抜き線幅 」 が

指定されている線同志 （白抜き幅が “ ０ ”

１㎜の幅で下の線が

白く抜かれます。

色１は白抜き幅 “ ０ ”

色１ ４に白抜き幅１㎜を指定【実行例 】

ではない線 ） は、白抜きされません。

白抜きしたい線は、白抜き幅を “ ０ ”

にしておきまし ょ う 。

環
境
コ
マ
ン
ド
（
線
の
設
定
）

現設定を記録

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ＿ＣＡＤ 」 の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内に保存します。
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環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

③

文字設定シート

※ＡＮＫフォン ト と漢字フォン トの違いと 、

Ｗ ｉ ｎ幅と Ｄ ＲＡ幅の違いを確認してみまし ょ う 。

： 出力時の文字の設定

Ｂ ： ボールド （太字 ）

㎜幅 ： ミ リ単位で出力時の線幅を設定

ド ッ ト ： ド ッ ト単位で出力時の線幅を設定

番号 ： Ｃ １～Ｃ １ ５ までの色番号

Ｗ ｉ ｎ幅

ＯＮ ： 高さの設定のみ有効な文字になり ます。

（文字配列が左に詰ま り ます。 ）

塗 ： 図面上で文字が線と重なったと き 、文字まわり を塗りつぶす。

： ＡＮＫ文字のフォン ト スタイルが設定出来ます。

記録 線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を記録する 。

呼出 ： 記録しておいた線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を呼び出す。

Ａ Ｌ Ｌ ： 下の項目を 　全て一番上の項目で設定したものと同じにする 。

：漢字文字のフォン ト スタイルが設定出来ます。

（文字と重なった部分の線は消えます。 ）

Ｏ Ｆ Ｆ ： 文字入力コマンドで設定した幅と高さ通りの文字にな り ます。

（ Ｄ Ｒ Ａ幅の文字になり ます。 ）

Ａ Ｎ Ｋ フォン ト

漢字フォン ト

： 現在の

（例 ： 赤の線を ３ ド ッ ト幅に設定→赤い文字の太さ も ３ ド ッ ト幅になる 。 ）

Ａ Ｎ Ｋ フォン ト とは？

漢字フォン ト とは？

Ｄ Ｒ Ａ フォン ト とは？

： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準文字幅のこ とです。

：英数文字の書体。寸法文字はＡＮＫを使う 。

：漢字 ・平仮名 ・ カタカナ ・英数 ・等、文字全般の書体。

： Ｄ Ｒ Ａ－ＣＡＤの書体。 ＡＮＫ 、漢字と もある 。

文字の太さは線の太さ と同じ 。

※Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準フォン トは、普通とボールド （ 太字 ） の２種類の太さみです。
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環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

④

その他設定シート

↓ ← →↑

ROL L
DOWNUP

ROL L

SHIFT

＋ ＊Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ＋ ＋Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ＋ －Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ

※自分の使いやすい動作設定に出来ます。

色々試してみまし ょ う 。

： 作業効率を上げるための詳細設定

パン距離 ｘ ： パンニング距離 （ ｘ方向 ） を設定する 。

パン距離 ｙ ： パンニング距離 （ ｙ方向 ） を設定する 。

※上の項目は切替ボタンで切り替えます。

←の矢印キーで有効です。

パン比率 ： 画面の幅を １ （ または高さを １ ） と した時のパンニングの比率を設定する 。

ズーム比率 ： 画面の幅を １ と した時のズーム比率を設定する 。

←のキーで有効です。

クロスカーソル長さ ： ク ロスカーソルの長さを画面上のド ッ ト数で指定します。

最大表示比率

ド ラ ッグ本数 ： ド ラ ッギングする と きの最高線本数を設定します。

スナップ距離 ： スナップしやすい領域を画面上のド ッ ト数で指定します。

ポップページ番号表示

クロスカーソル太さ ： ク ロスカーソル太さを画面上のド ッ ト数で指定します。

： ポップアップメニューシートのページに番号が表示出来ます。

文字原点， Ｊ ２ ７ ８

＋ ［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ でもスナップする

Ｃ Ｐ Ｕクロッ ク ［ ＭＨ ｚ ］

： 文字の原点を表示します。 （ 数値は表示ポイン ト円の半径 ）

： キーを押しながらスナップさせるこ とが出来る 。

： マシンのＣ ＰＵを入力します。

パン遅延 ［ 秒 ］ ： Ｊ ３ １ コマンドでパンニングする と きのスピード調整をします。

拡張Ｄ Ｘ Ｆ ［ 呼 ・ 書 ］ ： 最新ＤＸ Ｆバージ ョ ンまで対応した変換機能です。

（通常はＯ Ｆ Ｆで使用。呼び出せない場合にＯＮにします。 ）

（ Ｃ Ｐ Ｕがわからないと きは１ ０ ０に設定します。 ）

： 拡張ポップアップのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ切り替えが出来ます。

また、拡張ポップアップのページＮＯ ． と列数を設定出来ます。

【標準割付 】

：作図枠を １ と したと きの最大画面表示比率を設定。 （ 基準値 ： １ ． ０ ５ ）

拡張ポップ頁，列

ヒコーキコマンド

便利です。

でＯ Ｆ Ｆに

してあるページを使用頻度の高い

コマンドで編集し 、使用する と

■拡張ポップアップの作り方

CLassic-CAD
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拡張ポップアップ
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その他の設定について

パン比率 ： ０ ． ２ ５…

０ ． ５……

１ ． ０……

※文字原点が中央 ・ 下にある場合→

左の数字は原点の半径です。 （ ディ スプレイのド ッ ト単位 ）

この原点は消せませんし 、出力しても印刷されません。

表示しておく と 、移動等で文字をスナップする時に便利です。

文字の原点を表示させるこ とが出来ます。

■文字原点表示

スナップポイン ト

コピーする

コピー基準点
捨て線を引かなくても平気

なので、 ＯＮにしておく と

便利です。

■＋ ［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ でもスナップする

キーを押しながら端点等にスナップさせる と 、SH I FT
その端点に対して水平 ・垂直な線を引いたり 、

コピー ・移動させるこ とが出来ます。

から まであ り ます。

■ポップページ番号表示

メニューシートのページ部分にページ番号を表示させます。

ROLL１ ． ２ ５… キーを １回押すと画面が１ ． ２ ５倍ズームアップする 。UP
１ ． ２ ５… ROLL キーを １回押すと画面が０ ． ８倍ズームダウンする 。DOWN

ズーム比率 ：

キーを ２回　 　 　〃

キーを １回　 　 　〃

環
境
コ
マ
ン
ド
（
そ
の
他
設
定

）

キーを ４回押すと画面の右端が左端にく る率。

ROLL
UP

PAGE
DOWN

ROLL
DOWN UP

PAGE

表示する文字列の
文字を リ アルに

最大の長さのド ッ ド数

する文字列の最大
表示しながら ド ラ ッグ
文字を リ アルに

の長さのド ッ ド数

にある場合→左 ・ 下

CLassic-CAD

Ⅰ-81-



全消去
（ Ｚ Ａ Ｐ ）

【 機能 】 　画面上の図面を全て消去し 、起動時の

状態に初期化する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ９

仕事終了
（ Ｅ Ｎ Ｄ ）

【 機能 】 　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄを終了する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ０

新規図面作成

※フ ァイル （ Ｆ ） の下の項目 「 新規作成 」 と同じ

サブメニューです。

終了 ： Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを終了します。

キャンセル ： 終了するのを中止します。

登録終了 ： 画面上の図面を登録後、

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを終了します。

バックアップ ： バッ クアップファ イルの作成。

【注意 】

必要なデータは必ず登録してから 、 コマンドを実行してください。

実行後は、要素 （ 現図面 ・ 現設定 ） の復帰は出来ません。

CLassic-CAD

Ⅰ

終了をク リ ッ クする と 、画面上の図面は登録されません。

例 ） 　 Ｐ ｌ ａ ｎ－０ １ ．ｍ ｐ ｗ

Ｐ ｌ ａ ｎ－０ １ ． ｍ ｐ ｗ ． ｂ ａ ｋ

【 注意 】

【 補足 】

ただ

データ編集後でないとサブメニューは出ません。そのまま終了されます。

バッ クアップファ イルは、そのファ イルと同じフォルダ内に作成されます。

フ ァイル名

コ メン ト

： こ こでファ イル名を確認します。

： こ こでファ イルのコ メン ト書き込めます。

参照 ： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ の 「 ファ イルを開く 」 シートで、ファ イルの場所を参照出来ます。

同時書込 ： 右の欄に指定したフォルダ内に同じファ イルを同時に書き込みます。

次回呼出 ： 右の３つのモード切替ボタン

現在のファイル

指定フ ァイル

しない

： 次に立ち上げたと き 、指定したファイルを呼び出す。

：次に立ち上げたと きの開く ファイルを指定しない。

：次に立ち上げたと き 、現在のファ イルを呼び出す。
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文字サイズ変更
（ ＴＭＯＤ Ｉ Ｆ Ｙ ）

【 機能 】 　既に入力してあるコード型文字１ ． ２

（ 英字 ・ 数字 ・ 漢字 ・ かな共通 ） の

文字形態を変更する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ８

縦横 ： 文字の縦書き横書きの変更。

傾斜角度 ： 傾斜角度の変更。

回転角度 ： 文字の回転角度の変更。

間隔 ： 文字間隔の変更。

文字高さ ・ 幅 ： 文字高さ ・ 幅の変更。

印刷サイズ ： 印刷サイズで文字サイズを変更します。

図面からサイズを参照

： 図面上にある文字サイズを参照します。

原点 ： 文字の原点位置の変更。

０～７ ： 設定した文字サイズの登録が出来ます。

呼び出しはボタンを押すだけで簡単です。

コード文字の線分化
（ Ｔ ２ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ）

【 機能 】 　指定した文字列を線分化します。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ３ ３

全ての文字を線分化するモードがあります。

Ｄ Ｒ Ａ文字だけを線分化するモード と 、

■実行例

線分化文字フォン ト文字

【 注意１ 】 一度線分化した文字を普通のフォン トに戻すこ とは出来ません。

【注意２ 】

【 注意３ 】

外字は線分化出来ません。

「 Ｓ ｔ ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内にＤＲ Ａフォン トがないと 、線分化は出来ません。

（ Ｄ Ｒ Ａフォン トのスタイルを元に線分化するため。 ）

CLassic-CAD
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コード型文字１
（ Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ Ｌ ， Ａ Ｎ Ｋ ）

文字高さ＝３ ． ５ ，幅＝３

ペン文字 （ ＡＮＫ文字 ）

印刷サイズ ： 印刷する用紙に合わせて ミ リ単位で設定

図面からサイズを参照

： 図面上にある文字サイズを参照します。

自動判別 ： 自動的に 「 ＡＮＫ文字 」 「漢字文字 」 を

判別して書き込みます。

漢字文字 ： 漢字 ・ かな入力に適しています。

Ａ Ｎ Ｋ文字 ： 英字 ・数字入力に適しています

できます。図面スケールに合わせないで

印刷文字の大きさを設定できます。

：既に書き込まれた文字を書き換えます。置換

一気に同じ文字列に変更する と き便利。

編集 ： 既に書き込まれた文字を編集します。

文字列の一部を変更する と き便利。

拡張

０～７

： オプシ ョ ン用機能。数値の設定に使用。

記憶させておく と便利です。

：設定を記憶する メモ リーボタンです。

傾斜角度 ： 傾斜角度を設定します。

回転角度 ： 文字の回転角度を設定します。

間隔 ： 文字間隔を設定します。

右移動量 ： 原点から文字までのＸ方向距離。

原点浮き ： 原点から文字までのＹ方向距離。

縦横

原点

： 縦書き ・ 横書きを設定します。

：文字の原点位置を設定します。

書込 ： 通常の文字書き込みモードです。

新規で書き込むと きはこのモードです。

文字高さ

　 　 　幅

： 文字の高さを設定します。

：文字の幅を設定します。

（ Ｓ ｉ Ｌ Ｄ汎用の寸法線コマンド等 ）

【 補足１ 】 環境設定の文字設定 にしてある場合、

文字幅と文字間隔の設定は無効になり ます。

で、Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 幅を

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 文字の場合、傾斜角度が何度でもイタ リ ッ ク体になり ます。【補足２ 】

Ｄ ＲＡ文字は設定した角度にな り ます。

文字の高さ 　

幅

回転角度

傾斜角度
右移動量

原点浮き

間隔 原点位置 印 （ ９ カ所 ）●

左
中
央右

上

中

下●

●

●●

●

●●

●

●

CLassic-CAD
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【 機能 】 　英字 ・ 数字 （ 半角文字 ） を入力する 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ３ ６
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コード型文字２
（ Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ Ｋ ， Ｋ Ａ Ｎ Ｊ Ｉ ）

漢字を選ぶ ◎にする

縦を指定する

角度は２ ７ ０度

[Arial],[Century]

縦書き文字の書き方

縦書き文字にしたい場合は、 「 環境設定 」 の 「文字設定 」 で、

漢字フォン トの ［ ＭＳゴシッ ク ］ ［ ＭＳ明朝 ］等を設定して下さい。

筆文字 （漢字文字 ）

コード型文字１ と同じです。※操作方法は、

【注意１ 】 など 、アルファベッ トの名前のフォン トは縦パターンを

持っていませんので、縦書き出来ません。

また、 Ｄ ＲＡ文字も縦パターンがあ り ませんので縦書き出来ません。

※
こ
れ
で
縦
書
き
に
な
り
ま
す
。

【 注意２ 】 入力原点位置は、－９ ０ ゜ 回転させて考えて下さい。

漢
字
入
力
コ
マ
ン
ド

CLassic-CAD
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【 機能 】 　漢字 ・ かな （ 全角文字 ） を入力する 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ９ ８
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Ｄ Ｒ Ａ文字 （ フォン ト ） の表現について①

環
境
コ
マ
ン
ド
（
文
字
設
定
）

Ｄ Ｒ Ａ フォン ト を指定文字の太さを設定

現設定を記録

■Ｄ Ｒ Ａ フォン トは４種類

■Ｄ Ｒ Ａ フォン トの太さ

Ｂ（ ボールド ） ボタン 　 ＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆの影響を受けません。

※ここでいうＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フォン ト とは？

■Ｄ Ｒ Ａ フォン トのサイズ ・ 間隔

高さ 、幅、間隔、角度、太さ （ 線幅と同じ ） 　は設定した通りに出力されます。

設定のＷ ｉ ｎ幅を にしても 、 Ｄ ＲＡ文字の幅 ・間隔は影響されません。

太さは、太字 （ Ｂ ： ボールド ） か普通の２種類です。

にしないと表現出来ません。幅 ・ 間隔は、Ｗ ｉ ｎ幅を

※Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フォン トの太さ ・ 幅 ・ 間隔

ＡＮＫフォン ト なら ［ Ａ ｒ ｉ ａ ｌ ］ ［ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｕ ｒ ｙ ］ 等、

名前を付けて保存しておく と 、後で現在の図面設定を呼び出せます。

例 ： 「 記録 」 ボタン→ 「 Ｐ Ｌ ＡＮ－０ １ ． ｚ ｍ ｎ 」 → 「 保存 （ Ｓ ） 」

Ａ Ｎ Ｋ フォン ト ：

漢字フォン ト ：

線幅と同じにな り ます。 ド ッ ト ・ ミ リ幅どちらで設定してもかまいません。

（注 ： Ｄ ＲＡフォン トは縦書き出来ません ）

漢字フォン ト なら ［ＭＳゴシッ ク ］ ［ ＭＳ明朝 ］ 等。

【補足 】

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ＿ＣＡＤ 」 の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内に保存します。
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Ｄ Ｒ Ａ文字 （ フォン ト ） の表現について②

ペ
ン
文
字
・
漢
字
入
力
コ
マ
ン
ド

左のよ うに設定する と 、下の

よ うなＤ ＲＡ文字にな り ます。

これは 「環境設定 」 の 「文字設定 」 で

線幅を ２ ド ッ トにしてあ り ます。

（ Ｄ Ｒ Ａフォン トはＷ ｉ ｎ フォン ト と

　違って、線幅の設定に文字の太さが

【注 】 ド ッ トの大きさは

プリ ンタによって異な り ます。

影響されます。 ）

設定例３ ： 高さ＝６ ，幅＝３ ，間隔＝１ ，傾斜角度＝４ ５

設定例２ ： 高さ＝３ ，幅＝６ ，間隔＝－０ ． ５ ，傾斜角度＝０

設定例１ ： 高さ＝３ ，幅＝３ ，間隔＝３ ，傾斜角度＝０

※Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フォン トのサイズ

文字設定でＷ ｉ ｎ幅を にしている場合、幅 ・ 間隔を設定しても影響しません。

又、角度を何度にしても １種類の斜体 （ Ｉ ： イ タ リ ッ ク ） にな り ます。

文字高さに合わせて表現され、そのフォン トに合わせて間隔がつま り ます。

設定例５ ： 高さ＝４ ，幅＝６ ，間隔＝４ ，傾斜角度＝６ ０ ，ＭＳ Ｐゴシッ ク ，

Ｂ （ ボールド＝太字 ） ，Ｗ ｉ ｎ幅

設定例４ ： 高さ＝４ ，幅＝６ ，間隔＝４ ，傾斜角度＝６ ０ ，ＭＳ Ｐゴシッ ク ，

Ｂ （ ボールド＝太字 ） ，Ｗ ｉ ｎ幅

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フ ォ ン ト

Ｗｉｎｄｏｗｓフォント
（ ↑文字高の数値のみに合わせた、Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 的表現 ）

（↑Ｄ Ｒ ＡＣＡＤ的表現 ）
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ジャンプ
（ Ｊ ＵＭＰ ）

【 サブメニュー 】

【 ジャンプリス ト 】

【 機能 】 　直接フ ァイル名 （ 図面上の文字列やジャンプリス トの

フ ァイル名など ） を指定して、素早く図面を読み込む。

別のド ライブやディ レク ト リにあるファイルをまとめて

管理することができる 。登録されたデータを作業中の

図面上に呼び出して描き込む。 （ ※図面のリンク表 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ８

フ ァイル ： キーボードからファイル名を直接入力します。

リス ト登録 ： ジャンプリ ス ト を登録します。

リス ト読込 ： ジャンプリ ス ト を読み込みます。

ディ レク ト リ ： ディ レク ト リ順に整列します。 （ ソート機能 ・ 昇降順切替 ）

フ ァイル名 ： ファ イルの名前順に整列します。 （ ソー ト機能 ・昇降順切替 ）

ページ ： ０～９ ９ページまで選択できます。 （ １頁につき １ ０ ファイルまで登録可能 ）

（ Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準のファ イルシートから複数選択出来ます。 ）

複数追加 ： ジャンプリ ス トにファ イルを複数追加します。

全行削除 ： ［ ・ ］ マーク以外のファ イルを全て削除します。

直接追加 ： ジャンプリ ス トに、現在画面に表示されているファイルを追加します。

重複整理 ： 重複したファイル名を整理します。但し 、現在画面に表示されている

ファイルは整理できません。

連続印刷 ： 連続印刷したファ イルに ［

［ ・ ］ マークがＯＮのファイルを全て連続印刷します。

全体表示

］ マークをＯＮにしておきます。・

： 呼び出した図面の全体を表示します。

確認 ： 新規作成を実行する と き 、左上に確認メ ッセージが出ます。

登録 ： ジャンプの前に現図面の登録。

条件 ： データが変更された時だけ登録。

確認 ： 常に確認します。

新規作成 ： 読込時に指定したファ イル名のファイルが既存していないと き 、

そのファ イル名で新規に図面を作成します。

飛先確認 ： ジャンプ先を確認する メ ッセージが出ます。

サブメニューを移動します。

現画面のファ イル名を表示します。

ジャンプボタン 。ジャンプリ ス ト中のファイル

を登録されている順に、直接呼び出します。

（左ク リ ッ ク＝昇順／右ク リ ッ ク＝降順 ）

ジャンプリス ト を呼び出します。

（ ファ イルの読込 ・登録 ・ 削除を行います。 ）

フ ァイル名のロッ ク

ジャンプ

現画面のファ イル名にポイン ト されるボタン 。

ページスクロール。 （ 左ク リ ッ ク／右ク リ ッ ク ）

： 呼び出すファイル名をＯＮにする 。

： ［ ］ マークをＯＮにする 。・

Ｄ ＲＡ－ＣＡＤ リ ンク
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コピー＆ペースト
（ Ｐ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ ）

【 機能 】 　図面の一部または全部に名前を付けて

登録する 。 （ コピー ）

コピーで登録された図面を呼び出して

貼り付ける 。 （ ペース ト ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ９

： ペース ト を実行します。ペース ト （ 張付 ）

コピー （ 作成 ）： コピーを実行します。

名称 ： これから作成するコピーファ イルの名前を

または、 これから貼り付けるファイル名を

入力。 （ コピー ）

入力。 （ペース ト ）

番号 ： これから作成するコピーファ イルの名前を

または、 これから貼り付けるファイルの

番号で入力。 （ コピー ）

番号を入力。 （ ペース ト ）

： 自動的に連続番号にする時の設定です。

●ペース ト （ 張付方法 ）

①ペース トで描き込みたい図形のファイル名を入力します。 （ パスも指定 ）

②サブメニューの外で左ク リ ッ ク し 、ペース ト を実行します。

●コピー （ 作成方法 ）

①パス （ ド ラ イブ＆フォルダ ） を指定し 、付けたいファ イル名を入力します。

②メ ッセージに従ってコピーしたい図形を指示します。

④ベースポイン ト （図形の基準点 ） にカーソルを合わせ、左ク リ ッ ク します。

アクテ ィ ブ ： 現在設定されている属性で貼り付けます。

レイヤ ： 設定したレイヤ番号で貼り付けます。

グループ ： 設定したグループ番号で貼り付けます。

色 ： 設定した色で貼り付けます。

線 ： 設定した線種で貼り付けます。

スケール調整 ： スケールを自動調整します。

回転 ： 貼り付ける と きの回転角度を設定します。

倍率 ： 貼り付ける と きの倍率を設定します。

（※ペース ト時に有効 ）

③サブメニューの外で左ク リ ッ ク し 、 コピーを実行します。

③ベースポイン トでペース ト位置を指定します。 （連続的にペース ト可能 ）

＜小＞，参照 ： ド ラ イブ，ディ レク ト リ （ フォルダ ） を指定出来ます。

ＭＰ Ｐ ・ ＭＰＷ ： コピーファ イルをＭＰ Ｐ 、ＭＰＷどちらで作成するか選択します。

CLassic-CAD

Ⅰ-89-



ク リ ップボード

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ０ １

貼り込み可能。

コピーだけでな く 、Ｗ ｏ ｒ ｄやＥ ｘ ｃ ｅ ｌ にも

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ ， Ｄ Ｒ Ａ－Ｃ Ａ Ｄ間の

【 機能 】 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ標準のコピー機能と連動します。

その図面のスケールと リンクしています。

文字列を Ｔ Ａ Ｂで区切ってコピー

取り込む図面 （ 図形 ） が大きすぎる場合、縮尺を変えてコピーします。

※Ｗｏ ｒ ｄ 、 Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 、一太郎、等のファイルに図面を貼り付ける際、

縮尺を変えないと全部入らない場合があ り ます。

※Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 等の表形式ファ イルにコピーする際、 ＣＡＤで

書いた表と同じ状態で文字を持っていく こ とができます。

線種詳細、塗り潰し 、円を線で

線種詳細 ： 線を詳細描画のままコピーします。

塗り潰し ：

用紙作成コマンド等で決めた縮尺の数値が入り ます。

同じ縮尺の図面にコピーする際は、

こちらをＯＮにして下さい。

通常は “ コピー ” モードです。

細かい範囲を設定出来ます。

コピー、切取

“ 切取 ” はⅠ－６ ０ を参照下さい。

円を線で ： 円がう ま く取り込めない場合、円を疑似円 （ 線描画 ） 状態に

してコピーします。

塗り潰しコマンド

その描画のままコピーします。

それらの基本的な操作方法は、 こちらではお答え出来ません。

※Ｗ ｏ ｒ ｄ ， Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ は、マイクロソフ ト社の登録商標です。

【 参考 】 Ｗｏ ｒ ｄやＥ ｘ ｃ ｅ ｌ に貼り付ける場合、それぞれの

編集 形式を選択して貼り付け 図 （ メ タ フ ァイル ）

メニューバーにある

で貼り付けられます。

【標準割付 】 ＋ＣＴＲＬ Ｃ

※ＤＲＡ－ＣＡＤ ， Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ間のコピーでは２定義 （

※Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを ２面立ち上げて図面間のコピーをする と便利です。

で塗りつぶされた部分を

メ タ フ ァイル定義，

文字定義 ） の設定は必要あ り ません。

CLassic-CAD

Ⅰ

コピー
（ Ｅ Ｃ Ｐ ）

-90-



【 機能 】 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ標準のペース ト機能と連動します。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ ， Ｄ Ｒ Ａ－Ｃ Ａ Ｄからの

Ｗｏ ｒ ｄやＥ ｘ ｃ ｅ ｌ の表や、普通の文字列を貼り

込められます。 （ 但し 、 Ｄ Ｒ Ａ形式の表 ・ 文字列 ）

図形を張り込めます。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ０ ２

ク リ ップボード

※貼り付ける図面の縮尺が違う場合、倍率を変えてみて下さい。

その他、回転させて貼り付けたり 、 レイヤ ・ グループを変えて

貼り付けるこ と も出来ます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ 、 Ｄ Ｒ Ａ－Ｃ Ａ Ｄ 　 ｆ ｏ ｒ 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ で

ク リ ップボード コピーした図面を貼り付けます。

表作成 （ Ｄ Ｒ Ａ形式の表を作成する 。 ）

※Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 、Ｗ ｏ ｒ ｄ等の表形式ファ イルから表の状態で文字を

貼り付けたい場合、表作成を○にして下さい。

※Ｗｏ ｒ ｄ ， Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ は、マイクロソフ ト社の登録商標です。

それらの基本的な操作方法は、 こちらではお答え出来ません。

自動サイズ ： ＯＮにする と 、自動的に表のサイズを決めて書く 。

Ｏ Ｆ Ｆにする と 、次のカラム位置を指定するためのメ ッセージが出る 。

枠線書く ： 自動的に書かれた表に合わせて、同時に枠線も書く 。

文字 ： サブメニューが現れ、文字サイズを細かく指定出来ます。

高 ： 文字高を設定出来ます。

幅 ： 文字幅を設定出来ます。

刷 ： 印刷サイズで文字を書く （ ＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ ） 。

文字サイズ指定が出来ます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ ， Ｄ Ｒ Ａ－Ｃ Ａ Ｄ

全てＭＰＷ形式です。

の図面のク リ ップボードデータは、

※Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを ２面立ち上げて図面間のコピーをする と便利です。

【補足 】

【 標準割付 】 ＋ ＶＣＴＲＬ

図面は、 ＣＡＤデータからのみ貼り付けるこ とが出来ます。

文字や表は、あらゆるデータからコピーして貼り付けられますが、【注意 】
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ボックス１
（ ＢＯ Ｘ ）

【 機能 】 　縦と横の大きさを指定して 、矩形を描く 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ０

（ ＷＡ Ｌ Ｌ ）
【 機能 】 　 ２本の平行して線分を描く 。 （ 包絡処理あり ）

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ５ ８

ダブル線　①

【 解除 】連続モードの時は、右上の をク リ ッ クする と実行する 。

※メ ッセージのどっち側へとは、偏心する側のこ とです。

偏心しない場合はどちら側でク リ ッ ク してもかまいません。

←ＢＯ Ｘ配置基点

サイズＸ ： ボッ クスの横の長さを設定します。

グループ変更 ： 作成時に設定したグループ番号に

移動上 ： Ｙ軸方向の偏心距離を設定します。

移動右 ： Ｘ軸方向の偏心距離を設定します。

角度 ： 回転角度を設定します。

サイズＹ ： ボッ クスの縦の長さを設定します。

： グループ番号を変更しないで作成グループ変更

します。

します。

連続 （ Ｏ Ｆ Ｆ ） ： １直線のダブル線を作図。

連続 （ Ｏ Ｎ ） ： 折れ線のダブル線を作図。

厚さ ： ２本の平行線の幅を設定します。

偏心 ： 基準線からの偏心距離を設定します。

包絡処理 （ なし ・ する ・ 自分 ） ： 下図参照。

CLassic-CAD

Ⅰ-92-



（ ＷＡ Ｌ Ｌ ）
ダブル線　②

「 仕上げ線 」 作図ができます。

※ダブル線コマン ドで 「 端あけ 」 と 「 ふさぎ 」 と

仕上げ付き

自分包絡

ふさぎ端あき標準

作図例

仕上げ線だけは別の属性で

作成したい場合に指定しま

す。 「 × 」 の状態は，ダブ

ル線と同じ属性になります。

仕上げ線はダブル

線の外側を正の方

向と して厚さを指

定します。

本当に仕上げなら

「 正 」 ですが， Ｈ

形鋼の立面に応用

するなら 「 負 」 の

この 「 拡張 」 ボタ

ンを押し下げると

以下の機能が有効

になります。

ダブル線の両端を同じ

属性の線で閉じます。

指定した位置，また

は包絡後の完成位置

から指定距離だけ後

退させます。

後退距離は，軸線に

沿った距離で指定す

る方法と ，完成面と

垂直に後退させる方

法とが選べます。
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矢印
（ Ａ Ｒ ＲＯＷ ）

【 機能 】 　大きさ と角度を指定して、矢印を描く 。

（ 端点指定 ・ 線分指定 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ８ ９

角度

奥行

矢印閉じない，線両端 矢印閉じない，片両端 矢印閉じない，線片端

矢印閉じる ，指示点 矢印閉じる ，線両端 矢印閉じる ，片両端 矢印閉じる ，線片端

矢印閉じない，指示点

：矢印の先を く形 （＜ ） にする 。

：指示する線分と同じ属性にする 。

線種アクテ ィ ブ ： 現在の属性に合わせる 。

片側両端 ： 線分を指示して両端点に描く 。

線分片端 ： 線分を指示して一端点に描く 。

線分両端 ： 線分を指示して両端に描く 。

指示点 ： 端点を指示して一端点に描く 。

矢印閉じる ： 矢印の先を三角 （△ ） にする 。

線と同じ

矢印閉じない

■書き込みパターン （ ８種類 ）
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（ Ｈ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ）
ハッチング 【 機能 】 　指定した範囲をハッチングする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ４

（ いも目地 ・ うま目地 ・ クロスハッチング ）

： 同一グループを一括処理します。

：指示した領域内をハッチング。

：各頂点で囲った領域をハッチング。

うま ： う ま目地を書く時のモードです。

角度 ： 傾き角度を設定します。

いも ： いも目地 （ ク ロスハッチング ） を描く時のモードです。

ハッチング ： 普通のハッチングを描く時のモードです。

自由設定 ： 自由に設定出来るモードです。

印刷サイズ ： 高さ ・幅を印刷時のサイズにする 。

ピッチ ： ハッチング間の幅を設定します。

基点指定

グループ更新 ： グループ番号を更新しながら描きます。

： ハッチングをする と きの基点を指定します。

描本数 ： １パターンの本数を設定します。

空本数 ： 各パターンの空き本数を設定します。

高さ

幅 ： 横の幅を設定します。

：高さを設定します。

●自由設定●うま目地●いも目地●ハッチング
（ 色々なパターンが可能 ）（ ク ロスハッチング ）

【 解除 】 Ｌ ｉ ｎ ｅ モードの時は、右上の を ２度ク リ ッ クする と実行します。

■書き込みパターン （ 下のパターンは一例です ）

CLassic-CAD

Ⅰ

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

Ａ ｒ ｅ ａ

Ｌ ｉ ｎ ｅ

： 同一レイヤを一括処理します。

-95-



ボックス２
（ Ｒ Ｅ Ｃ Ｔ ）

【 機能 】 　対角の２点を指定して矩形を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ８

（ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ Ｐ ）
内外法線 【 機能 】 　指定点内の内側か外側に指定した距離で

平行線を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ５

引き出し線 【 機能 】 　 Ｘ軸に対して指定した角度で線分を描く 。

Ｘ軸に対して指定した角度で引き出し線を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ５

（ Ａ Ｎ Ｇ Ｌ Ｅ Ｐ ）

内法Ｂ ： ２本目の線の偏心距離を設定。

内法Ａ ： １本目の線の偏心距離を設定。

偏心をしない場合は “ ０ ” にしておきます。

グループ変更 ： 作成時に設定したグループ番号にします。

グループ変更 ： グループ番号を変更しないで作成します。

内外法距離 ： 内外法線までの距離を設定します。

【解除 】終了時は、右上の をク リ ッ ク した後、右ク リ ッ ク します。

タイプ ２ ： Ｘ軸を基準と してベース角度を設定し 、そのベースをＸ ， Ｙ軸と して、その

いずれかに、斜線又は引き出し線を描きます。

： Ｘ軸を基準とする角度を設定し 、その角度方向、又は１ ８ ０ ゜ 反対方向のタイプ １

ベース角度 ： カーソルの角度を設定します。

傾斜角度 ： 線分の傾き角度を設定します。

（ タイプ２の場合に有効 ）

角度方向、又は１ ８ ０ ゜ 反対方向のいずれかに、斜線 （ 引出し線 ） を描きます。
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丸面取り
（ Ｃ Ｈ ＡＭ Ｆ Ｅ Ｒ Ｃ ）

【 機能 】 　 ２本の線分に対して 、円で面取りをする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ８ ２

どの線と どの線

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

CLassic-CAD
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角面取り
（ Ｃ Ｈ ＡＭ Ｆ Ｅ Ｒ Ｌ ）

【 機能 】 　 ２本の線分に対して 、直線で面取りをする 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ８ １

どの線と どの線

終了時は、右上の をク リ ッ クする と指示メ ッセージが表示されます。

メ ッセージの指示に従って、作業を進めて下さい。

雲型定規
（ Ｃ Ｕ Ｒ Ｖ Ｅ ）

一周させますか？ 通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ５ ）

通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ２ ） 通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ３ ） 通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ４ ）

線分長は＊＊＊＊㎜　確認 ＜確認＞

始点での方向は？

終点での方向は？

Ｎ

Ｙ
Ｙ

【 解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

【 解除 】

※

※こ この 「確認 」 で “ Ｎ ” と し 、好きな長さを入力するこ と も出来ます。

（ スプライン曲線 ） 【 機能 】 　指定した点を３次元曲線に近似した線で結ぶ。

【割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ８
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開き扉
（ ＤＯＯＲ ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ２ ０

【 機能 】 　指定の壁位置に片開き／親子／両開き／
スウィ ングの扉を描く 。 （ 包絡処理あり ）

“ 左端合せ ・ 偏心なし ・ 包絡する ・ 片開きタイプ ” の場合

配置ポイン ト ２ 方向

基準点

偏心距離 （ 偏心距離 ： １ ０ ０ ０㎜ ）

親子扉 「 観音開き 」 に設定

（第１扉 ： ８ ０ ０㎜　第２扉 ： ４ ０ ０㎜ ）

開ける方向

スイング扉

中心合わせの場合

左端合わせの場合

１０００㎜

１０００㎜

中心合わせ

左端合わせ

左上 右上

１ ２ ０ ０㎜４００㎜

＊中心合わせの基準点は開口幅の中心になる

中心合わせ

８００㎜

８００㎜

左端合わせ

包絡する

２１

片開き

観音開き

１スイング

２スイング

： 片開き扉を作成します。

：観音開き扉を作成します。

：片開きスイング扉を作成します。

：観音開きスイング扉を作成します。

第一扉幅 ： 観音開きの第１扉の幅を設定します。

第二扉幅 ： 観音開きの第２扉の幅を設定します。

偏心距離 ： 基準点からずれる距離を設定。

包絡する

第二スナップ

中心合せ ： 基準点間で振り分けて作図。

右端合せ

左端合せ ： 基準点 （ 吊元 ） から作図します。

：基準点 （ 吊元の逆 ） から作図します。

：自動的に開口を開けます。

： “ 配置ポイン ト ２ ” の時のスナップを

決めておきます。

【補足 】第１基準点と第２基準点は、必ず垂直にと り ます。
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引き違い戸
（ ＤＯＯＲ Ｓ Ｌ ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ７

【 機能 】 　指定の位置に引き違い／片引きの戸を描く 。

（ 包絡処理あり ）

１８００㎜

中心合わせ

基準点について

端合わせ

端合わせ

＊中心合わせで偏心距離が０㎜の時
開ける方向はどの方向でも良い

１０００㎜

中心合わせ

１０００㎜
端合わせ

偏心距離

（偏心距離 ： １ ０ ０ ０㎜ ）

偏心距離について

“ 端合せ ・ 偏心なし ・ 包絡する ・ 引違いタイプ ” の場合

ドア第２基準点 ドアを開ける方向
包絡する

包絡しない

【 補足 】第１基準点と第２基準点は、必ず垂直にと り ます。

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

包絡する ： 自動的に開口を開けます。

偏心 ： 基準点からずれる距離を設定。

端合せ ： 基準点から作図します。

中心合せ ： 基準点間で振り分けて作図。

（一枚引のと き設定する 。 ）

壁扉間 ： 壁と戸の間隔を設定します。

開口幅 ： 開口の幅を設定します。

グループ ： グループ番号を連続変更しながら作成します。

グループ ： グループ番号を変更しないで作成します。

グループ ： 作成時に設定したグループ番号にします。

一枚引きタイプ ： 一枚引き戸を作成します。

引違いタイプ ： 引き違い戸を作成します。

包絡しない ： 壁に開口を開けません。
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階段
（ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ）

【 機能 】 　上下の位置指定により 、階段の断面を描く 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ５
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【 機能 】 　指定した図形を移動する 。 （ ド ラ ッギング有 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ０

ブロッ ク移動１
（ ＭＯ Ｖ Ｅ ）

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指定した線分を移動します。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 指示した範囲内の図形を移動します。

CLassic-CAD
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平行複写 （ 線分／円 ）指定 どちら側へ 平行複写 （ 線分／円 ）指定

平行複写 （ 線分／円 ）指定 どちら側へ 平行複写 （ 線分／円 ）指定

線分を ５本複写する場合

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 指示した線分と同一グループを一括移動。

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ： 指示した線分と同一レイヤを一括移動。

ボタンを押すと絞り込み選択ボタンが出てきます。

（Ⅰ－６ ０ページ参照 ）

ド ラ ッグ ： ド ラ ッギングさせながら移動します。

回転 ： 回転させながら移動します。

円弧を ７本複写する場合

ブロッ ク移動２
（ ＭＯ Ｖ Ｅ Ｘ Ｙ ）

【 機能 】 　指定した図形を移動する 。

（ Ｘ ・ Ｙの移動距離を設定 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ２

平行複写
（ Ｐ Ａ Ｒ Ａ Ｌ Ｌ Ｅ Ｌ ）【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ４ ２

【 機能 】 　線分、または円を平行複写する 。

移動 ｘ ： Ｘ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

移動 ｙ ： Ｙ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせて１～７

おく こ とができる便利な機能です。

０は 「 移動１ 」 「 複写１ 」 「 パラ メ ト リ ッ ク １ 」 での

移動距離にアクティブに毎回変動します。

メモリーボタン
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ミ ラー
（ Ｍ Ｉ Ｒ Ｒ ＯＲ ）

【 機能 】 　指定点に対して上下 ・ 左右 ・ 斜めに図形を

複写／移動する 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ６ ６

ブロッ ク複写１
（ Ｃ Ｏ Ｐ Ｙ ）

【 機能 】 　指定した図形を複写する 。 （ ド ラ ッギング有無 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ３

ブロッ ク複写２
（ Ｃ Ｏ Ｐ Ｙ Ｘ Ｙ ）

【 機能 】 　指定した図形を複写する 。 （ Ｘ ・ Ｙの距離を指定 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ７ ５

： そのままコピーする場合、設定は全て

“ ” にしておきまし ょ う 。×

ド ラ ッグ ： ド ラ ッギングをしながらコピーする 。

：連続してレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

： １回のみレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

方向 （ 斜め ）： 角度をもたせて処置する 。

方向 （ 左右 ）： 左右対称位置に処置する 。 （ ｘ方向 ）

方向 （ 上下 ）： 上下対称位置に処置する 。 （ ｙ方向 ）

元データ （ 消去 ）： 実行後、元データを消去する 。

元データ （ 残す ）： 実行後、元データを残す。

グループ ： グループ番号を変更しないでコピーします。

グループ ： コピー時に設定したグループ番号に

変更します。

コピー数 ： コピーする個数を設定します。

移動 ｙ ： Ｙ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

移動 ｘ ： Ｘ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

メモリーボタン

まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせておく こ とができる便利な機能です。１～７

０は 「 移動１ 」 「 複写１ 」 「 パラ メ ト リ ッ ク １ 」 での移動距離にアクティブに

毎回変動します。

グループ ： グループ番号を連続変更しながら

コピーします。

グループ ： グループ番号を個別に連続変更しながら

コピーします。

レイヤ ・ グループ ・ 回転 ・ 拡大
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等分割
（ Ｄ Ｉ Ｖ Ｉ Ｄ Ｅ ）

【 機能 】 　 ２本の線分の間を分割する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ９

普通分割 ： 正比例に分割します。

逆転分割 ： 反比例に分割します。

角度分割 ： 角度で分割します。

等分割　始線
“ 普通分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

“ 逆転分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）
等分割　始線

※平行線の場合、 “ 角度分割 ” は出来ません。

“ 普通分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

“ 角度分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

等分割　終線 等分割　始線

等分割　終線 等分割　始線

“ 逆転分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

【 補足 ・ ・ ・ 平行でない線同士の場合 】

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。
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図形拡大縮小
（ Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ ）

【 機能 】 　指定した図形を拡大または縮小する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ９ ５

倍率 ｘ ， ｙ ： ｘ ， ｙ方向の倍率を設定します。

図面から指定 （ 等倍 ）： 図面上の２点を指示し 、

ｘ ， ｙ方向を等倍率で拡大

または縮小します。

図面から指定 （ 変倍 ）： 図面上の２点を指示し 、

ｘ ， ｙ方向を違う倍率で拡大

または縮小します。

図面から線で指定 ： 図面上の線分と同じ長さにして、

ｘ ， ｙ方向を等倍率で拡大

または縮小します。

スケール

（ 等倍 ） を選択した場合

（ 変倍 ） を選択した場合

【 解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。
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パラメ ト リ ッ ク １
（ Ｓ Ｔ Ｒ Ｅ Ｔ Ｃ Ｈ ）

【 機能 】 　指定範囲内の点を移動する 。

（ 移動基点 ・ 移動位置をマウスで指定 ）

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ９ ２ス ト レ ッチ

寸法連動 ：

寸法値も連動して変わる 。 （寸法値の位置も変わるので便利。 ）

ド ラ ッグ ： にする と 、 どこまでス ト レッチするか確認しながら出来る 。

寸法線コマン ド

寸法文字作成編集

で書いた寸法線をス ト レッチする と 、

で書いた寸法値も同様に連動する 。

①始点

②終点

①始点

移動終点

移動始点

パラメ ト リ ッ ク ２
（ Ｓ Ｔ Ｒ Ｅ Ｔ Ｃ Ｈ Ｘ Ｙ ）

【 機能 】 　指定範囲内の点を移動する 。

（ Ｘ ・ Ｙの距離を指定 ）

ス ト レ ッチＸ Ｙ
【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ８ ０

①始点

②終点

①始点

＜例 ： ｘ＝２ ０ ， ｙ＝３ ０＞

メモリーボタン

まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせて１～７

おく こ とができる便利な機能です。

０は 「 移動１ 」 「 複写１ 」 「 パラ メ ト リ ッ ク １ 」 での

移動距離にアクティブに毎回変動します。
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【 機能 】 　他のフ ァイルに収納されているデータを

呼び出して配置する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ９ ０

サブメニュー （ １ ） 【 操作手順 】

①サブメニュー （ １ ） でパーツ呼び出し

ド ライブを指定します。フ ァイル管理と

同じ メニューシートが表示されます。

使いたいパーツが収納されているファイルを

指定して下さい。

②ファ イルが呼び出されました。

サブメニュー （ ２ ） が表示されます。

スケールを変更して取り込む場合は、

スケール指定で距離を指示しておきます

（ スケールの基準点を ２端点で指示し 、

その間の寸法を数値入力。 ）

③対象要素を指示し 、基点を指示します。

④現図面に戻ってきます。

サブメニュー （ ３ ） で、回転の有無，属性

（ レイヤ，グループ，色，線種 ） ， ド ラ ッギングの

有無を設定します。

⑤パーツ配置位置を指示します。

パーツ
（ Ｐ Ａ Ｒ Ｔ Ｓ ）

サブメニュー （ ２ ）

サブメニュー （ ３ ）
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線分編集
（ Ｐ Ｉ Ｎ Ｃ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ ）

【 機能 】 　円、線分単位で 、移動／複写／

パラ メ ト リ ッ クを行う 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ０ ６

ラバーバンド

移動 ： 円、線分を移動します。

コピー ： 円、線分をコピーします。

：円、線分のパラ メ ト リ ッ ク

（端点移動による変形 ） をします。

回転
（ ＲＯ Ｔ Ａ Ｔ Ｅ ）

【 機能 】 　指定した図形を回転する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ ９ １

図面から点で指定 ： 図面から ２点を指定して回転します。

：図面上の線分と平行になるよ うに図面から線で指定

回転します。

回転させながら ： ド ラ ッギングしながら回転します。

角度 ： 指定した角度で回転します。

図面から点で指定 ・ の場合

図面から線で指定 ・ の場合

CLassic-CAD

Ⅰ-107-



寸法文字作成編集
（ Ｄ Ｉ ＭＳ Ｔ ）

【 機能 】 　寸法文字を編集する 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ５ １

リンクを解除する ： 線分と寸法文字の

リンクを更新する ： 線分にあわせて

文字サイズ ： 寸法文字のサイズを設定。

関係を解除します。

同様に設定して下さい。

サブメニューが表示されます。

※ 文字コマンド

寸法文字も更新します。

寸法文字を作成します。

リ ンクを張られた状態で

その線分を寸法線とみなし

リンク文字作成 ： 図面上の線分を ヒ ッ トする と

表示形式を図面から参照 ： 図面上のリ ンクを参照します。

表示形式を変更する ： 寸法文字の表示形式を変更します。

複合リンクを張る ： 線分を複数の文字にリ ンクします。

単純リンクを張る （ α ） ： 線分を文字にリ ンクします。

不要な０をとる ： 小数点以下の数値の不要な “ ０ ” は記入しない。

カンマを付ける ： ３桁ごとに “ ， ” を付ける 。

少数以下 ： 小数点以下桁の表示を設定。（数値入力，最大値は５ ０桁 ）

CLassic-CAD
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【 注意 】寸法線をパラ メ ト リ ッ ク等で長さを変更する と きは、 “ 寸法連動 ” を

にして下さい。寸法値と寸法値の位置が連動して変更出来ます。

また、寸法のリ ンクはＭＰ Ｐファイルでは記憶されません。

ＭＰＷで保存して下さい。

と同じ
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オプシ ョ ンコマンド管理
（ Ｏ Ｐ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ ）
別称 ： ヒ コーキコマンド

メニューシートに登録する 。

アイコンを編集する 。使用する
ポップアップメニューを指定する 。

【 機能 】 　オプシ ョ ンコマン ドのアイコンを

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 Ｊ １ ３ ４

【 補足 】

【 注意 】

②いらないアイコンを消す場合は、そのアイコン上で右ク リ ッ ク します。

④すべての編集と設定が出来たら 、登録、終了します。

編集後は登録して、 メニューシート上に戻します。

③★上にアイコンを張り付ける と 、そのアイコンの編集が出来ます。

コピーする場合は右ク リ ッ ク します。

空いている メニューシート上に移動する場合は左ク リ ッ ク 、

①アイコンをク リ ッ クする と 、カーソルに付いてきます。

【操作方法 】

ヒコーキコマンドのある メニューシートは、非表示にしないで下さい。

ヒコーキコマンドを非表示にしてしまった場合は、

編集出来なくな り ます。

Ｊ １ ３ ４

誤って

で呼び出して下さい。

登録 ： 編集したシート をファ イルに登録する 。 　 （ Ｓ ＡＶ Ｅ ）

中止 ： シートの編集を中止する 。 　 （ Ｃ ａ ｎ ｃ ｅ ｌ ）

次回にこの設定は反映されません。 ）

終了 ： シートの編集を終了する 。 （ 登録と違い終了は現在のみの設定となり ます。

オプシ ョ ンのアイコンが表示される所

オプシ ョ ンコマンドのフォルダ名表示

オプシ ョ ンコマン ド呼び出しボタン
ココでパスを設定します。
（ ド ラ イブ名→フォルダ名→ファイル名 ）

★

中止

コマン ド編集後の設定 （ 登録 ）

元の絵柄に戻す

ページ番号

コマンドパス

コマンド名称

（上にスクロール ）

（下にスクロール ）
メニューシート を ３ ２ページまで表示

メニューシートの表示切り替え

（黄色…表示／黒…非表示 ）

ココでオリ ジナルの短縮コマンド名を
登録するこ とが出来ます。 （英数半角 ）

（編集後は必ず元の位置に戻すこ と ）
コマンドを編集する時に置く場所 （★ ）

アイコンの編集＝絵柄を変える場所
（右のパレッ トで色を選びます。 ）

キーボード コマン ド名
（ キーボード入力で使う名前／

／短縮コマンド名
コード名 ）
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アンド ゥ実行
（ Ｕ Ｎ ＤＯ ）

【 機能 】 　移動、複写、 ミ ラーなど図の編集操作で、

直前の状態に戻る 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ １ ， Ｊ ２ ０ ３

リ ド ゥ実行
（ Ｒ Ｅ ＤＯ ）

＋ ＺＣ Ｔ Ｒ Ｌ

メニュージャンプ１～１ ６
（ Ｊ １ ３ ５～Ｊ １ ５ ０ ）

【 機能 】 　 メニューシート １～１ ６ページにジャンプする 。

【 割込 】 　可　 【 コード 】 　 Ｊ １ ３ ５～Ｊ １ ５ ０

元に戻す

【注意 】 アンド ゥ Ｏ Ｎ／Ｏ Ｆ Ｆ を設定しないと使えません。

※メニューバーの編集 （ Ｅ ） のプルダウン メニュー内にある元に戻す （ Ｕ ） と同じです。

【標準割付 】

【 機能 】 　 アンド ゥで元に戻した作業をやり直す。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ ２ ０ ４やり直し

アンド ゥＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ ）

＋ ＡＣ Ｔ Ｒ Ｌ

※メニューバーの編集 （ Ｅ ） のプルダウン メニュー内にあるやり直し （ Ａ ） と同じです。

【標準割付 】

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 Ｊ １ １ ２

あらかじめ設定する 。

【 機能 】 　 アンド ゥ機能を用いるかどうかを

【 注意 】

【 注意 】

【 手順 】

【 補足 】 は、出荷時の状態で、

③サブメニューの外で左ク リ ッ クする と設定終了です。

※あま り回数を増やすと 、図面によってはメモ リーが足りなくなる

②アンド ゥの回数を入力して下さい。 （ １～９ ９回まで指定できます。 ）

①回数の前を○にする とＯＮ 、×にする とＯ Ｆ Ｆにな り ます。

原因となり ます。 １ ５回く らいが適当でし ょ う 。

の中に保存されます。パスは、参照で選べます。

ファイル名は、 「 UNDO_XXXXXX_YYYY.MPW

※ＵＮＤＯファイルが溜ま りすぎる と 、

正常終了出来ないこ とがあ り ます。

定期的に古いファ イルを消しまし ょ う 。

Ｕ Ｎ Ｄ Ｏフ ァイルを消すボタン

リ ド ゥ （ Ｒ Ｅ ＤＯ ） はアイコンがあ り ませんが、標準割付で実行出来ます。

Ｕ Ｎ Ｄ Ｏフ ァイル

Ｕ Ｎ Ｄ Ｏフ ァイルはＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ終了時の最後の図面しか残り ません。

」 です。
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【 補足 】 メニューの絵は 「 ＫＯＵ Ｚ Ａ Ｉ ＿Ｆ Ｉ Ｇ ．ＭＰＷ 」 で定義されています。

Ｄ ＲＡの図面と同じよ うに，色や形を変えるこ とが可能です。

配置位置に十字線を書く こ とができます

レイヤと色を指定できます

角度やズレを指定します

×

配置の基点位置を指定します

サイズと基点位置を８種類記憶できます

にする と 「 アクティブ属性 」 が選択されます。

大きさを入力します

■Ｈ形鋼

その他の断面メニュー

■みぞ形鋼■山形鋼

■角形鋼管■鋼管

【 機能 】 　鋼材、鋼管の断面を描きます。

（ Ｈ形 ・ 山形 ・ みぞ ・ 鋼管 ・ 角形鋼管 ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし
（ Ｈ Ｋ ＯＵ ）
Ｈ形鋼材断面
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【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

【 機能 】 　 Ｈ型継ぎ手を作成します。

（ フランジ 、ＷＥ Ｂ ）

名前を付けて、継ぎ手のサイズを保存したり

呼び出したりするためのボタン

現在の内容をそのままにして

別ファイルに記録する 。

現在の継ぎ手を削除する 。

現在のサイズを新しい

名前で記録する 。

Ａ ， Ｂ ， Ｃ等の文字を

入力することで

近い名称を選び出す。

誤ってデータを変更させ

ないためのロックボタン

手で入力するためのボタン

自動計算しないで

「 列数 」 や 「 あき 」 等を

別のフ ァイルを作成する 。

現在の内容を全てク リアーして

現在のフ ァイルを削除する 。

記録するファイル名

継ぎ手の名称

作図する種類

■作図例

Ｈ型鋼継ぎ手
（ Ｈ Ｔ Ｕ Ｇ Ｉ Ｔ Ｅ ）
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新 ・ 引き出し線 【 機能 】 　引き出し線を引いた後に文字を記入します。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

傾斜角 ［ 度 ］ ： 引き出し線の傾斜角を設定します。

切りかた ： タテ ， ヨ コ選択します。

横線あり ： 引き出し線から ２本目の線を引く 。

長さ ： 横線の長さを設定します。

文字列と同じ長さ ，㎜設定

先端記号

付け場所 ： 先端記号を付ける場所を設定。

元付，先付

： ヘアーカーソルの横線で切る 。

タテに切る ： ヘアーカーソルの縦線で切る 。

ヨ コに切る

： 引き出し線の端に付ける記号を設定。

【補足 】設定によって書かれ方が何通り もあ り ます。

色々試して一番使いやすいパターンを探してみまし ょ う 。

【 注意 】

（ Ｈ Ｉ Ｋ Ｉ Ｄ Ａ Ｓ Ｉ ）

コマンドが見つからない場合は、 ヒコーキコマンドで呼び出して下さい。

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ 」 中の 「 Ｓ ｔ ｄ＿ ｃ ｏ ｍ 」 フォルダに入っています。

CL a s s i c CL a s s i c

CL a s s i c

CL a s s i cCL a s s i c

CL a s s i c

CL a s s i c

奥行 ［ ㎜ ］ ： 矢印の奥行きを設定。

開き角 ［ 度 ］ ： 矢印の角度を設定。

文字記入 ： 文字記入の有無を設定。

線先

線上 ： 引き出し線の上に文字記入。

：引き出し線の先に文字記入。

＜サイズ＞ ： 書き込む文字のサイズ ・ 位置を設定。

※文字の色を決めることが出来る 。

（ 引き出し線の色はアクティブです。 ）

CL a s s i c
CL a s s i c
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エンボス表現 【 機能 】 　画面の見かけを変える機能。

（ プレゼンテーシ ョ ン用です ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

影

線

選択

線幅

ボールド

背景 ： 背景色の指定。

：線，文字の影の色指定。

：線，文字の色指定。

：十字カーソルで線，文字を選択したと きに、変わる色。

：線の幅設定。 （ ド ッ ト幅表示 ）

：文字を太字にする設定。

【注意 】 コマンド実行後の画面の見かけが変わるだけで、データ自身は変わり ません。

いっきに色変換
（ Ｃ Ｈ Ｃ Ｏ Ｌ Ｐ ）

【 機能 】 　色ごとに一気に色変換をする 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

リセッ ト

逆変換

シャ ッ フル

キャンセル

： デフォルト色に戻す。

：右から左に色変換する 。

：変換色に同じ色が２度現れないよ うに

シャ ッフルする 。

：設定をキャンセルする 。

：変換色を一気に右の□の色にする 。

Ａ Ｎ Ｋ＜＝＞漢字変換
（ Ａ Ｎ Ｋ Ｋ Ａ Ｎ Ｊ Ｉ ）

【 機能 】 　 Ａ Ｎ Ｋ （ ペン文字 ） で書かれた文字を

漢字 （ 筆文字 ） に変換する機能。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

ので、 フォン トで困ったと きに便利です。

ＡＮＫから漢字へ、漢字からＡＮＫへと変換出来る

Ａ Ｌ Ｌ

（ ＥＭＢＯ Ｓ Ｓ ）
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【 機能 】 　図面の縮尺 ・ 精度を変える機能です。

や用紙作成コマンド

と連動します。

いちいち倍率を計算しなくてすむので便利です。

プロッ タ出力コマン ド

CLassic-CAD
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オブジェク トの確認
（ Ｃ Ｈ ＫＯＢ Ｊ ）

【 機能 】 　開発者用のデータ確認コマン ドです。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

オプシ ョ ンコマンド開発時に必要な 「 データの整合性や不具合 」 を検証するための

コマンドです。

データ位置

最初の－１の位置

１バイ ト単位の値

符号無しの１ ０進数

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

【 補足 】 １つの図面内に、本体と別の縮尺を持った詳細図を描けます。

（Ⅰ－１ ５ ８ページ　 「縮尺変更 」参照 ）

縮尺 ・ 精度の変更
（ Ｃ Ｈ Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ ）
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ファイル名を書く と きは、文字入力を 「自動判別 」 にしておきます。

文字列はＡＮＫ文字，漢字文字と も有効です。

重複する線の削除
（ Ｄ Ｅ Ｌ Ｒ Ａ Ｐ ）

【 機能 】 　画面の見た目ではわからない、

重なったデータを削除します。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

ハイパーリンク 【 機能 】 　図面に書き込んだフ ァイル名を

ク リ ッ クすると 、そのフ ァイルが開く機能。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

別のド ライブ， フォルダにあるファ イルは、 ド ライブ名から指定してください。

ＡＮＫ文字だけの場合は、￥は＼表示になり ます。

ＡＮＫ ，漢字混じ りの場合は、 ＡＮＫ ，漢字ごとに／で区切り ます。

ただし 、マシンに入っていないソフ トのファイルは開きません。

ド ライブ名、フォルダ名、 ファ イル名を書き込むのが大変な場合は、

文字コマンドを実行中に、エクスプローラでファイルをド ラ ッグ＆ド ロ ップ

（ マウスを離さずド ラ ッグして図面に落とす ）する と ク リ ップボードに

このコマンドに合わせた形で文字がコピーされますから 、入力の時に

「貼り付け 」 ［ Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ＋Ｖ ］ して ください。

【補足１ 】

【 補足２ 】

同じフォルダ内のファイルなら 、 ファイル名だけで開きます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのファ イル以外でも開く こ とが出来ます。

／Ｂ ： ￥／構造システム／￥ ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ ． ｄ ｏ ｃ／

【 書き込み例 】

【書き込み例 】

（ Ｈ Ｉ Ｐ Ｅ Ｒ Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ ）

要素が同じ線が重複している と 、 きれいに塗りつぶせない

こ とがあ り ます。

大量のデータ （ 線 ） から重複線を探すのは大変ですが、

このコマンドを使う と簡単に削除出来ます。

塗りつぶしコマン ドでエリ アを塗りつぶす時、

【書き込み例 】

CLassic-CAD
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Ｊ ２ ５ １ ． ｂ ｍ ｐ ０ ０ ０ １ Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ｍ．ｍ ｐ ｗ

A : \ C L a s s i c - CAD \ smp l _ d a t \ e s c 0 0 . mpw

-118-



【 機能 】 　 レイヤで色を一括変更したり 、

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

色でレイヤを一括変更します。

メモリーボタン 実行

プレビュー

レイヤ単位の

プレビュー

実行
●レイヤで色を変更

●色でレイヤを変更

色でレイヤ一括変更
（ Ｌ Ａ Ｙ ２ Ｃ Ｏ Ｌ ）

CLassic-CAD
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&BOU . SHEET&  MAS TER

〒 A
B

C 様 江戸　川柳

文京区　関口

1 1 2〒

様

拡張 ： その１ 　宛名シールのよ うに、一枚に複数の住所を印刷したい場合は、

&BOU . SHEET&  MAS TER の文字列をシールの左上に書いて、最初の一枚を前記手順で

作成したあとで、  &BOU . SHEE T&  SLAVE という文字列を 、シールの左上に書いていって

宛名シール印刷 【 機能 】 　 ラベルシートやハガキなどの定型フォームへ

データを埋め込んで印刷します。

④コマンドを実行する と 、　 Ａ～Ｚ の文字列が、エクセルのシートの

Ａ～Ｚ

答える と 、印刷します。 ＮＯでキャンセルします。

カラムの文字列に置き換わり ます。 「 Ｙ Ｅ Ｓ／ＮＯ 」 でＹ Ｅ Ｓ と

（ Ａ Ｔ Ｅ Ｎ Ａ ）
【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

状態 ： 改良予定あ り

場所 ： Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ￥Ｓ ＴＤ＿ＣＯＭ￥Ｖ ３＿ＳＨＥ Ｅ Ｔ ． Ｄ Ｌ Ｌ

【 操作方法 】①図面データに

②次に Ａ～Ｚ

③エクセルのシートの数行を 「 複写 」 します。

&BOU . SHEET&  MAS TER という文字列を書き込みます。

の文字列をＡＮＫで書き込みます。

（例 ： カラムＡでチェッ クする時は、 と書く 。 ） &BOU . SHEE T&  MAST ER   A

テクニッ ク ： その４ 　選んで印刷 &BOU . SHEET&  MAS TER の後にＡ～Ｚの文字を書き

「 メモ帳 」 で作って 「 複写 」するこ と もできます。

入れておく と 、そのカラムにデータが無い場合に印刷をしません。

ください。 「複写 」 した行数だけ印刷します。

例えば、 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのデータを

「 Ｔ Ａ Ｂ 」 で区切られた文字列なら何でもＯＫです。

テクニッ ク ： その３ 　元データデータは 「 エクセル 」 にこだわらなくても 、

ついたフォン ト を選ぶと 、縦書きにな り ます。

テクニッ ク ： その２ 　縦書文字を ２ ７ ０度回転させて、 フォン ト名に 「 ＠ 」 の

Ｓ Ｌ ＡＶ Ｅの位置に自動的に複写されます。

テクニッ ク ： その１ 　同じパターン同じグループ番号で文字や図を書く と 、

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤで 「複写 」する とか、

CLassic-CAD

Ⅰ

【 注意 】 Ａ～Ｚ の文字列は同じグループ番号で書いてください。と&BOU . SHEET&  MAS TER

【 補足 】 Ｊ ６ ９のヘルプ機能をＯＮにしてから 、アイコンを右ク リ ッ クする と 、

ＨＴＭＬ形式のマニュアルが出現します。
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イ メージデータを貼り付けます。【 機能 】

【 割込 】 不可 【 コード 】 なし（ ＢＭＰ ）
イ メージの貼り付け①

表示枠の作成 イ メージの周囲の線がいらない場合は、はばゼロの線で作ってください。

①

印刷縮尺

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

すでに図面に張られているイ メージの

図面から参照する場合の絞込み

パラ メータを参照するボタン

表示するイ メージファイルのタイプ

拡張子なしのファ イル名

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

ディ スクから参照する

データのド ッ トサイズ

張り込んだ時の図面上のサイズ

メニュー変更タグ

図面参照

絞込み

ファイルタイプ

参照

イメージファイル名

図面から参照

ド ッ ト数

表示サイズ

固定項目

マークのついた項目の数値は自動調整

されません。

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

図面のスケール

② ③

⑦

④
⑤

⑩

⑥

⑧ ⑨

⑪⑫

⑫

⑫

⑬

⑬ 常駐スイッチ

常駐イ メージと して張り込む場合に○

にする 。

CLassic-CAD
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（ ＢＭＰ ）
イ メージの貼り付け②

①

印刷縮尺

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

すでに図面に張られているイ メージの

図面から参照する場合の絞込み

パラ メータを参照するボタン

表示するイ メージファイルのタイプ

拡張子なしのファ イル名

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

ディ スクから参照する 張り込んだ時の図面上のサイズ

メニュー変更タグ

図面参照

絞込み

ファイルタイプ

参照

イメージファイル名

図面から参照

ド ッ ト数

表示サイズ

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

変更項目

データのド ッ トサイズ

図面のスケール

（ これは変更できません ）

表示枠の変更 変更したい項目にチェッ クをいれてください。

③②

⑧ ⑨

⑪

⑫

④
⑤

⑫

⑫

⑫

⑫

⑩

⑥ ⑦

サイズ変更スイッチ

マークのついた項目を変更します。⑬

サイズ変更をする ・ しないのスイ ッチ

のスイ ッチがＯ Ｆ Ｆの時には変更しま

せん。

⑬

⑬

CLassic-CAD
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（ ＢＭＰ ）
イ メージの貼り付け③

⑥ 常駐データの指定

大きなＴ Ｉ Ｆ Ｆデータなど 、読み込み

に時間のかかるイ メージに対して、常

駐指定をしておく と 、描画速度が飛躍

的に向上します。

① メニュー変更タグ

⑤ イ メージ編集

イ メージデータを編集できるプログラ

ムに渡します。

表示枠の整形 簡単に縦横比やＤ Ｐ Ｉ の調整が出来ます。

イ メージ編集は対応するプログラムをＯ Ｓで関連付けしておいてください。

①

⑦ ⑧

②

④

⑤

③

⑥

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

(Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

Ｄ Ｐ Ｉ を図面から参照

図面にすでに貼り付けられているデー

タからそのＤ Ｐ Ｉ を取得します。

Ｄ Ｐ Ｉ②

③

④

高さ調整

幅の調整

シ ョ ンをデータに合わせます。

幅を調整して、 イ メージのプロポー

Ｄ Ｐ Ｉ 変更

Ｄ Ｐ Ｉ をします。 このと き 、プロポー

⑧

⑦

シ ョ ンを自動的にデータに合わせます。

高さを調整して、 イ メージのプロポー

シ ョ ンをデータに合わせます。

CLassic-CAD
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イ メージの常駐指定 【 機能 】 イ メージデータの作成枠を作成します。

【 割込 】 不可 【 コード 】 なし（ ＢＭＰ Ｊ ＯＵ Ｔ Ｙ Ｕ Ｕ ）

②

①

すでに図面に張られているイ メージの

パラ メータを参照するボタン

図面から参照する場合の絞込み

常駐イ メージ指定

常駐イ メージ解除

①

②

イ メージで一番時間のかかるイ メージを指定してください。

常駐イ メージは作業中の図面の中で１つしか指定できません。一番描画する

高速に作図作業を行う事が出来ます。

通常イ メージデータは描画の必要に応じてディ スク等から呼び出されます。

ウ ィンド ウズのバッファ リ ング機能によって読み込みそのものは高速ですが、

描画完了までのトータルレスポンスが若干落ちます。

特に大きなサイズの下図イ メージ （図面や地図など ） の場合には、再描画の速度に

直接影響します。 こんなと きに、そのイ メージをメモ リに常駐させるこ とで、

CLassic-CAD
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イ メージの作成①
（ ＭＡ Ｋ Ｅ ＢＭＰ ， ＢＭＡ Ｋ Ｅ ）

CLassic-CAD

Ⅰ

【 機能 】 イ メージデータを作成します。

【 割込 】 不可 【 コード 】 なし

作成

③

⑥

⑧ ⑨

①

②

④

⑤ ⑦

⑩

⑪

⑬

⑫
⑫

⑫

⑮

⑯
⑭

②

①

すでに図面に張られているイ メージの

パラ メータを参照するボタン

メニュー変更タグ

図面参照

③

図面から参照する場合の絞込み

絞込み

④

表示するイ メージファイルのタイプ

フ ァイルタイプ

⑤

ディ スクから参照する

参照

⑥

拡張子なしのファ イル名

イ メージファイル名

⑦

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

図面から参照

⑧

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

印刷縮尺⑨

図面のスケール

⑩

データのド ッ トサイズ

ド ッ ト数

⑪

張り込んだ時の図面上のサイズ

表示サイズ

⑫ 固定項目

マークのついた項目の数値は自動調整

されません。

⑮

⑯

⑭

⑬

す。

Ａ ・ Ｂ版の定形サイズの入力ができま

ＢＭＰ形式の場合のみ、 イ メージデー

定形

色深度

ベースカラー

画質

作成するイ メージの背景色を指定でき

Ｊ Ｐ Ｇ形式の場合に画質の劣化の程度

タの色の精度を指定できます。

ます。×の場合は白になり ます。

を指定します。

イ メージの周囲に黒い縁等がいらない場合は、幅ゼロの線で作ってください。

イ メージデータを作るための “ 作成枠 ” を作り ます。
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イ メージの作成②
（ ＭＡ Ｋ Ｅ ＢＭＰ ， ＢＭＡ Ｋ Ｅ ）

CLassic-CAD
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変更

たりデータのまま保存されたり します。

③

⑧ ⑨

⑦

⑬

⑫
⑫

⑫

⑮

②

①

⑭
⑯

⑪

⑩

⑥
④

⑤

②

①

すでに図面に張られているイ メージの

パラ メータを参照するボタン

メニュー変更タグ

図面参照

③

図面から参照する場合の絞込み

絞込み

④

表示するイ メージファイルのタイプ

フ ァイルタイプ

⑤

ディ スクから参照する

参照

⑥

拡張子なしのファ イル名

イ メージファイル名

⑦

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

図面から参照

⑧

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

印刷縮尺⑨

図面のスケール

⑩

データのド ッ トサイズ

ド ッ ト数

⑪

張り込んだ時の図面上のサイズ

表示サイズ

⑫ 変更＆固定項目

マークのついた項目の数値は変更され

⑮

⑯

⑭

⑬

す。

Ａ ・ Ｂ版の定形サイズの入力ができま

ＢＭＰ形式の場合のみ、 イ メージデー

定形

色深度

ベースカラー

画質

作成するイ メージの背景色を指定でき

Ｊ Ｐ Ｇ形式の場合に画質の劣化の程度

タの色の精度を指定できます。

ます。×の場合は白になり ます。

を指定します。

詳細は次ページにあ り ます。

“ イ メージ作成枠 ” に定義されている作成条件を変更します。
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Ｄ Ｐ Ｉ が計算の結果、変更されてもいいケース

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

●

● ●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

●

●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

ド ッ ト数を指定する

ド ッ ト数を指定する

表示幅を変えない

ド ッ ト数を変えない

表示幅を指定する

表示幅を変えない

ド ッ ト数を変えない

表示幅を指定する 表示高さを計算して変更

表示高さを計算して変更

表示高さを計算して変更

表示高さを計算して変更

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ●

Ｄ Ｐ Ｉ を指定するケース

ド ッ ト数を指定する

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ● ド ッ ト数を変えない

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ●

表示サイズを指定する

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ●

表示サイズを変えない

表示サイズを計算して変更

表示サイズを計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

ド ッ ト数を指定する

ド ッ ト数を変えない

表示サイズを指定する

表示サイズを変えない

表示サイズを計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

表示サイズを計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

Ｄ Ｐ Ｉ を変更しないケース

変更項目の指定の仕方

に分けられます。最初の２つのどれか２つが必ず必要です。

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

● ●

Ｄ Ｐ Ｉ●

データの値を変えない項目 指定値に変更する項目

「データの値を変えない項目 」 「 指定値に変更する項目 」 「 計算で求める項目 」 の３種類

Ｄ Ｐ Ｉ 項目にチェ ッ クを入れた場合はその他の項目に左右１個づ

つ、合計２個のチェッ クを入れる 。

Ｄ Ｐ Ｉ 項目にチェ ッ クを入れなかった場合はその他の項目に合計

３個のチェッ クを入れなくてはならない。 ４個入れてはいけない。
Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ●

●

●

Ｄ Ｐ Ｉ

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

●

Ｄ Ｐ Ｉ●

●

どちらにもチェッ クのない項目は 「計算で求める項目 」 にな り ます

（ ＭＡ Ｋ Ｅ ＢＭＰ ， ＢＭＡ Ｋ Ｅ ）
イ メージの作成③

CLassic-CAD

Ⅰ-127-



（ ＭＡ Ｋ Ｅ ＢＭＰ ， ＢＭＡ Ｋ Ｅ ）
イ メージの作成④

CLassic-CAD

Ⅰ

整形

“ 変更 ” よ り も簡単に定義状態を変更します。

②

③

①

⑤

⑥

⑦

⑭ ⑮④

① メニュー変更タグ

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

(Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

Ｄ Ｐ Ｉ② 高さ調整

高さを調整して、 イ メージのプロポー

シ ョ ンをデータに合わせます。

⑭

③ 幅の調整

シ ョ ンをデータに合わせます。

幅を調整して、 イ メージのプロポー Ｄ Ｐ Ｉ を図面から参照

図面にすでに貼り付けられているデー

タからそのＤ Ｐ Ｉ を取得します。

⑮

④ Ｄ Ｐ Ｉ 変更

Ｄ Ｐ Ｉ をします。 このと き 、プロポー

シ ョ ンを自動的にデータに合わせます。

④ 対象図形

ベースカラーや画質を変更する と きに

使えます。

ベースカラー

作成するイ メージの背景色を指定でき

ます。×の場合は白になり ます。

⑥

を指定します。

画質

Ｊ Ｐ Ｇ形式の場合に画質の劣化の程度

⑦
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（ ＭＡ Ｋ Ｅ ＢＭＰ ， ＢＭＡ Ｋ Ｅ ）
イ メージの作成⑤

CLassic-CAD

Ⅰ

イ メージ作成

① メニュー変更タグ

対象図形②

作成するイ メージ枠の指定方法を選択できます。

①

②

“ 作成 ” で作った “作成枠 ” を指定するこ とで、 イ メージファ イルを作成します。

（ “ イ メージ作成枠 ” の中に表示されている図形がイ メージファイルになり ます。 ）

このと き作成されるイ メージは、印刷イ メージ 【 ※ 】 になり ます。

画面イ メージではないので、注意してください。

【※ 】印刷イ メージは または、 Ｊ ２ ８ １ で確認出来ます。

Ｊ ２ ８ １／印刷予想図 （ 画面上 ） ／

＋ＣＴＲＬ Ｅ

＋ＣＴＲＬ Ｅ
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【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

ページ作成
（ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ Ｉ Ｎ Ｇ ） ページ単位の印刷などを行う 。

【 機能 】 　ページ単位にフレームを作成し 、

新規作成の状態で， 「 枚数 」 「 サイズ 」等を設定して 「 作成 」 ボタンを押して

ください。一度作成した後での変更は 「枚数 」以外できません。

（変更作成する とデータがむちゃ くちゃにな り ます ）

このコマンドは 「 制御 」用に１ ８ ０以上のレイヤを使用しています。皆さんの

データはレイヤ １～１ ７ ９に全て収めてください。

ページ単位で印刷します。

ページ指定が無い

場合は現在のページが

ページを連続で印刷す

印刷されます。

のよ うに 「 ハイフォン 」

と 「 カンマ 」 で区切っ

て指定します。

現在のページを削

除してバッファに保

管します。

現在のページ以降

空白のページを挿

入します。

現在のページを削

除します。

ページの変更をします。

バッファに保管さ

れたページを現在

のページ位置に挿

入します。

レイヤ １ ９ ０はページを打ち出す為の特殊な

レイヤです。

レイヤ １ ９ ０以上は印刷されません。

てのページに複写されます。

テンプレート図形はページ ［ ０ ］ の位置にレイヤ

ページはレイヤ １ ９ ０にＡＮＫ文字で＆Ｐ＆を

番号が入り ます。

含む文字列にします。

などのよ うに書きます。＆Ｐ＆の位置にページ

テンプレート図形をレ

に非表示にする事がで

きます。

ページに複写します。

［ ０ ］ にあるテンプ

レート図形を全ての

作成する枚数を指定

来ます。

します。後で変更出

っぱいに表示します。

そのページを画面い

最終ページを表示します。

や ＜　＆Ｐ＆　＞－　＆Ｐ＆　－

１－１ ５ ， ２ ０－３ １

ページ ［ ０ ］ を表示します。

作成する と 、ページ

を後ろにずらして、

イヤ単位で、ページ毎

るには、ページ番号を

１ ８ ０～１ ９ ４で書かれた図形で、 「 作成 」 で全

CLassic-CAD

Ⅰ

【 ＊＊ 】 V3_SHEET.DLL
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割り込み改ページ

【 割込 】

【 機能 】

コマン ド 。

改ページ機能を独立させて割り込み可能にした

可 【 コード 】 なし

（ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ Ｈ ）

ページの変更をします。

っぱいに表示します。

そのページを画面い

最終ページを表示します。

ページ ［ ０ ］ を表示します。

CLassic-CAD

Ⅰ

【 ＊＊ 】 V3_SHEET.DLL
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目次の作成

レイヤ １ ９ ５にある線で同じグループ番号の線の組を探し出して、青い線の置かれたペー

ジを赤線の中心にある文字列に表現します。

xxx

ページ３２

ページ３１

ページ

ページ３２

ページ３１

ページ

レイヤ１９５

32
コマンド実行

レイヤ１９５

レイヤ１９５

ページの番号を生成します。

【 割込 】

ページ単位の印刷などを行う 。

【 機能 】 ページ単位にフレームを作成し 、

不可 【 コード 】 なし

（ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ Ｉ Ｎ Ｄ Ｅ Ｘ ）

CLassic-CAD
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【 機能 】 　指定した文字列を探します。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

（ 図面内文字列検索 ）

探した文字列は、画面の中央に表示されます。

文字列検索
（ Ｆ Ｉ Ｎ Ｄ Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ ）

【 機能 】 　指定した文字列を探します。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

（ 図面内文字列検索 ）

探した文字列は、画面の中央に表示されます。

同じ図形検索

レイヤ、グループ、線種が同じ図形を探します

同じ文字内容の文字列を探します。

同じ参照ファ イルのイ メージ表示枠、 またはイ メージ作成枠を探します。

線、円の場合

文字列

イメージ図形

同じ属性を持つ図形を探します。

（ Ｆ Ｉ Ｎ Ｄ ＯＢ Ｊ ）

CLassic-CAD
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【 機能 】 　
サブメニューの
ファイル書き出し

図面のホルダーの直下の ［ ＢＭＰ ］ ホルダーの中に、現在表示されているサブメニューの

イ メージファ イルを作成します。

ファイル名は 「 コマンド名 」＋ 「 ＿ＳＵＢ＿１ 」 にな り ます。最後の数字は作成時に指定

できます。

【 機能 】 　

フ ァイル書き出し

イ メージファ イルを作成します。

コマンドアイコンの

図面のホルダーの直下の ［ ＢＭＰ ］ ホルダーの中に、現在実行中のコマンドのアイコンの

ファイル名は 「 コマンド名 」＋ 「 ＿ Ｉ ＣＯＮ 」 になり ます。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

【 ＊＊ 】
（ Ｓ Ａ Ｖ Ｅ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ ）

（ Ｓ Ａ Ｖ Ｅ Ｓ Ｕ Ｂ ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

【 ＊＊ 】

CLassic-CAD

Ⅰ

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL
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【 補足２ 】 通り符号の○の半径は文字サイズによって自動的に決ま り ます。

サイズが合わない場合は、 半径変更コマンドで変更してみて下さい。

文字サイズで書き込まれるので便利です。

文字サイズの設定時に、 「 印刷サイズ 」 をＯＮにしておく と 、出力時の【補足１ 】

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

通り芯の作成
（ Ｔ ＯＯＲ Ｉ Ｓ Ｉ Ｎ ）

【 機能 】 　 Ｘ ・ Ｙ方向の通り芯，通り符号，寸法線を

一気に作成する 。

上，下，右，左

文字サイズ

丸止め

： 通り符号，寸法値の色を設定します。文字

用紙作成コマンド

個数 （ Ｘ－ピッチ ） ： Ｘ軸に垂直な通り芯。

通り芯と通り芯の間の距離 （ スパン ） を設定。

個数 （ Ｙ－ピッチ ） ： Ｙ軸に垂直な通り芯。

通り芯と通り芯の間の距離 （ スパン ） を設定。

※数値をカンマ 「 ， 」 で区切って設定します。

：通り符号を付ける位置を設定します。

：通り符号，寸法値の文字サイズを設定。

：図面の縮尺を設定します。縮尺

通り芯

寸法線 ： 寸法線の色を設定します。

：丸止めの色を設定します。

：通り芯の色を設定します。

と連動 ）（

以下は、印刷サイズでの設定値になります

芯延長

寸法足

寸法腹

丸止め

： 通り芯の延長幅を設定します。

：通り芯の端から １本目の寸法線までの距離を設定します。

： ２本目の寸法線までの距離を設定します。

：丸止めの半径を設定します。

【実行例 】

CLassic-CAD
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寸法線
（ Ｄ Ｉ Ｍ ）

【 機能 】 　寸法線を作成する 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

※

（確認時に数値の変更可能 ）

確認 ： 数値の確認をしながら寸法線を書けます。

線のレイヤ

文字のレイヤ

円の半径

補助線３

補助線２

補助線１

文字 ： 寸法文字のサイズを設定します。

：印刷時の寸法に合わせてサイズを印刷サイズ

設定します。

文字コマンド と同じサブメニュー

が表示されます。同様に設定して下さい。

不要な０をとる

カンマを付ける ： ３桁ごとに “

： 小数点以下の数値の

，” を付ける 。

不要な “ ０ ” は記入しない。

（数値入力，最大値は５ ０桁 ）

少数以下 ： 小数点以下桁の表示を設定する 。

：寸法線全体の高さを設定する 。

：補助線１からの距離を設定する 。

：寸法線の開始高を設定する 。

：丸止めの半径と色を設定する 。

：円の半径を図面から参照する 。

：文字のレイヤと色を設定する 。

：線のレイヤと色を設定する 。

※上と下の項目は連動しています。

【実行例 】

CLassic-CAD

Ⅰ

【 注意 】寸法線をパラ メ ト リ ッ ク等で長さを変更する と きは、 “ 寸法連動 ” を

にして下さい。寸法値と寸法値の位置が連動して変更出来ます。

また、寸法のリ ンクはＭＰ Ｐファイルでは記憶されません。

ＭＰＷで保存して下さい。
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【 機能 】

【 割込 】

属性管理
不可 【 コード 】 なし

レイヤ番号を管理します。

（ Ｌ Ａ Ｙ １ ）

レイヤや色などの属性セッ ト を登録して、アクティブ属性の変更を簡単にします。

ページはＭ０からＭ４の５ページあ り ます。

Ｊ ３ ６ と Ｊ ９ ８の ２種類だけです。

引数連動で使えるコマンドは

実行だけなら 、全てのコマンドが

指定可能です。

この情報を記録するファ イル名。

内容を変更する前に、 このファ イル名を

確定させておいてください。

CLassic-CAD
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半径の一律変更
（ Ｕ Ｔ Ｌ＿Ａ Ｒ Ｃ Ｓ ） する 。文字のサイズを一律に拡大する 。

【 機能 】 　指示した円、または円弧の半径を一律に変更

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

倍率指定の時に，対象を ［円 ］ ［ ＡＮＫ ］ ［ 漢字 ］ の

中から重複して選べます。

※文字の高さや幅の変更は 「 文字属性変更 」 コマン ドを使って く ださい。

【 機能 】 　実寸法を変えずに図面精度を変更します。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

丸め処理は、データが中途半端な値になるのがいやな場合に、実寸の 「 ㎜ 」 単位で

指定しておく と 、その倍数に丸められます。正確になるわけではあ り ません。

「 ９ ９ ９ ． ９ ９ ミ リ 」 などの線が、 「 ９ ９ ９ ミ リ 」 または 「 １ ０ ０ ０ ミ リ 」 になる

ないにしても今後、追加や修正する部分の精度は高めておきたい場合に使います。

Ｖ ２などのＭＰ Ｐデータを今後ＭＰＷで使っていきたい場合、 これまでのデータは仕方

「精度変更 」 コマンドは下記のよ うに処理しているだけです。手作業でも出来ます。

（ １ ） 　図形を拡大して実際の精度を上げる 。 （ 「 拡大縮小 」 コマンドで可能。 ）

（ ２ ） 　精度パラ メータを変更して、見かけの長さを合わせる 。

（ 「 作図スケール 」 コマンドで可能。 ）

CLassic-CAD

Ⅰ

可能性もあ り ます。

【補足 】Ⅰ－１ ５ ８ページ　 「 精度変更 」 参照

精度変更
（ Ｕ Ｔ Ｌ＿ＳＭ Ｔ １ ）
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円柱 ・ 地盤
（ Ｊ Ｉ Ｂ Ａ Ｎ ）

【 機能 】 　円柱 ・ 地盤用の線を作成する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

仕上げ線
（ Ｓ Ｉ Ａ Ｇ Ｅ ）

【 機能 】 　仕上げ線や壁など 、任意の距離の

マルチラインを作成する 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

使うデータの範囲

単位は実寸法

アクティブ属性で作成する

基準線と同じ属性で作成する

始点と終点 」 を指定する

展開する範囲 「 作成する線の円弧で展開する「片側 」 か 「両側 」 に展開する

終わり

始ま り

分割数１ ２の場合【実行例 】

CLassic-CAD
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建具作図
（ Ｔ Ａ Ｔ Ｅ Ｇ Ｕ Ｉ ）

【 機能 】 　 １／５ ０ 、 １／１ ０ ０の建具の作図

合わせ位置

壁を包絡

開口高さ

（文字記入に反映 ）

指定位置からずらす距離 幅と高さの文字入力

文字の書き込み時のスナップを指定

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

※詳細設定をＯＮにすると 、

開口部の種類

開口幅

現図面の縮尺

２点目のスナップを指定できます

レイヤ、グループ 、色、

線種等、設定できます。

【 実行例 】

H2000

W900
H2000

W900

三方枠 点検扉

H2000

W900

H2000

W900

H2000

W900

大枠 小枠
アルミ窓

文字のサイズを決める縮尺

CLassic-CAD
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文字列変換
（ Ｃ Ｈ Ｇ Ｔ ）

【 機能 】 　文字列の一部または全部を指定した文字列と

置き換える 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

置換後の文字列指定文字列

全体が一致する文字列だけを置換します。

選択した文字列を全て置換します。

指定した文字列と一致する部分だけを置き換えます。部分置換 ：

全体置換 ：

無条件 ：

： 使う

： 使わない 図面から文字列を取り込む

こ とができます。

：文字列参照ボタン 。

スイ ッチボタン 。

合計計算
（ Ｓ ＵＭ ）

【 機能 】 　図面中の数値の合計を書き込みます。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

合計対象の数値と同じ文字サイズ、文字原点で、合計値を書き込みます。

左右の文字列を入れ替えるこ とができます。

CLassic-CAD
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文字列集計
（ Ｃ ＯＵ Ｎ Ｔ ）

【 機能 】 　図面中の文字列から任意の文字の数を数えます。

数えた値は文字列にして、図面に書き込めます。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

集計結果の文字の大きさを指定する

いくつあっても 「 １ 」 と数える 。

「 ２ 」 と数える 。

部分一致

全体一致

部分拾い

集計項目の選択モードを選ぶ

集計するデータの選択方法を選ぶ

※集計項目は予め図面に書いておく 。

集計条件

：集計項目と一致する文字があれば、 １行中に

：集計項目と全て一致する文字列だけを数える 。

：部分一致に似ているが、 １行中に２個見つかれば

文字列編集
（ ＭＯ Ｊ Ｉ Ｅ Ｄ Ｉ ）

【 機能 】 　文字列の一部を書き換えたり 、分割したり 、

結合したり します。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

回転 ： 縦書きをＯＮにして回転もＯＮにする と 、縦に文字列が回転します。

縦書き ： 横書きにした文字を縦書きに変更します。 （但し文字列は横のままです。 ）

横書き ： 縦書きにした文字を横書きに変更します。

文字列の一部を指定して、編集する 。

文字列の指定位置よ り 、 「 前 」 か 「後ろ 」 を分割します。

分割された文字列は任意の位置におけます。

文字列の上に置く と 、その文字列と結合します。

文字列を指定して、他の文字列の上に置く と 、

その文字列と結合します。

文字列を分解して、指定範囲の文字の色をアクティブ

カラーに変更します。

文字列原点を基点と して移動できます。
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【 機能 】 　指示した文字列を丸ごと書き換えます。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

文字列書換
（ ＭＯ Ｊ Ｉ Ｈ Ｅ Ｎ ）

文章の整形
（ Ｂ Ｕ Ｎ Ｅ Ｄ Ｉ ）

【 機能 】 　文章にしたい文字列の固まりを 、

１行の文字数や、行間を指定して 、

原稿用紙に収まるよ うな整形をします。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

改行します。

文字の色で黄
水色
青

水色の前で改行されます。黄の前と後で改行されます。 青の後で改行されます。

漢字１行文字数 ： 一行の文字数を漢字換算の文字数で

行間 ： 文字の下から次の行の文字列の上までの距離です。

文字間隔 ： 文字と文字の間の距離です。

漢字の幅 ： 文字幅は漢字を基準に指定します。

高さ ： 文字の高さを設定します。

【注意 】

「 Ｗ ｉ ｎ幅 」 を

整形する文字列は、大多数を占める文字の色が 「 文字の指定 」 で

にしてください。 （ Ｄ Ｒ Ａ文字幅で使って ください。の意 ）

グループ化 ： 整形後に整形された文字列を一つのグループにまとめます。

何度となく整形する時に、グループ指定が使えるよ うになるので便利です。

指定します。

■前後改行 ■前改行 ■後改行

ｚ ｚ ｚ

ｙ ｙ ｙ ｙ

緑

緑 青

ｘ ｘ ｘ

ｘ ｘ ｘ

ｙ ｙ ｙ

緑

ｚ ｚ ｚ

水色 緑

ｘ ｘ ｘ ｘ

ｙ ｙ ｙ

ｚ ｚ ｚ

緑

緑

黄

プロポーシ ョナルピッチでは整形にならない事があ り ます。

【実行例 】 上の設定の項目を にしてある場合
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新 ・ 面取り
（ ＭＥ Ｎ Ｔ ＯＲ Ｉ ） 【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

A

B①最初の線を指定する

A
B

【 機能 】 　凹んだ面取り

※凹んだ面取りは、 このモードです。

新 ・ 連続カッ ト
（ Ｃ Ｕ Ｔ Ａ ）

【 機能 】 　先にターゲッ ト を指定して延長 ・ カ ッ ト を行う 。

【 割込 】 　不可　 【 コード 】 　 なし

カッ ト位置の 「 線 」 か 「指定した ２点 」 と交差するものだけを

カッ トするこ とができます。

カッ トする位置を 「既存の線 」 か 「 ２点指定 」 で指定できます。

B

A

②２番めの線を指定する

丸面取り A

切り込み面取り

切り込み面取り
（ マイナス数値 ）

角面取り A

B

にする と 、後から図上で指定するこ とにな り ます。

飛び出します。

マイナスの数値を入れる と角が凹まずに

： アクティブと同じ属性で作成します。

：面取りする線と同じ属性で作成します。
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閉じた図形を塗りつぶします。

塗りつぶしカラーは、

レイヤ　 ３

レイヤ　 １

レイヤ　 ２

レイヤで塗る

グループ　 １

グループ　 ２

グループ　 ３

グループ　 ４

グループ　 ５

グループ　 ６

グループで塗る 図形毎に色を変えられます。

レイヤ毎に色を変えられます。

１ ６ ０ ０万色の中から自由に選べます。

レイヤ単位に図形を塗りつぶします。そのレイヤの図形は全て で同一色

レイヤは無関係に、同一グループの図形を 、グループ毎に塗りつぶします。

　設定色で塗り ます。
　塗りつぶしを解除し

ます。
　図面の塗りつぶし色

を参照します。

ベースカラーの輝度 ：

設定色

輝度は０～２ ５ ５の ２ ５ ６段階

で調節可能ですが、簡単に

するために５段階の調節ボ

ください。

色を直接ク リ ッ ク して、選んで

　 こ こに無い色は、上の設定

タンを付けました。

最後に設定をキャンセルし
た色や、解除した色が表示

されます。
　 ク リ ッ ク して、設定色に

する事が出来ます。

ベースカラー ： この色の明

るさを右の０～４の５段階

で調整できます。

　他の２色が一枚のシート

の中で５段階に変化します。

色の設定は、グループ毎に行います。

塗りつぶされます。グループ分けする必要は有り ません。

レイヤ塗り潰し

描画順

線 円

塗りつぶし

グループ塗りつぶし

３２０００

一番下

一番上

一番下

一番上

１

１

２００

文字　が一番上にくる

イメージ（ ＢＭＰ等 ）

カラー１ ２ ５色全部で
白黒１ ７色＋ を表示できます。

■レイヤで塗る

■グループで塗る

（ レイヤは１～２ ０ ０番まであ り ます ）

（ グループは１～３ ２ ０ ０ ０番まであ り ます ）

塗りつぶし （ Ｂ ＯＵ ）
（ Ｖ ３ Ｐ Ａ Ｉ Ｎ Ｔ ）

【 機能 】 　指定した範囲に色を塗る 。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし
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パレッ ト

塗りつぶしについて①

設定 ：

●設定色 ： この色で塗りつぶします。

全レイヤ （ グループ ） 消 ：

記録 ：

図面参照 ：

塗りつぶし色を参照します。

既に図面にある

「色の設定 」 シートで設定出来ます。

パレッ ト ：

こ こから も色を選択出来ます。

色彩 （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ，Ｗ ） ボタンや

輝度 （ ０ ， １ ， ２ ， ３ ， ４ ） ボタンで、

色々と変更してみて下さい。

こ こにない色にする と きは、

「色の設定 」 シートから直接

選んで下さい。

上の●設定色 をク リ ッ ク して

選択 ：これをＯＮにする と右のパレッ トにある色を選択できます。

ゴ ミ削除 ：データのないレイヤの
色指定を解除します。

塗
り
つ
ぶ
し

設定色を下のパレッ トに１ ０色記録出来ます。

消す ：塗ったレイヤ （ グループ ） を １つ１つ解除します。

塗る ： これをク リ ッ クする と

一気に塗りつぶしを解除します。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存の

【標準割付 】 ＋ＣＴＲＬ Ｄ

いと 、 ＢＭＰデータは表示されません。

「 塗り潰し表示 」 をＯＮにしておかな

「環境設定 」→ 「 画面デザイン 」 の

【 注意 】

「 実行 」に移り ます。
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塗りつぶしについて②

【 補足１ 】 中を白抜きしたい場合は、若いレイヤ番号の図形を中に描き 、

“ 白 ” で塗りつぶして下さい。

【 補足２ 】

【 補足３ 】 塗りつぶし部分よ り線、円、文字の方が上になり ます。

円弧も塗りつぶすこ とが出来ます。

疑似円弧でもＯＫです。

■ 「 グループで塗りつぶし 」 する場合
１つの閉じた図形につき 、 １つのグループ番号を設定します。

グループ毎に１色塗りつぶせます。 （ レイヤ番号とは無関係に塗りつぶせます。 ）

（ ※グループ番号は、 １～３ ２ ０ ０ ０番まであ り ます。 ）

■ 「 レイヤで塗りつぶし 」 する場合

レイヤ１

レイヤ２

レイヤ１ レイヤ１

レイヤ２

レイヤ３

レイヤ１

レイヤ３

レイヤ５レイヤ５

レイヤ４ レイヤ４

※このような線を表示した く ない場合は、

色の線幅を “ ０ ” にして下さい。

「 環境設定 」 の 「 線の設定 」 で 、 この線の

同じレイヤ番号の図形を 　同時に同じ色に塗りつぶせます。

レイヤ番号の若い方が上になり ます。

（※レイヤ番号は、 １～２ ０ ０番まであ り ます。 ）

グループＤ

グループ Ｊ

グループＣ グループＥ グループ Ｆ グループＨ グループ ＩグループＡ

グループＡ

グループＢ

グループＢ

グループＧ

グループＧ

【 注意１ 】 図形が重なっている場合、グループ番号の大きい方が上になり ます。

レイヤで塗りつぶした図形よ り グループで塗りつぶした図形の方が

上になり ます。

【 注意２ 】
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レイヤＡ

レイヤＡ

タイプ １

レイヤＡ

レイヤＡ

ダメな部分

タイプ２

レイヤＡ レイヤＡ

タイプ ３

塗りつぶしについて③

①同じレイヤで囲った図形同士において、点同士の接した部分がある と 、

う ま く塗りつぶせません。

③同じレイヤの線が何本も重なっていないか。

（ 「 重複する線の削除 」 コマンドで削除して下さい。 ）

レイヤＡ レイヤＢ

異なるレイヤの場合は点同士が接していてもＯＫ！

タイプ５

■この３つがク リ アされていれば、 レイヤ分けした図形をキレイに塗りつぶせます。

特に①を気を付けて作図して下さい。

【注 】 但し 、①…タイプ１ ， ２ ， ３の場合は気を付けて下さい。

ダメな部分 ： 同じレイヤの線が何本も重なった状態

ダメな部分ダメな部分

②塗りつぶす図形の、線が足りなかったり飛び出した り していないか。

（ 「 線分結合 」 コマンドでコーナーをきちんと合わせて下さい。 ）

レイヤＡレイヤＡ

タイプ ４

※この場合は点同士が接していないので大丈夫！

■ 「 塗りつぶし 」 での 「 レイヤ塗りつぶし 」 において 、 ３つ注意点があります。
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（ Ｉ Ｎ Ｃ Ｒ Ｅ ）
増加変数

MAEMOJI=1...B
MAEMOJI=2...B
MAEMOJI=3...B
MAEMOJI=4...B
MAEMOJI=5...B

0mm
10mm
20mm

30mm
40mm
50mm

memA
memB
memC
memD

Y1
Y2
Y3
Y4
Y5

a.
b.
c.
d.

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7
文字設定を詳細に行えます。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

【 機能 】 　増加文字の書き込み、書き換えをします。
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【 機能 】 　選択された図形を指定した２点間に図形均等配置
（ Ｆ Ｉ Ｇ Ｄ Ｉ Ｖ ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

均等に配置する 。

元の図形

最後の位置最初の位置

【 ＊＊ 】 　 Ｖ ３＿Ｕ Ｔ Ｌ ２ ． Ｄ Ｌ Ｌ

最初と最後を含めて ４個が均等配置される 。

回転して配置します。

指定角度だけ時

計回りに回転し

元の図形は回転

しません。

選択された図形のＸ

ます。配置される と

きはこの方向が画面

のＸ方向に合う よ う

に配置されます。

方向の向きを指定し

グループ番号を

変更できます。

図形のド ラ ッグ

ができます。

しません。

ます。

元の図形は配置時に回転

角度を図面から

入力します。

配置方向が斜めの場合に，その方向

をＸ方向とみなして，図形を回転し

て配置するこ とが出来ます。

配置する角度に合わせて

回転角度指定なしの場合 配置角度に合わせる場合

最初の位置 最初の位置

最
後
の
位
置

最
後
の
位
置

元の図形

配置数

×にする とその

位置に配置され

ません。 （ 数は

カウン ト されま

す ）
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【 機能 】 　図面を連続して印刷するコマン ドです。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

　 「 マウス右 」 でファイルを選ぶと 「 プレビュー 」 が見られます。

コマンド起動直後は、 リ ス ト検索をしないので、 「 リ ス ト更新 」 ボタンを押して ください。

　マウスをク リ ッ ク して元に戻り ます。選択されたファ イルだけが 「印刷 」 されます。

印刷のモードの詳細は、 「 印刷コマンド 」 で設定しておいてください。

　 「 印刷するレイヤ 」 「 印刷しないレイヤ 」 は、 「 カンマ 」 や 「 － 」±で、つなげて

【補足 】

固まる恐れがあ り ます。

キャンセル出来ます。

押し続けて下さい。

「中止 」 のタイ ミ ングは一枚一枚の切れ目ですから 、それまでは押し続けて

下さい。中止するか否かの 「 ダイアログ 」 が出たら 、離して結構です。

連続印刷は始めて間違いに気付いた時は、あせらずに

「 ＳＨ Ｉ Ｆ Ｔ 」 を押しながら 、画面中央の 「 印刷中 」 ダイアログの

「 キャンセル 」 ボタンを押し続ける と 、印刷機によっては、最初の一枚も

「 Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ 」 キーを

間違っても 「 Ｅ Ｓ Ｃ 」 キーは押さないよ うにして下さい。

連続印刷
（ Ｒ Ｅ Ｎ Ｚ Ｏ Ｋ Ｕ Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ ）
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連続ファイル変換
（ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ Ｃ ＯＮ Ｖ Ｅ Ｒ Ｔ ）

【 機能 】 図面を連続して別形式に変換する

【 割込 】 不可 【 コード 】 なし

コマン ドです。

元図はリ ス トの行をク リ ッ クするこ とで、その内容を画面いっぱいに描画して、

中身の確認を行えます。
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始点 終点

（ Ｒ Ｉ Ｐ Ｐ Ｌ Ｅ ）
さざなみ線作成 【 機能 】 　 ランダムな線を作図するコマン ドです。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

適当に乱れた （ 波打った ） 線を書いたり 、

すでにある線を乱れた線に変換します。

元の図形 さざなみ化後
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Ｄ ＲＡ

走り筋

走り筋

S?

［ Ｃ Ｒ Ｔ Ｌ＋ク リ ッ ク ］ で作図時に変更可能

スラブ配筋
（ Ｓ Ｕ Ｒ Ａ Ｂ Ｕ ）

【 機能 】 　 スラブの作成コマン ドです。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

断面筋

CLassic-CAD
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D10@200
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【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

畳の部屋 【 機能 】 　畳目地をいれるます。

３点指定で部屋を認識します。

斜めに傾いた部屋の作図に使います。

対角線指定で部屋の大きさを認識します。

部屋は斜めに傾いていないこ とが前提です。

（ Ｔ Ａ Ｔ ＡＭ Ｉ ）

引き連れて平行移動 【 機能 】 　一辺の平行移動にその辺についている他の線が

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

つられてきます。

×にする と 、その属性とは無関係に引き連れます。

（ Ｎ Ｏ Ｂ Ａ Ｓ Ｈ Ｉ ）

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

図面ファイルを見る 【 機能 】 　図面のビューアー。

（ Ｍ Ｉ Ｒ Ｕ ）

リ ス ト の行をク リ ッ クするこ とで、その内容を画面いっぱいに描画して、中身の

確認を行えます。

【 割込 】 　不可　 　 【 コード 】 　 なし

枠の作成

対角線指定で枠の大きさを認識します。

枠は斜めに傾いていないこ とが前提です。

３点指定で枠を認識します。

斜めに傾いた枠の作図に使います。

【 機能 】 　表や罫線の作図。

（ ＷＡ Ｋ Ｕ ）

○にする と 、一致しないものは引き連れません。
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「精度」と「縮尺」

※「縮尺」＝「スケール」

このため少数以下の細い数値をこのままでは処理出来ません。

そこで 「 精度 」 と呼ぶ値をこれにかけることで 、見かけ上少数以下の

値を持たせています。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄはデータを整数形式で持っています。

これに例では０ ． ０ ０ １の精度をかければ最大値は４ ２ ０万と

小さ く なりますが少数以下３桁の値まで表現可能になります。

このよ うに精度は全体の大きさ と内部の細かさを変えるパラ メータに

なっています。

この２つのパラ メータ 「 精度 」 と 「 縮尺 」 とそこにある空間の

１／２ ０ ０の図面を上の状態で手に入れることが出来るのです。

イ メージは次のページのようになります。

さらにこれに縮尺をかけて印刷することで 、 １／１ ０ ０や

内部データは最大４ ２億に固定されていますが、

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤの
精度と縮尺について
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物理的に決められ

ている空間で大きさ

は変えられない。

≪メモリ空間≫

≪印刷空間≫

紙面

≪作業空間≫

４万２千

精度

縮尺 1 / 1 0 0

0 . 0 0 1

この値を操作して

作業空間を拡げる 。

要求されるスケール

そこで領域が

※メモリ空間のＭＡ Ｘは４億２千万なのでＯＫ

の範囲が必要

の範囲が必要

原寸では内部データは Ａ １の用紙

８千４ ０ ０万

５千９ ４ ０万 ５ ９ ４ ０ ０

縮尺 1/100

の図面

×

×

８ ４ ０

５ ９ ４

精度 0.001

とすると

なので操作できない。

足りない時は

作図領域

原寸の

≪例えばＡ １への印刷を考えると≫

「精度」と「縮尺」とそこにある空間のイメージ

CLassic-CAD

Ⅰ

４ ２億

４ ２ ０万

８ ４ ０ ０ ０
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（作図精度について）「精度変更」

CLassic-CAD

Ⅰ

ＭＰＷフ ァイルで操作するのであれば、

コマン ド実行後、 「 現在の縮尺 」 が１／３ ０に、

「 変更後縮尺 」 が１／１ ０ ０になりますから 、作業終了時に

もちろん、そのまま登録しても 、 １／３ ０で印刷すれば、

も う一度実行して元に戻すことをお勧めします。

所定のサイズで印刷出来ます。

「縮尺変更」

縮尺 ・ 精度の変更
（ Ｃ Ｈ Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ ）

（ Ⅰ－１ １ ７ページ ）

変更後の精度が出ます。

現在の精度がでます。

変更したい縮尺を入れます。

現在の印刷縮尺がでます。

このコマンドは、 １／１ ０ ０の図面に１／３ ０の詳細を記入する場合に使います。

精度変更
（ Ｕ Ｔ Ｌ＿ＳＭ Ｔ １ ）

（ Ⅰ－１ ３ ８ページ ）

０ ． ０ ０ １ をお薦めします。

以降この図面の精度は、 ０ ． ０ ０ １になり 、

このコマンドは図形を指定精度の大小で拡大縮小しますから 、

作図範囲は、 ４ ． ２ Ｋｍ四方になります。

１ ０ ミ リの長さの線は、 １ ０ ミ リのまま保持されます。

を使って 「 精度の変更をする 」 こ とをお薦めします。
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ＭＰＰとＭＰＷの精度の違い

このままの値をｍｍに読み替えただけでは，作図できる範囲が

６ ４ｍ四方に限られてしまいます。そこで ， これに，ある係数を掛けて

見掛け上の作図範囲を広げる工夫がなされています。

この係数が 「 精度 」 と呼ばれる係数です。 この精度を ２にすれば，

最大作図範囲は１ ２ ８ｍまで広げられるこ とになります。

丸められてしまいます。規模の大きな図面，例えば， ２ ０ ０ｍ四方は

必要な図面を書く場合は，精度を ４以上にする必要があります。

通常丸められても切りのいい数値になるよ うに，精度 ［ ５ ］ を使います。

但し ， これを ， Ａ １の図面に書こ う と した場合，最低でも

１／３ ０ ０以上の縮尺が必要になり ， この時の紙面上の誤差は

５／３ ０ ０≒０ ． ０ １ ６ ６ｍｍ　になります。

つまり紙面上の問題はないわけですが，作図中にミ リ単位で線が

引けないとイライラするなどの障害がある事も事実です。

楽になっているので，現在でも有効な形式であると判断してサポート を

続けています。現実に，作図はＭＰＷで行い，印刷の時だけＭＰ Ｐに

落と して ，別の場所 （ 事務所 ） で印刷するという形態をとっている

事務所があります。

Ｖ ２のＭＰ Ｐ フ ァ イルの座標は内部的には整数を使っています。

ただし ，精度が ［ ２ ］ という こ とは， ２ｍｍ未満の数値は全て

このＭＰ Ｐは精度を落と した分，サイズが小さ く ，持ち運びや監理が

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄの標準ファイルのＭＰＷは、ＭＰ Ｐの六万倍の精度を

ＭＰ Ｐ とＭＰＷの精度と作図範囲の表を次のページに示します。

持っています。

CLassic-CAD
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最大作図範囲

5.000

2.500

1.000

0.500

0.100

0.010

0.001

mm
2 byte 4 byte

320 m

160 m

64 m

32 m

6.4 m

640 mm

64 mm

4200 Km

2100 Km

420 Km

42 Km

4200 m

21000 Km

10500 Km

MPWMPP

精度 サイズ

形式

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ推奨値Ｖ ２推奨値

CLassic-CAD
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問題回避の方法例

■印刷コマン ドを設定しても 、 プロッ タやプリンタに正し く出力出来ない。

「 ＵＮＤＯ＿＊＊＊＊＿＊＊＊．ｍ ｐ ｗ 」 という ファイル名で残っています。

※増えすぎた 「 Ｕ Ｎ ＤＯ 」 フ ァイルは時々整理 （ 消去 ） して下さい。

立ち上がった全てのファ イルを落と し 、 「 スキャンディ スク 」 をかけてみる 。

（ 「 スキャンディ スク 」 は、 「 スタート 」 → 「 プログラム 」 → 「 アクセサリ 」→

解除。 （ ｍ ｅ ｎ ｕ ｄ ａ ｔ ． ｄ ａ ｔ のプロパティを開き 、 「読み取り専用 」 のチェッ ク

図面と同じフォルダ （ ディ レク ト リ ） 内のｍ ｅ ｎ ｕ ｄ ａ ｔ ． ｄ ａ ｔ の リードオン リー

文字入力後に、バッ クが真っ黒になるこ とを防ぐには、 「漢字 （ 文字 ） 入力バー 」 を

なので、それを別の場所にコピーし 、バッ クアップファ イルと して取っておく 。

①　 「 印刷原点 」 を変えてみる 。

③　プ リ ンタ ・ プロ ッ タのド ラ イバを最新ヴァージ ョ ンにアップする 。

②　 「 文字設定 」 でフォン ト を変更してみる 。 （ 「 ＭＳ明朝 」 「 ＭＳゴシッ ク 」 で

特に問題が多いよ うです。 「ＭＳ Ｐ明朝 」 「 ＭＳ Ｐゴシッ ク 」 はＯＫ！ ）

」 内の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」 フォルダ

■アップデートすると ころを間違えてインス トールしてしまい、

今まで登録した環境が全て変わってしまった。

■文字を書き込んだ後に、バッ クが真っ黒になって、文字が確認できない。

日付が新しいデータをお探し下さい。

※落ちたと き 、作業中だった図面は、 「

■画面がフ リーズして落ちて以来、動きがおかしい。

ファイルが壊れている場合がある 。

「 システムツール 」 で探せます。 ）

■古いＭＰ Ｐ フ ァ イルのコ メン ト を何度書き直しても 、記憶して くれない。

を外す。 ）

色々な設定を記憶しているのは 「

（※応用編 ： それを他の人の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」 に上書きする と 、

環境を同じにするこ とが出来る 。社内環境を同じに出来る 。 ）

ステータスバー、 または、 タイ トルバー， メニューバー上に移動しておく 。

CLassic-CAD

」 → 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」内に、CLassic-CAD

画面での設定が有効になる 。

」 を ２面以上立ち上げている場合、最後に落と した 「「 CLassic-CAD CLassic-CAD

（ 全ての ｉ ｎ ｉ ファ イルのプロパティを開き 、 「 読み取り専用 」 のチェッ クを外す。 ）

」 → 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」内の ｉ ｎ ｉ ファ イルのリードオン リー解除。「 CLassic-CAD

■Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ内の様々な設定を何度変えても 、記憶して くれない。

【対処１】

【対処２】

」

CLassic-CAD
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問題回避の方法例

■＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。

①　＊＊＊＊

③　＊＊＊＊

②　＊＊＊＊

＊＊＊＊

CLassic-CAD
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〒

※Ｆ Ａ Ｘする場合、 このページをコピーするか、上記の事項を記入してお送り下さい。 （ Ｃ ）

E-Mail  kdn@kozo.co.jp FAX  03(5261)8993
CLassic-CAD Ver.

FAX

Printer
Win Ver.

PC
E-Mail Add.

TEL

Windows  95 , 98 ,  (                       )

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ担当宛

ＴＥＬ／ＦＡＸ

CLassic-CAD

住　　所

所　　属

社　　名

氏　　名

ユーザーＩＤ

プログラム名

使用機種

使用

ご質問

『

Ｅ－Ｍａｉｌ、またはＦＡＸでお知らせ下さい。随時受け付けております。
』のコマンドについて、ご質問・ご意見・ご要望等ございましたら、

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊質問用紙＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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